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　　　序幕　～prologue～







　天てん上じよう院いん。

　それは、人類防衛の要かなめたる救済者セイバーを養成するために空の高みに設けられた機関の名称。

　ただの人など、其そ処こには一人もいない。

　其処にいるのは、ドラゴンすらも圧倒する──一いつ騎き当とう千せんどころか当万の猛者もさばかりだ。

　故ゆえに。

　いかなる国家のいかなる軍隊であろうとも、天上院を攻め落とすことなどできるはずもない。

　この地球上で最も強固な守りを誇る場所なのだ。天上院は。

　そんな天上院を襲しゆう撃げきする者があろうなど、ひなたは夢にも思っていなかった。




　ドラゴンが飛んでいた。

　一匹ではない。

　十匹を超える数のドラゴンが、天上院の上空を飛び交っていた。

　彼かれ等らの羽より絶え間なくほとばしる電光が夜の色をズタズタに切り裂き、口こう腔こうより吐はき出された超ちよう灼しやく熱ねつの炎が、漆しつ黒こくのアニマを執しつ拗ように攻め立てていた。

　天上院の中央部に浮かぶ、巨大な円筒形──アニマ。

　黒以外の色をかけらも持たないその浮遊物体がなんであるのか、ひなたは天上院の一員になってから半年が過ぎた今日になっても、知らなかった。教えられていなかった。

　建物なのか、あるいは地球上から妖獣ドウームを駆く逐ちくするための兵器のような物なのか──。

　観み星ほしに尋ねてみたこともあったが、返ってきた答えは、

（さあねえ、実はあたしもよく知らないんだ）

　という、曖あい昧まいなものだった。

　観星の言葉が本当なのかどうかはわからない。知っていて知らないフリをしただけなのか、本当に知らないのか──。

　だが、ひなたは深く追及はしなかった。天上院は尋常の場所ではないのだ。尋常じゃない代しろ物ものなんていくらでもあるだろうと納得して、以降はたいして気にもしていなかった。

　修行と任務で忙しくて、直接自分に関かかわりのないものを気にしている余裕がなかったというのもある。それに、知る必要のあることなら観星なりマオなりが教えてくれるだろうという信しん頼らいもあった。

　その──ひなたにとって未いまだ謎なぞの物体であるアニマを、最強の妖獣ドウームたるドラゴンたちは猛然と攻こう撃げきしているのだった。

　そして、天上院を襲おそった妖獣ドウームは、ドラゴンだけではなかった。

　数十匹の──下手へたをすると百匹を超える数の妖獣ドウームが天上院の各所で暴れているらしいと、観星が言っていた。

　それも、スフィンクスやサイクロプスといった、Ａランクの妖獣ドウームばかりだと。

　天上院の剣士や魔ま法ほう使つかいたちにとって、Ａランクの妖獣ドウームは脅きよう威いに足る存在ではない。が、それも敵が単体であればの話。群れられれば十分な強敵になる。百匹ともなると、殲せん滅めつにはそれなりに時間がかかるだろう。

　ひなたを避難させるために迎えにきてくれた観星は、今、ひなたの傍そばにはいない。

　観星は今、戦っている。──はずだ。

　相手の男は自らを妖獣騎士団ドウーム・ナイツの副団長と名乗っていた。

　最強最悪の反人類テロリスト集団──妖獣騎士団ドウーム・ナイツ。

　天上院襲しゆう撃げきなどという狂気の業わざをやってのけたのは、彼等だった。

　地上の都市と同様、天上院は対妖獣ドウーム結界〝神の盾アイギス〟によって守られている。妖獣ドウームが天上院を襲撃することは、本来不可能なはずなのだが、妖獣ドウームを操る術を持っているという彼等は、どういった手段でか大量の妖獣ドウームを〝神の盾アイギス〟の内側へと侵入させることに成功したのだった。

　根源魔法をそれなりに使えるようになったひなたにとっても、十匹以上ものドラゴンが頭上を舞い、そこかしこから爆発音やら妖獣ドウームの咆ほう吼こうが聞こえてくる現状は、たまらなく恐ろしかった。

　だが、真に恐ろしいのは妖獣騎士ドウーム・ナイトだと、観み星ほしは言っていた。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトの強さは救済者セイバーにも匹敵する。救済者セイバーに実力的に満たない候補生レベルでは、歯が立たないという。

　実際、ひなたと観星の前に立ちはだかった妖獣騎士ドウーム・ナイトの男は、両手にひなたと同じ白い制服を着た救済者セイバー候補生の死体をぶら下げていた。

　劫ごう火かのような赤い髪に、巌いわおのような体たい軀く。返り血に染まった魔ま獣じゆうの如ごとき形相を思い出すと、それだけで身体からだが震ふるえてくる。

　観星は無事だろうか。

　観星は、あの破は壊かいの顕けん現げんのような男とたった一人で戦っているのだ。

　ひなたは、戦えなかった。

　観星が一いつ緒しよに戦うことを許してくれなかった。

　一人で逃げ出すなんて、したくはなかったのに。

　目の前の男に怯おびえ竦すくんでいたひなたは、観星に逃げろと叫ばれて、弾はじかれたように逃げ出してしまったのだった。

「観星おねーちゃん……」

　ひなたが今いるのは、居住区画のどこかだった。

　無我夢中で逃げるうちに、自分の現在地すら見失ってしまっていた。

「おねーちゃんを、助けないと……」

　狭い路地の物陰に身を潜ひそめていたひなたは、汗ばんだ手で制服の胸元を握りしめて、立ち上がった。

　ひなたが戦いの場に戻ることを、観星は喜びも許しもしないだろう。だが、観星があの危険すぎる男と一人で戦っていると思うと、居ても立ってもいられなかった。

　観星が敗まける姿なんて想像できない。けれど、無敵に見えるのは敵も同じだった。

　自分が戻ったところで、たいした力にはなれないかもしれない。根源魔法をそれなりに使えるようになったとはいえ、自分の力があの敵に通じるとは思えない。それでも、引き返さないという選択肢はひなたにはもう考えられないのだった。

──だって、おねーちゃんを盾にして逃げ出して……そんなの、正義の味方じゃないもの！

　ひなたは唇くちびるを嚙かんで隠れていた路地から飛び出した。瞬しゆん間かん、視界の端はしで光が弾けて──なにかが光ったと認識した時には、ひなたは木の葉のように宙を舞っていた。

「……っ！」

　為なす術すべもなく、ひなたは舗道に叩たたきつけられた。

　死んでもおかしくない高さからの墜つい落らくだった。なのにひなたが無事でいられたのは、懐ふところに忍ばせた魔ま器き──『荒ク神サの剣ナギ』のおかげだった。

「──う……あ……っ」

　無事といってもまったくの無傷だったわけじゃない。

　手は左右ともひどく擦すりむいていたし、額から流れ出た血で左目が塞ふさがってしまった。打だ撲ぼくの痛みは全身を支配している。それでも動けないほどじゃない。

　歯を食いしばって顔を上げたひなたは、正面に異形を見た。

　猛もう禽きんの翼つばさを広げた、人面の獅し子し。──スフィンクスだ。

　呪文スペルも術式コードもなしに魔法を操る力を持つ、Ａランクの妖獣ドウーム。

　自分を吹き飛ばしたのはスフィンクスの魔ま攻こう撃げき法ほうだったのだと、ひなたは理解した。

　笑むように眼を細めている巨大な人面を片目で睨にらみつけて、ひなたは立ち上がった。

　恐怖はなかった。

　修行と実戦を伴う任務でひなたはＡランクの妖獣ドウームとは何度も戦っていたし、先だってはドラゴンも倒した。

　スフィンクスももう、ひなたにとっては恐れる相手ではないのだ。

　仮に目の前の敵がスフィンクスより遥はるかに手て強ごわい敵であったとしても、ひなたは絶対に怯ひるまないと心に決めていた。

　観み星ほしに言われたとはいえ、自分一人だけ逃げ出して──ひなたはどうしようもなく後悔した。

　だから、もう決して──どんなに敵が恐ろしくても、怯みはしない。

　ひなたは胸の前でパンと掌てのひらを合わせ、呼吸を整えた。

　そして、自らの血に宿る根源魔法の力を呼び起こそうとしたその時──。

「なーんだ、また白服かー」

　緊きん張ちよう感かんのない声とともに、スフィンクスの陰から人影が二つ、現れた。

　一人は青年だった。眩まばゆいばかりの金色の髪に、精せい緻ちな彫像のような非の打ち所のない美び貌ぼう。異性のみならず同性すら感嘆させてしまいそうな美しい青年だったが、ひなたの意識はもう一人の──少女のほうに奪われていた。

　似ている、と思った。

　彼女に。

　髪型が違っていなかったら、本人かと思ってしまったかもしれない。

　それほどに、目の前の少女は、彼女に──安あん藤どう美み月づきに、よく似ていた。

「白服は弱っちくてつまんないのよねー」

　少女が言う。声も似ていた。

「でも、ま、準備運動にはなるかな」

　少女と美月は、似ていないところを探すのが難しかった。

　体格もほとんど同じだし、髪型も──同じではないが、似てはいた。

　美み月づきが長い髪を頭の片側で束ねていたのに対し、少女は美月と比べると幾分短い髪を、頭の両側で束ねていた。

「ミチル」

　青年が声を発した。

「ボクらの目的は世界霊れい魂こんの在処ありかを突き止めることなんだ。無益な戦せん闘とうは避けるべきだよ」

　穏おだやかな声こわ音ねで、青年は少女を諭さとす。

「いーじゃない。火か辰しんだって目的そっちのけで好き勝手に暴れてるんだし。あたしにもちょっとぐらい暴れさせてよ」

　青年にそう言葉を返すと、少女は手にしていた武器を振りかぶった。

　スフィンクスの陰に隠れていたおかげで棒状の柄つかの部分しか見えておらず、美月のイメージから少女が手にしているのは魔法杖ルーンスタツフだろうと思っていたひなただったが、違った。

　少女が振りかざしたそれは、巨大な鎌かまだった。柄だけで少女の身長を遥はるかに超える長さがあり、刃もそれに見合った大きさがあった。人間相手なら、四、五人をまとめて薙なぎ払うことも可能だろう。

　可か憐れんな容姿に似合わない超重武器に、濃厚な殺気。

──敵……なんだ……。

　ひなたは頭を振って、少女に対する認識を改めた。
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　目の前の少女は、敵だ。妖獣ドウームを率いて天上院を襲おそい、今まさにひなたに殺意を向けている敵なのだ。美み月づきと顔が似ているかどうかは関係ない。

「仕方がないね、ミチルは。どうしても戦うのなら、油断はしちゃいけないよ。白服とはいえ、天上院の人間であることは間違いないんだ。どんな力を持っているかわからない」

　青年が言いながら、スフィンクスの脇わき腹ばらをポンと叩たたいた。

　少女の邪じや魔まをしないように、ということなのだろうか。スフィンクスは数歩後ずさって、待てを命じられた犬のように膝ひざを折った。

「わかってるわよ、レイ。あたしだって、もうコドモじゃないんだから」

「自分で子供じゃないって言ってるうちは、まだまだ子供なんだよ、ミチル」

「いじわる」

　振り返って青年にべーっと舌を出した少女は、ひなたに向き直ると、一歩二歩、前に出た。

「兄様は、見てるの？」

　目はひなたを捉とらえたまま、少女は青年に問う。

「ああ、見てるよ」

「だったら、無ぶ様ざまは見せられないね。レイが怒られちゃうもの。でも、安心して。あたしは、お姉ちゃんとは違うんだから」

　少女の黒々とした大きな瞳ひとみが、虎とらのそれのように縦に切れ上がった。

──同じだ……安あん藤どうさんと……。

　ひなた自身は見たことはないが、美月も戦せん闘とう時じには瞳が虎のように変化すると聞いたことがあった。

　やはり、美月と目の前の少女の間には、なんらかの関係があるのだろうか。

　少女の容姿は、どんな敵が立ちはだかろうと決して怯ひるまないと誓っていたひなたをどうしようもなく戸惑わせ、怯ませた。

　大鎌デスサイズを構えた少女が、虫の羽をもいで喜ぶ子供のような──無邪気で残ざん酷こくな笑みを浮かべて近づいてくる。













　　　一幕　招かれざる過去







　真っ白な部屋だった。

　壁も床も天てん井じようも、すべて白。

　物の一つも置かれていない、その純白の空間に、人影が二つ。

　一人は黒衣の女剣士。もう一人は、着物に似た白い装しよう束ぞくに身を包んだ、緑の髪の少年。

　観み星ほしとマオだ。

　無機質を通り越して病みさえ感じるこの部屋は、マオの屋や敷しきの一室だった。

「──以上が、今回の襲しゆう撃げきによる被害です」

　観星からの報告を目を閉じ黙だまって聞いていたマオは、観星の言葉が終わると、ゆっくりと目を開き、左右で色の異なる──金と銀の瞳ひとみを曝さらした。そして、か細いため息をつく。

　死亡者十七名。建造物の損そん壊かい多数。

　救済者セイバー免許の所持者に死者が出なかったことと、天てん上じよう院いんの中枢たる『アニマ』への損壊が軽微で済んだのが、不幸中の幸いといったところか。

「ひなたさんは？」

「無事です。妖獣騎士ドウーム・ナイト二人を自力撃退し、さらに私の援護に駆けつけてくれました」

「ひなたさんもあなたも、無事でなによりです。あの火か辰しんを相手に……」

「危ないところでした。ひなちゃんが駆けつけてくれなかったら、どうなっていたことか……。ですが──」

　観星は浅くうつむき、悔しげに拳こぶしを握りしめた。

「ひなちゃんの……聖せい剣けんの存在を、連中に知られてしまいました」

「そうですね……」

　二十人近い救済者セイバー候補生を失ってしまったのも手痛いが、天上院が聖剣たる根源魔ま法ほう使つかいを手に入れていたことが妖獣騎士団ドウーム・ナイツに知られてしまったのは、それ以上に由ゆ々ゆしき事態だった。

　今回の襲撃は、どうやら副団長・火辰の独断によるものだったようだが、天上院が既すでに聖剣を手に入れていると知られた以上、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの攻撃は本格化するだろう。

　──手を打たなければならない。

　マオは再び目を閉じ、苦悩の証あかしとして眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ。

　最強の反人類テロリスト集団──妖獣騎士団ドウーム・ナイツ。

　天上院にとって、彼かれ等らの存在は紛まぎれもなく敵だ。

　救済者セイバーの多くが出払っていたところを不意打たれた今回の襲撃ではいいようにやられてしまったが、天上院の戦力を結集すれば、決して倒せない敵ではない。

　にもかかわらず、天上院がこれまで彼かれ等らの討伐に本格的に乗り出さなかったのは、彼等を生み出したのが、他ほかならぬ天上院だったからだ。

　自分たちが生み出した存在であるからこそ、早急に彼等を討つべきだという声は、当然あった。そうするべきだとマオも思っている。だが、彼等に対する強烈な負い目が、マオに攻こう撃げき命令を躊躇ためらわせ続けてきた。

　今回の襲撃事件は、その結果だ。

　──もうこれ以上、迷うことは許されない。

「観み星ほしさん」

「はい」

「賢人連に招集をかけてください」

　マオは目を開き、金と銀の瞳ひとみに決意の光をたたえて、言った。

「妖獣騎士ドウーム・ナイトの掃討を開始します」
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　芝生しばふの上に敷しかれたレジャー・シートの上に四人分の弁当箱が鎮ちん座ざしていた。

　それを囲んでいるのは、四人。僕と美み月づきと南みなみと愛あい原はらと。

「では、これより、第一回チキチキお弁当コンテストを開催しまーす！」

　僕の向かいに座っている南が、高らかに拳こぶしを突き上げて宣言した。

　中庭で昼飯を食おうってのは当然僕らだけじゃないから、一体何事かと僕らのほうに向けられる視線は一つや二つじゃない。だけど、南は注目なんて意にも介さず、「ひゅーひゅー」と口笛を真似まねた声をあげた。

「ほら、なにボサッとしてるのあんたたち！　拍手して拍手！」

「ぱ、ぱちぱちぱち～」

　南に煽あおられて、僕の左ひだり隣どなりに座っていた愛原が、気恥ずかしげにうつむきつつ消え入りそうな声で拍手した。ちゃんと手も叩たたいてはいるものの、まったく音が出ていない。

　仕方なく、僕も拍手した。

　ただ一人、美月だけが手を叩かずに、付き合ってられるかと言わんばかりの仏ぶつ頂ちよう面づらをあさっての方向に向けている。

「おい、あれって安あん藤どうだよな？」

　僕らの脇わきを通りかかった男子グループの会話が、聞くともなしに耳に入った。

「安藤って、他人と一いつ緒しよにメシ食うような奴やつだったっけ？」

「ああ、あいつら最近よくつるんでるぜ。一緒にメシ食ってるの、よく見かけるな」

「安あん藤どうって、友達いたんだな……」

　僕はよしよしと胸の内で頷うなずいた。

　アンラ・マンユの事件から一ヶ月──美み月づきに対する周囲の目は、確実に変わっていた。

　以前みたいに美月を〝相棒パートナー殺し〟だの〝死神〟だのと呼ぶ声は、ゼロになったわけじゃないものの、ずいぶん減っていた。恐怖や嫌けん悪おの目でじろじろ見られることも少なくなった。中には恐怖や嫌悪どころか、ヒーローを見るような羨せん望ぼうのまなざしを向けてくる奴やつまで出てくるほどだった。

「こら、なに一人だけ他人のフリしてんのよ。美月も拍手して拍手」

「お断りよ、バカバカしい。そもそも、ただ弁当を食べるだけの、どこがコンテストなのよ」

「ただ食べるだけじゃないでしょー？　食べ比べて、誰だれのお弁当が一番美味おいしいか決めるんだから。これはれっきとした勝負よ！　──あ。それとも、なに？　もしかして美月、勝つ自信がないの？　戦う前から戦意喪そう失しつ？　美月ってば意外にヘタレねー」

「……言ってくれるじゃない」

「フフン。まー、料理歴五年のあたしに、ぶきっちょ大だい魔ま王おうの美月が勝てる道理なんてどこにもないものねー」

「……アカネ。あなた、あまり調子に乗ってると、あとで吠ほえ面づらかくわよ」

「うん？　それって、美月、ひょっとして自信あるってこと？」

「当たり前でしょう。……おののくわよ」

「あ……あの、杉すぎ崎さきくん。コーヒー……どうぞ」

　美月と南みなみのやりとりを横目に、愛あい原はらがアイスコーヒーを紙コップに注ついで差し出してくれた。

「ありがとう」

　喉のどが渇いていた僕は、アイスコーヒーを受け取ると一気に飲み干した。

　十月に入ったとはいえ、昼間はまだけっこう暑い。特に僕たちの陣取っている場所はモロに日なただったから、じっとしているだけでも汗ばんでくる。

　アイスコーヒーの冷たさとすっきりした苦みは、残暑で火ほ照てった身体からだをすーっとクールダウンさせてくれた。

「愛原のコーヒーは、いつも美味うまいな」

　そう言った僕に、愛原ははにかんだ笑顔で応こたえた。

　愛原がポットに入れて持ってきているコーヒーは、インスタントじゃなく、愛原自身が豆から淹いれたものだった。美味いって感想はお世せ辞じでもなんでもない。

「おかわり、要りますか？」

「ああ、もらうよ」

　控えめに、でも嬉うれしそうに笑って、愛原が僕の差し出した紙コップにおかわりを注いでくれる。

「じゃあ、誰だれのお弁当からいくか、決めましょうか。……美み月づき、自信があるなら一番手いってみる？」

「私は最後よ。真打ちは最後って決まってるでしょう？」

「相当な自信ねー。でも、あんまり大口叩たたいてると、負けた時に恥かくわよ」

「要らぬ心配ね。私が負けるなんてありえないんだから。するなら自分の心配をなさい」

「言うじゃない。負かし甲斐がいが出てきたわ」

　ふふふ、と不敵に笑い合う美月と南みなみ。

　そんなふたりを二杯目のコーヒー片手に眺めつつ、僕は「うーん」と唸うなった。

「どうかしたんですか、杉すぎ崎さきくん。難しい顔して」

　愛あい原はらが小首を傾かしげて僕の顔を見た。

「ああ、いや……。感かん慨がい深い光景だなと思って」

「あかねと安あん藤どうさんですか？」

「ああ。もうすっかり友達だよな、あのふたり」

「そうですね……」

　美月があんなふうに僕以外の誰かとくだけたやりとりをするなんて、ちょっと前までは考えられなかった光景だ。

　光こう風ふう祭さい、そしてアンラ・マンユの一件を通じて、美月は南・愛原と友達になった。

　面と向かって、美月に「南と愛原は友達だよな？」なんて問えば、美月は躍やつ起きになって否定するだろう。けど、最近は昼休みはいつも一いつ緒しよだったし、僕と美月がコンビを組んで以来、毎日続けている特訓に、南と愛原が参加することもあった。

　互いの呼び方も、いつの間にか変わっていた。最初、南は「安藤さん」、美月にいたっては南を「あの女」呼ばわりだったのに、気づくとお互いに名前で呼び捨て合うようになっていた。

「サツキ、私にもコーヒーをちょうだい」

　美月が愛原に言った。

　愛原のことも、美月は下の名前で呼ぶようになっていた。愛原のほうはまだ「安藤さん」だけれど、愛原の性格を考えると、これは仕方がないだろう。

「はい」

　愛原は微笑ほほえんで、美月の分として用意していた紙コップにアイスコーヒーを注ついだ。ガムシロップとミルクを二個ずつ入れるのも忘れない。

「甘くしないと飲めないなんて、お子ちゃまよねー」

「そういうアカネだって、ミルク入れてるじゃない」

「あたしはミルクだけで、ガムシロは入れないもの。立派な大人よ」

　フフン、と南が胸を張る。

「……なら、ブラック派の僕は相当なダンディということに」

「それじゃあ早速、一番手からご開帳といきましょうか！」

「スルーかよ！」

「エントリーナンバー１、南みなみあかね、いっきまーす！」

　僕のツッコミをさらに華か麗れいにスルーして、南が自分の弁当箱を開帳した。

　現れたのは、オーソドックスな、だけど彩いろどり豊かな、弁当の見本のような弁当だった。

　一口ハンバーグに玉子焼きに俵たわら型がたのコロッケ。塩しお茹ゆでされた緑黄色野菜に、ひじきの煮物。そして、色とりどりのおにぎり。

「手堅い布陣だな……」

「王道直球勝負があたしのポリシーだもの」

　母親を亡なくして以来、家事の一切を任されてきた南の料理の腕前は、ベテラン主婦レベルだ。僕も料理には自信のあるほうだけど……南に勝つのは、簡単じゃない。

「なによ、いつもと同じじゃない」

　そう言った美み月づきに、南はチッチッチッと人差し指を振ってみせた。

「まあ、とにかく食べてみてよ。ちなみにコロッケはカレーコロッケよ」

「……よし」

　南の弁当は想定どおりに美味おいしかった。……いや、想定以上か。認めないわけにはいかない。

「これは……たしかに、いつもと違うな」

　ハンバーグはいつも以上にジューシーだし、コロッケは揚げてから結構な時間が経たっているはずなのに、まるで揚げたてみたいにコロモがサクサクしていた。中のカレーがまた、コクがあって美味うまい。

「どう？　あたしの本気は」

「悔しいけど……美味しいわね」

　美月が唸うなった。

「ふふん、そうでしょうともそうでしょうとも」

「このハンバーグ、ひょっとしてけっこういい肉使ったりしてるのか？」

「ううん。食材はいつもと同じだよ。ただ、いつもより一手間多くかけただけ」

「一手間で、こうも変わるものなのか……」

　さすがは南。弁当対決なんてただの遊びのつもりだったけど……これは、ちょっと燃えてきた。

「二番手は誰だれがいく？」

「……よし、僕がいこう」

　美月からも愛あい原はらからも異論は上がらなかった。

　袖そでを捲まくって、僕は自分の弁当箱を開けた。

「杉すぎ崎さきのは……唐から揚あげに玉子焼きにナポリタンに……豆ごはんかー。どれどれ……」

　南みなみが唐から揚あげを一つ、口に放り込んだ。

「おおー、これは……よく味が染しみてるね」

「だろ？」

　唐揚げは一晩じっくりタレに漬け込んだ自信作だ。二度揚げで旨うま味みをしっかり閉じこめつつ、コロモが硬くならないようにもしてある。

「玉子焼きは、中に明めん太たい子こが入ってるんですね。おいしいです」

　と、これは愛あい原はら。

「美み月づきは、どうだ？」

「……まあまあじゃない？」

　イマイチっぽい返答ながらも、美月の箸はしと口はノンストップで動いていた。どうやら、美月はナポリタンが気に入ったみたいだ。

　ナポリタンも僕の得意料理の一つだった。ひなたが大好きで……ひなたがいた頃ころはしょっちゅう作らされていた。

「やってくれるじゃない、杉すぎ崎さき」

「負けるのは好きじゃないからな」

　にやりと笑みを送ってきた南に、僕も同じ笑みを返した。

「次は、サツキの番ね」

　美月が言った。

　美月がトリってのは、確定事項らしい。

「は、はい。……で、では、僭せん越えつながら……」

　愛原が緊きん張ちようの面おも持もちで、ネコのイラスト入りの可か愛わいらしい弁当箱を開けた。

「これは……」

　南の弁当は何度も食べたことがあったけれど、愛原の手作り弁当を見るのは今日が初めてだった。

　愛原がどんな弁当を作るのか、愛原の料理の腕がいかほどのものなのか。まったくの未知数で、だからこそ一番楽しみでもあったわけだけど……これは──。

「タコ焼き……だよな。どう見ても……」

「タコ焼き……ね。どう見ても……」

　どう見てもタコ焼きにしか見えない愛原の弁当を前に、僕と美月は眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで唸うなった。ただ一人、愛原と付き合いの長い南だけは、「へえー、今日はタコ焼き型かあ」と、別段驚おどろいた様子もなく、箸はしを伸ばしていた。……タコ焼き型？

「……まあ、いいや。とりあえず、いただきます」

　タコ焼きを弁当にしちゃいけないなんて決まりはどこにもないし、『弁当がタコ焼き』じゃなく『昼食がタコ焼き』と考えればなんの違和感もない。

　僕はソースと青のりが特にたっぷりかかっている一個を口に放り込み──。

「ぶーっ！」

　噴いた。

「ちょっとヤダ、杉すぎ崎さき」

「汚いわよ、セーヤ」

　南みなみと美み月づきに顔を顰しかめられる。

「なんだよ、これ！」

　不味まずかったわけじゃない。ただ、想像していたのとあまりにも違う味に舌が驚おどろいてしまったのだ。

「甘いじゃないか！」

「バカね。タコ焼きが甘いなんて、そんなことあるわけ──」

　僕に疑いのまなざしを向けつつタコ焼きを頰ほお張ばった美月が、数秒後、驚きと戸惑いの入り交じった複雑な顔になった。

「──甘い……」

「だろ？」

「甘くて当然じゃない」

　南がタコ焼き（？）を箸はしでつまんで持ち上げつつ、言った。

「だってこれ、シュークリームだもの」

「シュークリーム？」

「そ。もう一回、食べてみてよ」

　僕は南に言われるまま二個目に箸を伸ばした。

　見た目のイメージに惑わされるな、と自分に言い聞かせつつ、咀そ嚼しやくする。

「……たしかに、シュークリームだ」

　上にかかってるのは、ソースじゃない。チョコレートだ。

「この青のりは？」

　美月が指でつまみ上げたタコ焼き……じゃなくシュークリームをしげしげと眺めつつ、愛あい原はらに訊きいた。

「それは、砕いたピスタチオです」

「なら、こっちの紅ショウガは……ドライフルーツかなにかか？」

「はい。ドライストロベリーです」

「なるほど……」

　なかなかに芸が細かい。

「これ、全部愛原が作ったのか？」

「は、はい……あ、あの……お、おいしくありませんでしたか……？」

　愛あい原はらが今にも泣き出しそうな顔で訊きいてくる。

「いや、十分美味うまかったよ」

　噴いてはしまったけれど、あれは見た目のイメージと味のギャップに驚おどろいただけであって、愛原作のタコ焼き型シュークリームは、お世せ辞じでもなんでもなく、美味かった。

「それに、度肝も抜かれたし」

「皐さ月つきって、昔っからこういう変わり種のお菓子が好きなのよ。あちこち食べ歩いてるうちに自分でも作るようになって」

「あかねみたいに、ちゃんとしたお弁当が作れればよかったんですけど……私、普通のお料理はほとんどできなくって……」

「いやいや、これだってたいした物だよ。グッジョブ」

　心底申し訳なさげな愛原に、僕はグッと親指を立ててみせた。

　なんとなく、愛原は料理上手そうなイメージがあったからいろんな意味で驚かされはしたけれど、これはこれで、全然アリだ。個性的だし、なにより楽しい。

「最後は、美み月づきね」

「目に物を見せてあげるわ」

　ふふっ、と自信の漲みなぎった笑みを浮かべて、美月は自分の弁当箱に──弁当箱を包む布に手をかけた。

「ねえ、杉すぎ崎さき」

　南みなみが小声で僕を呼んだ。

（美月って、ホントに料理できるの？）

　声には出さず、目だけでそう尋ねてくる。

　僕は首を横に振って答えた。

　美月は戦い以外のことは、本当にからっきしだ。ぶきっちょっぷりは、ひなたに勝るとも劣らない。そんな美月が一体、なにを作ってきたのか──楽しみを通り越して、ただただ不安だった。せめて食べられる物でありますようにと祈らずにはいられない。

　布が解かれて、美月の弁当箱が曝さらされる。可か愛わいげのかけらもない、半透明のポリ容器だった。質実剛健というかおおざっぱというか……。

「美月はサンドイッチで勝負かー」

　南が言った。美月はまだ蓋ふたを開けていなかったけれど、器が半透明だから中身は透けて見えていた。

「なるほど……考えたな」

　サンドイッチは決して奥の浅い料理じゃない。本当に美味おいしいサンドイッチを作ろうと思ったら、手間と工夫が必要になる。とはいえ、基本は具をパンで挟むだけだから、料理経験絶無の美月にだって作れる。

「で、なにサンドにしたんだ？」

　僕の問いに、美み月づきはポリ容器の蓋ふたを開け放ちつつ、こう答えた。

「こしあんサンドよ」

　勝ち誇った笑みで僕らを見回す。

「……」

「……」

「……」

「……何で三人揃そろって固まるのよ？」

　美月は険しい目をして、鷲わし摑づかみにしたこしあんサンドを僕の鼻先に突きつけてきた。パンよりも厚く挟まれた、たっぷりのこしあんに視界を塞ふさがれる。……見ているだけで胸焼けしてきそうだ。

「世界一美味おいしいサンドイッチよ。さあ、食べなさい」

　美月にとってこしあんは世界一美味しい食べ物。故ゆえにこしあんサンドはすべからく世界一美味しいサンドイッチである──ということらしい。

　まあ、サンドイッチなんてなにを挟んだっていいわけだし、あんこを具にしたサンドイッチなんてそう珍めずらしくもない食べ物だろうけど……美月のこしあん原理主義者っぷりには、驚おどろきも呆あきれも通り越して、もう感心するしかなかった。

「……とりあえず、いただくよ」

　美月作のこしあんサンドは、別に不味まずくはなかった。パンでこしあんを挟んだだけだから、そうそう不味くなるはずもない。ただ、甘かった。これ一枚で糖尿病になるんじゃないかって勢いで、甘かった。一体、どれだけ砂糖を入れたのか……。

「うえ……っぷ」

　なんとか一枚食べきった時には、愛あい原はらが持ってきてくれたコーヒーがすっかりなくなっていた。

「し、しばらく甘い物は勘かん弁べんって感じ……」

「わ、私もさすがに……」

　僕より甘い物に強いはずの南みなみと愛原でさえも、青い顔をしていた。

「私の勝ちね……もぐもぐ」

　余裕の表情でこしあんサンドを頰ほお張ばる美月。

　僕らの顔色を見てなんで勝ったと思えるのかまったく理解不能だが、甘さのせいで舌が麻ま痺ひして、つっこむにつっこめなかった。

「そ、それじゃあ優勝を決めまひょうか」

　そう言った南も、舌が回っていなかった。

　優勝は投票で決められることになった。各おの々おの、投票用紙（といっても、ただのノートの切れ端はしだけど）に、一番美味おいしいと思った弁当の製作者の名前を書いて、集計人（僕だ）に渡すのだ。ルールとしては、自分に投票するのはナシってのがある。

　結果──。

　南みなみ二票、愛あい原はら一票、僕が一票で、第一回お弁当コンテストの勝者は南ということになった。

　僕は愛原に入れた。弁当としては邪道だろうと思う。でも、タコ焼きにしか見えないシュークリームってのは面おも白しろかったし、そんな物を作れてしまう愛原の手腕は投票に値すると思ったのだ。

「私が負けるって、一票も入らないって、どういうことよ……」

　美み月づきが露ろ骨こつにむくれた顔でぶつくさ言っていたけれど、僕は聞こえないフリをした。触らぬ神になんとやらだ。

「そういえばさー」

　空になった弁当箱をしまいながら、南が話題を改めた。

「すごい編入生の話、聞いた？」

「すごい編入生？」

「先週、剣士科の一年に編入してきた女の子なんだけどね、この子がすごいらしいのよ」

「強いってことか？」

　そう、と南は頷うなずいた。

「その子ね、剣術の授業で、なんと石いし神がみ先生から一本取っちゃったっていうのよ」

「そりゃ、すごいな……」

　石神の本来の武器は剣じゃなく、拳こぶしだ。とはいえ、剣が下手へたなのかというとまったくそんなことはない。剣を使わせても石神の実力は十分、一流だ。僕じゃあ多分、何度試し合あったところでただの一本も取れないだろう。

　アンラ・マンユの時の後遺症で石神がまだ本調子じゃなかったのだとしても、その一年女子は本当にたいしたものだ。

「それで、その子、すごいところがもう一つあってね。……すっごい美少女らしいのよ」

「へえ」

　強くて美少女なんて、まるで美月みたいだな……と思いつつ隣となりを見た僕は、

「納得いかないわ……次は……見てらっしゃい……」

　世の中全部を憎むような暗い目をしてぶつぶつ呟つぶやいている我が相棒パートナーの姿に、これは一いつ緒しよにしたらその一年女子に失礼かなと思い直した。

「何歳なんだ、その子？」

「さあ……美少女って話だから、まだ十代だとは思うけど」

　獣殺士学校スレイヤー・スクールは二十歳を超えてから入学してくる人も少なくない。下級生のほうが年上なんてことは、ザラだった。

「たぶん……私たちより、一つか二つ下……じゃないかと思います」

　そう言ったのは、愛あい原はらだ。

「愛原は、その子に会ったことがあるのか？」

「いえ……会ったというか、ちょうど今朝、遠巻きに見かけただけなんですけど……」

「よく、その子だってわかったな」

「みんな、足を止めて噂うわさしてたんです。あの子が石いし神がみ先生から一本取った子だって」

「なるほど」

　僕が知らなかっただけで、どうやらその少女は早くも学園の有名人になりつつあるらしい。

「……しかし、僕らより一つか二つ下ってことは、十四、五歳ってとこか……。その若さで石神から一本取れるなんて、一体どういう素す性じようの子なんだろうな……」

　妖獣騎士ドウーム・ナイトですら圧倒してみせた石神の強さは、子供の頃ころからとある高名な武芸家に鍛きたえられて得たものだと、石神本人が言っていた。その一年女子もやっぱり、小さい頃から達人に鍛えられたりしていたのだろうか。

「で、どう？　その子、噂どおり可か愛わいかった？」

「うん……」

　愛原は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「どうしたんだ？　可愛いのは可愛いけど、噂ほどじゃなかったとか？」

「いえ……とても可愛い子だと思いました。でも、それ以上に驚おどろいてしまったことがあって……」

　愛原は言い淀よどむと、窺うかがうように美み月づきを一いち瞥べつして、それから続きを口にした。

「その子……安あん藤どうさんにとてもよく似ていたんです……」

「美月に？」

　横目で美月を見た僕は、思いがけず息を吞のむはめになった。

　美月が、ひどく──怖い目をしていたから。

　さっきまでの、ただ機き嫌げんの悪い目とは違う。仇きゆう敵てきとまみえたような、敵意と殺意の炎をたぎらせた──本気で怖おそろしい目だ。

「その女子の名前は、なんて言うの？」

　美月が低い声で愛原に問うた。

「えっと……たしか、火か鳥とりミチルさん……だったと思います。火の鳥と書いて火鳥で、下の名前はカタカナで、ミチル」

「ミチル……」

　愛原が教えてくれたその名前を、美月は嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「知ってる名前なのか？」

　美月は頷いた。

「私に似ていて、ミチルって名前ならその女は間違いなく──」

「美み月づき……？」

　言葉を途中で止めた美月は、見開いた目を正面に向けていた。

　美月の向かいに座っているのは愛あい原はらだ。でも、美月が見ているのは愛原じゃなく、その後ろだった。

　美月の視線を追いかけた僕は、そこに美月を見た。

　──いや、美月じゃない。

　だけど、一いつ瞬しゆん、そこに美月が立っていると錯さつ覚かくするぐらいに、その少女は美月によく似ていた。

「火か鳥とり……ミチル……？」

　件くだんの少女が、そこにいた。愛原の少し後ろに立ち、僕らを見下ろしている。その傍かたわらにはツレらしい男子生徒の姿もあったけれど、少女に目を奪われていたおかげでほとんど目に入らなかった。

　一体、なぜ彼女がここにいるのか。そもそも彼女は一体、何者なのか。美月との関係は？

　突然の事態にパニックになった僕の頭をさらに引っ搔かき回すように、少女──火鳥ミチルは、黒く大きな瞳ひとみに美月を映して、こう言ったのだった。

「久しぶりね、お姉ちゃん」




　扉を開けて屋上に出ると、やけに赤い夕ゆう陽ひが目に染しみた。

　放課後。

　僕は美月を伴って──というより、美月に付き合う形で、火鳥ミチルの呼び出しに応じていた。

　あの後──突然に僕らの前に現れ、唐突に美月をお姉ちゃんと呼んだ女生徒──火鳥ミチルは、放課後、Ａ校舎の屋上に来るよう美月に言うと、ツレらしい男子生徒ともども、さっさと去ってしまったのだった。

　火鳥ミチル──彼女の素す性じようは、未いまだ不明だった。

　美月に顔が似ていて、美月をお姉ちゃんと呼んだ。以上の二点から導き出される答えは限定されている。けれど、僕はまだそれを美月に確認していなかった。

　もちろん、訊きいてみようとは何度も思ったし、訊けば答えてもらえたかもしれない。なのに訊かなかったのは、美月のほうから話してくれるのを待ちたかったからだ。

　同じように思ったのか、南みなみと愛原も美月になにも訊たずねようとはしなかった。

　呼び出しに同行するかどうかは、かなり悩んだ。少なくとも、火鳥ミチルは美月に相棒パートナーも連れてこいとは言わなかったし、美月も僕に一いつ緒しよに来てくれとは言わなかった。それに、美月が自分から話してくれるのを待つと決めておきながら、呼び出しに勝手に同行するなんて、そもそも矛盾している。

　だけど、無む性しように嫌いやな予感がして──美み月づきを一人で行かせちゃいけない気がして──僕は階段の踊り場で美月を待ち伏せたのだった。

　僕が待ち伏せていることは予想済みだったのか、美月は特に驚おどろきもせず──ただ、困ったようにため息をついただけで、ついてくるなとは言わなかった。

　屋上には一つの人影もなくて、僕たちはなにを話すでもするでもなく、ただ暑気の中に佇たたずんで火か鳥とりミチルの到着を待った。

　でも、五分待っても十分待っても火鳥ミチルは現れず──。

「いつまでも、暑いなー」

　沈ちん黙もくに耐えられなくなった僕は、独り言っぽく言って、横目で美月を見た。

　腕組みしてフェンスに寄りかかっている美月は、無言のまま、僕のほうを見ようともしなかった。そもそも僕の声が耳に入っていたのかどうか……。

──火鳥ミチル……か……。

　先週、この学園に編入してきたという美月によく似た少女。顔だけじゃなく、学生離ばなれした強さを持っているという点も、美月に似ている。

　彼女が、僕のまだ知らない──美月の──安あん藤どう美月という人間の深い部分に関かかわる存在なんだろうってことは、想像に難かたくなかった。

　そして、美月の様子からするに、火鳥ミチルは美月にとって再会を喜ぶべき存在じゃないんだろう。

　僕は腰の剣帯に差した長剣ロングソードの柄つかを親指で撫なでた。授業で使う刃を潰つぶした練習用の剣じゃない。実戦用の──真剣だ。

──問答無用で攻こう撃げきされる可能性だってあるんだよな……。

　あるいは、火鳥ミチルは僕らを奇き襲しゆうできる場所に潜ひそんでいて、次の瞬しゆん間かんにも仕掛けてくるかもしれない……。

──もっと、ちゃんと集中しておくか……。

　集中……。

　集中……。

　目を閉じて、心の中で繰くり返す。

　と──。

「セーヤ」

　美月が不意に僕の名前を呼んだ。

　目を開けて首を動かすと、美月と目が合った。

「……話しておくわ。あの子のこと」

「火鳥ミチルのこと……だよな？」

　美み月づきは頷うなずいた。

「あの子は……私の妹よ」

　苦しげにも悲しげにも見える顔で、美月は言った。

「やっぱり、そうか。……じゃあ、あの子も美月と同じ……？」

「そう、ルドラよ」

　美月は天上院の生体兵器──ルドラの一人だ。胎児に妖獣ドウーム細胞を移植することによって作り出されるルドラは、人間離ばなれした身体能力と並外れた魔ま法ほうの才能を持つ。

　火か鳥とりミチルもルドラだっていうのなら、石いし神がみ相手に一本取れたとしてもなんら不思議じゃなかった。

「姉妹……なのに姓が違うのは、なんでなんだ？」

「私たちルドラの姓は、一人一人、親の姓を無視してつけられるの」

「兄弟でも姓はバラバラになるってことか？」

　美月は頷いた。

「なら、別に偽ぎ名めいってわけじゃないんだな」

「ええ」

「美月の妹……か……」

　美月にも家族がいる。それは決して驚おどろくようなことじゃないはずなのに、僕は意外に思わずにはいられなかった。なんとなく、美月には天てん涯がい孤こ独どくのイメージがあったから。

「もう何年も会ってなかったのか？」

「ええ……三年ぶりにあの子の顔を見たわ」

「その間、連絡は？」

　美月は首を横に振った。

「三年間、連絡も取ってなかった妹が、なんでここに……？」

「そんなの、お姉ちゃんを連れ戻すために決まってるじゃない」

　僕の問いに答えたのは、美月の声によく似た──だけど、別の声だった。

　美月と揃そろって声のしたほうに顔を向けた僕は、屋上の出入り口の前に夕ゆう陽ひを纏まとって立つ、一人の少女の姿を見た。

　美月と同じ制服に身を包み、腰には剣。長剣だ。

　ツインテール……とでもいうのだろうか。頭の両側で束ねられた髪が、ちょっと前から吹きはじめた風に淡く揺れている。

「ミチル……」

　苦しげに少女の名前を呟つぶやいた美月の手には、ほんの今までフェンスに立て掛けてあった魔法杖ルーンスタツフが、しっかりと握られていた。

　対するミチルは、身構える素振りも見せず──無防備に歩み寄ってくる。

　相手がいくら無防備といっても、美み月づきが身構えている以上、僕も油断するわけにはいかない。

　僕は長剣の柄つかに指先を添えつつ、ミチルの顔に注目した。

　……やっぱり、よく似ている。

　一卵性の双生児みたいに瓜うり二ふたつ……ってほどじゃない。むしろ、顔のパーツの一つ一つを取ってみれば、似ていない箇所だってけっこうある。……なのに、全体の印象はやっぱりそっくりだった。年が下の分、美月よりもいくらか幼くは見えるけど、髪型を同じにして少し離はなれた距きよ離りから見たら、美月の顔を見慣れている僕でも区別がつかないだろう。

「あんまりジロジロ見ないでくれる？　虫ケラくん」

　ミチルが大きくて黒々とした瞳ひとみを僕に向けて、言った。

「それは、僕のことか？」

「そうよ」

　まったく悪びれもせずに肯定されてしまう。

「僕は虫ケラなんかじゃない」

「なら、虫ケラ以下？」

「違う。僕はれっきとした人間だ。名前は杉すぎ崎さき──」

「虫ケラの自己主張なんて聞きたくないわ。今すぐ消えて」

　ハエを追い払うみたいに、ミチルはしっしっと手を振った。

「そういうわけにはいかない。僕は美月の相棒パートナーなんだ。相棒パートナーを、危険のあるかもしれない相手とふたりっきりになんてできない」

「そう……」

　ミチルの手が腰の長剣に触れた。

「なら──消してあげる」

　そして、瞳がスッと──縦に切れ上がった。

　それは、虎とらの目──ルドラにとっての殺意の証あかしだ。

　僕は咄とつ嗟さに長剣を抜き──抜いた時にはもう、ミチルの姿は僕の視界から完全に消えていた。

──後ろ！

　振り返る最中、甲かん高だかい金属音が鼓膜に突き刺さった。

　ミチルの長剣が、僕の──文字どおり、目と鼻の先にあった。

　美月が魔法杖を盾にして食い止めてくれていなかったら、僕は確実に死んでいた。

「邪じや魔ましないで、お姉ちゃん」

　美月はミチルの長剣を押し返そうと、歯を食いしばって魔法杖を握る手に力を込めている。なのにミチルの長剣はビクともしない。そして、ミチルには──ミチルの顔には、力んでいる様子はかけらもなかった。

　それは──認めたくないけれど、ミチルの力が美月に勝っている証拠に他ほかならない。

（セーヤ、逃げて）

　美み月づきが歯を軋きしませながら、目でそう訴えてきた。額には早くも脂汗が滲にじんでいる。

──どうする？

　美月が力負けするような相手に僕がかなうはずがない。それに、ミチルの攻こう撃げき対象は美月じゃなく、僕だ。僕がこの場から立ち去れば、ミチルは刃を収めるかもしれない。

　戦うか、逃げるか。

　逡しゆん巡じゆんの末に僕が出した答えは、前者だった。

　問答無用で斬きりかかってくるような相手と美月をふたりっきりにするなんて、やっぱりできない。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　ポン、と誰だれかに肩を叩たたかれたのは、〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱え終えて長剣を構えた瞬しゆん間かんだった。

「うわあっ！」

　驚おどろきのあまり、僕は悲鳴をあげながら背後に向かって長剣を振り下ろしていた。

　その、反射だけで繰くり出した──無ぶ様ざまだけど躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもない斬ざん撃げきは、振り抜かれることなく、途中でピタリと止まった。止められた。

　止めたのは、三本の指。

　背後から僕の肩を叩いたそいつは、僕の斬撃を──騎士鋼アロンダイト製の重厚な刃を、右手の親指から中指までの三本の指だけで受け止めてしまったのだった。

「いい反射神経をしているね。力もある」

　そいつはそう言うと、優しげな顔に穏おだやかな笑みを浮かべた。

　見覚えのある顔じゃなかった。だけど、僕と同じ制服を着ているから、ウチの学園生であることは間違いない。

　目立つ容姿の持ち主だった。

　女性が羨うらやみそうな白い肌に、些さ細さいな歪ゆがみも崩れもなく整った顔。そして、仄ほのかに輝かがやいて見える金色の髪。

「誰……だ──!?」

「ボクはレイ。レイ・サージェント。昼休みに会ったけど、名乗るのはこれが初めてだね」

　──そうか。思い出した。

　こいつはあの時──ミチルの隣となりにいた男子生徒だ。

　あの時は、美月にそっくりなミチルの顔に目を奪われて、ツレのほうはまともに見ていなかったけれど──たしかに、あの時ミチルの隣にいた男子生徒は、金髪だった。

「火か鳥とりミチルの、相棒パートナーか」

　レイと名乗った目の前の男子生徒は、左手に魔法杖を持っていた。

「そうだよ。──杉すぎ崎さき星せい也やくん」

　レイが頷うなずいて長剣から指を離はなすと、僕は転ぶ勢いでたたらを踏ふんだ。自分でも気づかないうちに腕に思いっきり力を込めていたらしい。

　僕は慌てて剣を構え直して、改めて目の前の男子生徒──レイを睨にらんだ。

　ミチルの相棒パートナーで魔法杖を持っているってことは、レイは魔法使いだ。魔法使いが〝荒神スサノオ〟使用中の剣士に腕力で勝ることなんて、普通はありえない。だけど、レイは僕の全力の斬ざん撃げきを指だけで受け止めてみせた。ということは──。

「あんたも、ルドラか」

　レイは穏おだやかな表情のまま頷くと、

「身構えなくてもいいよ。戦うつもりはないから」

　表情と同じ穏やかな声で言って、敵意のないことを示すように両腕を広げてみせた。

　──たしかに、レイからは敵意のかけらも感じられない。瞳ひとみの形状も変化していない。

　だけど、構えを解くわけにはいかなかった。いくらレイに敵意がなくても、彼の相棒パートナーであるミチルは問答無用で攻撃してきたのだ。

　レイは少し困ったような顔で笑い、肩を竦すくめると、すっと息を吸い込み──。

「ミチル！　やめろ！」

　優しげな顔と細い身体からだに似合わない大だい音おん声じようを響ひびかせた。

　その、衝しよう撃げきすら感じる凄すさまじい声量に押されて、僕はよろよろと数歩後じさった。身構えていなかったら、間違いなく尻しり餅もちをついていただろう。

「だって、レイ！　その虫ケラが、虫ケラのくせにお姉ちゃんの相棒パートナーだなんて言うから──！」

「ミチル」

　悲鳴じみた声で反論してきたミチルに、レイは今度は親が子供を諭さとすような口調で言った。

「約束しただろう？　この学園にいる間は誰だれも傷つけないって」

「でも……」

「ミチル。ボクは君との約束は決して破らない。だからミチルも、ボクとの約束を守ってほしい」

「レイ……うん」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じではあったけれど、ミチルは美み月づきの魔法杖とかち合わせていた長剣を引いて、鞘さやに収めた。

「ミチル、こっちに」

「うん」

　レイの手招きに頷いたミチルは、僕を横目で睨みつつ目の前を横切って、相棒パートナーの隣となりに立った。

　僕は長剣を構えたまま、美月の隣に立った。そして、互いに怪け我がのないことをアイコンタクトで確認し合う。

「久しぶりだね、美月」

　親しい友人か恋人に語りかけるように、レイが言った。

「レイ……あなたまで、どうして……」

「お姉ちゃんのためよ」

　レイじゃなく、ミチルが答えた。

「お姉ちゃん、あたしたちと一いつ緒しよに帰ろう？　兄様だって、きっと許してくれるよ」

「ミチル……私が兄さんの下に戻ることは、絶対にありえないの。言ったでしょう？　私にとって兄さんは……いいえ、あの男はもう、兄なんかじゃない。倒すべき敵だって」

　倒すべき、敵。

　命と引き換えにしてでも倒さなくてはならない敵がいると、美み月づきは言っていた。

　美月が天上院を目指しているのも、そいつを倒す力を手に入れるためだ。

　その、美月の言う敵が一体、何者なのか──僕はまだ、知らなかった。美月が自分から話してくれるのを待って、訊きいていなかった。

──兄貴……だったのか。美月の敵は……。

　詳しく聞きたい気持ちを押し殺して、僕は剣を握り直した。

　レイは端はなから敵意を感じないし、ミチルも剣を収めている。でも、まだ油断はできない。

「なんで!?　お姉ちゃんは憎くないの!?　姉様を裏切ったこの世界が！　人間が！」

「私が憎いのは、世界でも人間でもない。姉さんの守ろうとしたものを壊こわそうとする、あの男よ」

　美月は魔法杖の先を妹に向けると、

「あなたもよ、ミチル。以前にも言ったわね。あの男の下で戦い続けるのなら、あなただって……容よう赦しやしないって」

　自分の言葉が噓うそじゃないことを証明するように、虎とらの目を赫かがやかせた。

「お姉ちゃん……」

「決意に揺らぎはないみたいだね。さすがは美月だ」

　悲しげな声を出したミチルの隣となりで、レイがやわらかく微笑ほほえんだ。

「レイ……あなたまで、どうして……」

「ボクたちがこの学園に編入してきた理由を問うているのなら、答えは二つあるよ。一つはもうミチルが言ったね」

　美月を連れ戻す……か。

「もう一つは……経験してみたかったんだ。学園生活ってやつを。嵐あらしがくる前に、ね」

「レイ……？」

「ここに来て、まだ一週間にもならないけど……いいところだね、ここは。美月はこの場所が好きかい？」

　レイのほうからの問いに、美月は横目で一いつ瞬しゆん僕を見て、答えた。

「……それなりにね」

　美み月づきの答えに、レイはにっこりと──嬉うれしそうに笑った。そして、言う。

「安心していいよ、美月。ボクもミチルも、この学園で揉もめ事を起こすつもりはないから」

　そう言ったレイの隣となりで、ミチルは露ろ骨こつに不満な顔をした。

「そうだね、ミチル」

　レイの白くて綺き麗れいな手がミチルの頭にポンと載った。

　ミチルは、無言。

　だけど、「ミチル」、レイにもう一度名前を呼ばれると、ミチルは不満顔のままではあったものの、小さく頷うなずいた。

　今までのやりとりから見るに、どうやらミチルはレイには逆らえないらしい。

「セーヤ」

　呼ばれて、僕は横目で美月を見た。

「剣を下ろしていいわ」

　美月はそう言うと、ミチルに向けていた魔法杖を下ろした。

「けど……」

「大だい丈じよう夫ぶだから」

「信じてるのか？　あいつの言ってること……」

　美月は頷いた。

「レイは、噓うそは言わないわ」

「……」

　やむなく、僕は剣を下ろした。

　美月はレイを信用しているようだけど、僕にはまだ、レイの言葉を一〇〇％信じることはできなかった。

　できるはずがない。なにしろ僕は彼のことをまだなにも知らないんだ。

　温厚で優しげな人物に見えても、彼だってルドラなんだ。彼がその気になったら、僕なんて一いつ瞬しゆんで挽ひき肉にくに変えられる。

　ミチルにいたっては、もっと油断ならない。

「それじゃあ、ボクらはいくよ。……ああ、そうだ、杉すぎ崎さきくん」

　ミチルの頭から手を離はなして踵きびすを返したレイは、顔だけを振り向かせて言った。

「キミのおかげなのかもしれないね。……ありがとう」

「え……？」

　なんで礼を言われたのかさっぱりわからない僕に微笑ほほえみをくれて、レイは歩き出した。

「お姉ちゃん……あたし、諦あきらめないから」

　ミチルはそう言うと、小走りにレイの後を追い──立ち止まって、振り返った。

「あたしは認めないから。あんたみたいな虫ケラがお姉ちゃんの相棒パートナーだなんて、絶対に認めないんだからねっ！」

　そして、焼き殺すような目で僕を睨にらみつけて吐はき捨てると、今度こそ屋上を出ていった。

「美み月づき……」

　僕は強こわ張ばっていた肩から力を抜いて、美月を見た。

　美月は疲れきったように、あるいはなにかを諦あきらめたように深くため息をついて、言った。

「……話すわ。私たち、兄弟のこと……」




「私には、三人、兄弟がいるの。姉と兄と妹と……もちろん全員ルドラよ」

　再びフェンスに寄りかかって、美月は兄弟について語りはじめた。

　僕はそれを、美月の隣となりに腰を下ろして聞いていた。

「名前は、上から順に、優ゆ海み、霞か月づき……そして、一番下がミチルよ」

「ミチルは、いくつ下なんだ？」

　僕の問いに、美月は右手の指を二本立てて答えた。

　二つ下ってことは……ミチルは十四歳か。

「私たち兄弟の中心は、姉さんだった。ううん……私たちだけじゃない。姉さんはルドラみんなの中心だった。みんなが姉さんを慕したってた……」

「優しい人だったんだな」

　美月は悲しげに微笑ほほえんで、頷うなずいた。

「優しくて、強い人だった……」




　美月のお姉さん──優海さんは、ルドラの最高傑作だった。

　身体能力も魔ま法ほうの才能もずば抜けて高く、わずか十歳にして救済者セイバー三人を同時に相手にして、圧倒してしまうほどの戦せん闘とう力りよくを有していたという。

　桁けた違いの強さで天上院の期待を上回る活かつ躍やくを見せた優海さんは、その活躍の見返りとしてルドラの育成方針を変えさせた。

　美月が産まれる以前のルドラは、一人一人──たとえ血を分けた兄弟であろうと別々に育てられていた。

　訓練も別々で、一いつ緒しよに遊んだりすることも、もちろん許されない。

　それは、ルドラ同士が結託して天上院に反旗を翻ひるがえさないようにするための処置だった。

「けど、姉さんがそれを変えたの」

　家族や仲間を大切に思う気持ちは、なによりも人を強くする。それが優海さんの持論だった。

　優海さんは、兄弟が一緒に暮らせるようにしてほしいと訴えて、これを認めさせた。血の繫つながらないルドラ同士でも自由にコミュニケーションを取れるようにもなった。

　優ゆ海みさんのおかげでルドラは兄弟の絆きずなを知り、友情を知ったのだ。

「全部、姉さんのおかげなの。出来損ないだった私が処分されずにすんだのも、兄弟と一いつ緒しよにいられたのも、全部……。親には会えなかったけどね」

　生体兵器とはいえ、ルドラにも両親がいる。だけど、美み月づきは両親の顔も名前も知らないという。美月だけじゃなく、ルドラは全員同じだ。親に関する情報は一切与えられない。優海さんのおかげでルドラの育成方針が変わった後も、それだけは変わらなかった。

「親に会いたいとは、思わなかった。私には姉さんがいたから……。でも、姉さんの任務が増えてあんまり会えなくなったのは、寂しかったな……」

　優海さんに課せられる任務は増える一方で、美月が五歳になる頃ころには、月に一度会えるかどうかといったところだったという。

「休む間もなく、世界中を飛び回らせられて、戦って戦って戦って、傷ついて傷ついて傷ついて……それでも、姉さんは愚ぐ痴ち一つ言わなかった。それどころか、姉さんは誇らしげだった。姉さんは世界を……人間を愛していたから……」

　世界は美しい。人間は美しい。それが、優海さんの口くち癖ぐせだった。

「姉さんの気持ちは、あの頃の私には理解できなかった。今だって同じ。私には、こんな滅びかけの世界が美しいなんて思えない。人間が素晴らしいとも思えない……」

「美月……」

「私は、人間が嫌きらい」

　そう言った美月の声には、単なる嫌けん悪おを超えた──憎しみが込められていた。

「姉さんは人間のために戦った。でも、人間は姉さんを助けてはくれなかった。それどころか、人間は姉さんを裏切って……殺したの！」

　話しているうちに感極まったのか、美月は声を荒げた。

「姉さんが殺されて、みんな理解したの。この世界にも人間にも、自分たちが命を賭かけて守る価値なんかないって」

　みんなってのは、他ほかのルドラたちのことか。

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツ」

　唐突に、美月がその単語を口にした。

　妖獣騎士団ドウーム・ナイツ──それは、最強最悪の反人類テロリスト集団の名称だ。

　その名前がなんでこのタイミングで──という疑問は、次の美月の一言で氷解した。

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツは……全員がルドラよ」

　驚おどろく気持ちもあった。でも、それ以上に僕は納得した。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトの強さは尋常じゃない。僕はその強さを直に味わったことがある。妖獣騎士ドウーム・ナイトがみんな、美月と同じルドラなんだとすれば、あの人間離ばなれした強さも頷うなずける。

「そして、妖獣騎士団ドウーム・ナイツを作った男……団長は……私の兄よ」

「そう……だったのか……」

「姉さんの死が、本当にすべてを変えてしまった……」

　美み月づきのお姉さん──優ゆ海みさんは、ただ死んだんじゃない。人間に裏切られて殺されたのだと美月は言った。そしてそれが、ルドラが天上院から離り反はんし、人類そのものに敵対するまでに至ったきっかけになっている。

　優海さんの身になにが起きたのか、詳細をこっちから訊きくことは憚はばかられた。美月がその時のことを思い出すのも辛つらいと思っているのが伝わってきたから。

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツの目的は、言われているとおり、人類の抹まつ殺さつなのか？」

「……」

　美月からの答えは、すぐには返らなかった。

「……そうよ」

　深呼吸一つ分の間を置いて、美月は頷うなずいた。

「兄さんは……あの男は、本気で世界を壊こわすつもりでいるわ。姉さんが守ろうとした、この世界を……。そんなことしたって、姉さんが喜ぶはず、ないのに……」

「優海さんは……その……最後まで、人間を恨まなかったのか？」

　美月は痛みに耐えるような顔で頷いた。

「人間を恨まないで。世界を守って。……それが、姉さんの最さい期ごの言葉よ。いっそ、恨んでくれればよかったのにって、何度も思ったわ。でも、姉さんは最期まで人間を恨まなかった……」

「……美月は、本当にお姉さんのことが、大好きなんだな……」

　美月が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに与くみしていないのは、お姉さんの遺ゆい言ごんに従っているからだ。もし、お姉さんが人間や世界への怨えん嗟さの言葉を吐はきながら果てたのだとしたら、美月は今いま頃ごろ、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの一員として世界に敵対していたに違いない。

　僕は美月のお姉さんに感謝した。

　美月が今、相棒パートナーとして僕の隣となりにいるのは、美月のお姉さんのおかげだ。お姉さんのおかげで、美月は今ここにいて──僕はまっすぐに目的を見据えてがんばれている。

「出来損ないの私が生きていられるのは、姉さんのおかげだから……」

　それは以前にも聞いた話だった。

　ルドラとしては失敗作だった美月が処分されずにすんだのは、お姉さんが上に懇こん願がんしてくれたおかげだと。

「美月にとって、お姉さんは命の恩人でもあるってことか……」

　美月は頷いた。

「さっきの二人……ミチルと、あのレイって奴やつも、やっぱり妖獣騎士ドウーム・ナイト……なのか？」

「……そうよ」

「……どうするんだ？　美月を仲間に引き入れるのが、あいつらの目的なんだろ？」

「私があの男の下に戻ることは、絶対にないわ」

「それは、わかってる」

　美み月づきが決意や覚悟を覆くつがえす人間じゃないってことは、相棒パートナーである僕が、一番よく知っていた。

「でも、ミチルは絶対に諦あきらめないって……」

「……あの子は、姉さんよりも兄さんよりも、私に一番懐なついていたから……」

「仲、良かったんだな」

　頷うなずいた美月は、ミチルの小さかった頃ころを思い出しているんだろう──優しい目をしていた。

「あの子が物心つく頃には、姉さんも兄さんも任務で忙しくなってて……あの子の面倒は、ずっと私と彼が見てたの」

「彼……？」

「レイよ」

「……あいつか」

　女みたいに綺き麗れいな顔をした、金髪の少年。

　美月の名前を呼ぶ彼の声こわ音ねは、親友か……あるいは恋人みたいに親しげだった。

「あいつは……どんな奴やつなんだ？」

「彼は、天上院にいた頃の……たった一人の、友達よ。出来損ないだった私に、兄弟以外で唯一優しくしてくれたのが、彼だった。ミチルも懐いてて……なにをするのも三人一いつ緒しよだったわ。遊ぶのも、訓練も、食事も、お風ふ呂ろだって……」

「風呂!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまって、僕は自分で自分の口を塞ふさいだ。

「子供の頃の話よ」

「あ、ああ。そうか……そうだよな……」

　なにを考えてるんだ、僕は。

「セーヤだって、同じだったんでしょう？　彼女と」

「彼女って……ひなたのことか？」

　美月は頷いた。

「まあ……そう……だな」

　たしかに僕も、ひなたとどこへ行くにもなにをするのも一緒だった。さすがに、風呂まで一緒だったのは小学校の低学年までだけれど……。

　つまり、美月にとってのあのレイって奴は、僕にとってのひなたと同じ存在ってことか……。

　……なんだか、胸がモヤモヤするな……。

「なに？　セーヤ」

「え？」

「怒ったみたいな顔して」

「……そんな顔してるか？」

「してる」

　頷うなずかれて、僕はバシバシと自分の頰ほおを叩たたいた。

「……別に怒っちゃいないよ。ただ、ちょっと驚おどろいただけだ。美み月づきにも、そんな相手がいたんだなって……。それに──」

「それに？」

「美月にも、子供の頃ころがあったんだなって」

「私だって、生まれた時から〝相棒パートナー殺し〟だったわけじゃないわよ」

「そりゃあ、そうなんだけどさ。子供の美月って、なんだか想像がつかなくて……」

　想像がつかなくても、美月にも子供の頃がたしかにあって──僕にはもう伝聞でしか知りようのない昔の美月のことを、あのレイって奴やつは知り尽くしているんだ。

　そう思うと、ますます胸がモヤモヤした。

「出来損ないで訓練も打ち切られた私に戦い方を教えてくれたのも、レイだった。彼はね、すごいのよ。訓練をはじめてすぐから、まわりがみんな驚く勢いで強くなっていって……七歳の時にはもう、一人でドラゴンを倒しちゃったんだから。それにね、レイは歌も上手うまいの。私が泣いていると、隣となりに座って、私が泣きやむまでずっと歌ってくれて……」

　熱っぽく、美月は幼おさな馴な染じみがいかに素晴らしいかを語った。美月がこんなふうに饒じよう舌ぜつなのは、珍めずらしい。

「姉さんがあんなことになって、みんなが荒れた時だって、レイだけは──」

「……あいつが、美月にとって大事な存在だってことは、よくわかったよ」

　美月の語りを遮さえぎって、僕は言った。

「でも、あいつだって妖獣騎士ドウーム・ナイトなんだろ？　人類の敵なんだろ？」

「それは……」

「揉もめ事は起こさないなんて言ってたけど、妖獣騎士ドウーム・ナイトの言うことなんて信じられない。妖獣騎士ドウーム・ナイトが二人も学園にいるなんて、冗談じゃない」

　──違う。

　言いたいのは、こんなことじゃない。

　美月がミチルをどうするつもりでいるのか。ミチルを逆に説得して妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けさせられないかどうかを、訊きこうと思っていたのに。

「そもそも、美月はあいつを良い奴だって言うけど、それだって昔の話だろ？　たしかに人の良さそうな顔はしてたけど、腹の中はわからないんだ。学園生活を体験してみたかった、だって？　冗談にしたって下手へたすぎる。美月を連れ戻しにきたってのも実は噓うそで、本当は裏切り者の美月を始末しにきたのかも……」

　なのに、僕の口はレイを疑う言葉を吐はき続けた。

「僕らは朧おぼろだって倒してるわけだし……妖獣騎士団ドウーム・ナイツに狙ねらわれる理由は十分、あるんだ。やっぱり刺し客かくと考えるのが自然だよ。やられる前にこっちから──」

「セーヤ」

　美み月づきが僕を遮さえぎって、言った。

「レイを悪く言うのは、やめて」

「美月……？」

「たしかに彼は妖獣騎士ドウーム・ナイトで、あなたが彼を信じられないのはもっともだけど……でも、お願い。私の前で、レイを悪く言わないで……」

　美月は、まるで酷こつ寒かんの地にいるみたいに両手で自分の腕を抱いて、今にも泣き出しそうな顔と声で、そう訴えてきた。

「美月……」

　美月のこんな弱々しい姿を見るのは初めてで──僕は狼狽うろたえてしまった。

「ごめん。そんなつもりじゃ、なかったんだ……」

　ならどんなつもりだったんだと、僕は心の中で自分を叱しつ責せきした。

「本当に、ごめん……」

　美月が悲しむのは、当然だった。

　美月にとってのレイは、僕にとってのひなたと同じような存在なんだ。

　……いや、兄弟以外で優しくしてくれたのはレイだけだったって、美月は言っていた。美月の特殊な生い立ちを鑑かんがみれば、唯一の友達だったレイは、あるいは僕にとってのひなた以上に大きな存在なんじゃないだろうか。

　僕は馬ば鹿かだ。

　もし、美月が僕の目の前でひなたのことを悪く言ったら……たとえひなたに責められて当然の要因があったとしたって、やっぱり、僕は悲しむだろう。ひなたを悪く言わないでくれと言わずにはいられないだろう。

　それなのに、僕は……美月の気持ちを考えもしないで、無神経に……。

「僕も信じるよ」

　美月は腕を抱いたまま、ふるふると首を横に振った。

「いい……。レイが妖獣騎士ドウーム・ナイトなのは、事実だから……」

「違うよ」

　僕は首を振り返した。

「僕が信じるって言ったのは、レイのことじゃない」

「え……？」

　美月の赤らんだ目が、僕を見た。

　僕はその目をまっすぐに見据えて、言った。

「僕が信じるのは、レイを信じる美み月づきだ。……馬ば鹿かだったよ、僕は。忘れてた。なにがあったって、美月だけは信じるって、そう決めてたはずなのに……」

「セーヤ……」

　ぐずっ、と美月は鼻を啜すすった。

「僕は美月の相棒パートナーなんだ。……美月の妹は認めてくれてないみたいだけど」

「それはそうよ。あなたは強くなってる。それは私が一番認めてる。でも、まだまだ……私たちルドラと比べたら、雑魚ざこもいいところなんだから」

「厳しいな。……反論はできないけど」

「自分の弱さを自覚している分だけマシってところね」

　くすっ、といじわるっぽく笑った美月に、僕も笑みで応こたえた。

　……よしよし、美月にいつもの調子が戻ってきたぞ。

「ミチルも相当強いんだよな？　やっぱり」

　美月は表情を引き締しめて、深く頷うなずいた。

「あの子は私みたいな出来損ないじゃない。戦いの才能は私より数段上よ」

「美月より強い……そう思って間違いないんだな？」

「ええ」

「まいったな……」

　話を聞く限り、レイの強さも美月より上だ。

　美月よりも強い妖獣騎士ドウーム・ナイトが二人……戦いになったとしても、こっちに勝ち目はないってことか……。

　これで、こっちから仕掛けるっていう選択肢は消えたことになる。

「レイはともかく、ミチルには気をつけて。レイの言いつけには逆らわない子だけど……でも、あの子、気性が激しくて……頭に血が上ると前後の見境のなくなるところがあったから……」

「ああ」

　僕は頷いた。

　いきなり僕に斬きりかかってきたミチルは、美月が間に割って入っても、レイに一喝されるまで剣を引こうとはしなかった。

　もし、あのままレイが現れなかったら、どうなっていたか……。

「なあ、美月」

「なに？」

「ミチルを逆に説得して、妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けさせることは、できないのか？」

　美月は唇くちびるを嚙かみしめて、首を横に振った。

「あの子は、誰だれよりも兄を恐れているから……兄を裏切るような真似まねだけは、絶対にしないわ」

　そう言った美月の顔には、無力感と諦てい観かんの念が色濃く滲にじんで見えた。

「そうか……」

　僕なんかに言われるまでもなく、美み月づきはとっくにミチルの説得を試みていたんだ。

　でも、うまくいかなかった。理由はどうあれ、ミチルは妖獣騎士ドウーム・ナイトとして人類に敵することを選択した。レイも同じだ。

「……ごめん。浅はかな質問だった」

「かまわないわ」

　……しかし、戦っても勝ち目なしで、説得も駄だ目めなんだとすると、いよいよこっちには打つ手がなくなる。

　向こうが仕掛けてこないことを、祈るしかない。

　生せい殺さつ与よ奪だつを完全に掌しよう握あくされているってわけだ。これは、かなり厳しい。

　向こうが仕掛けてくるとして……直接僕らを狙ねらってくるのなら、まだいい。それは最悪の事態じゃない。最悪なのは、学園を人質に取られることだ。

「……で、どうする？」

「とりあえずは、どうしようもないわね。……私が学園を辞めるっていう選択肢もあるにはあるけど」

　たしかに、美月が学園を辞めてしまえば、ミチルとレイが学園にいる理由もなくなる。だけど──。

「駄だ目めだ。その選択肢だけは、なしだ」

「どうして？」

「僕は美月とふたりで天上院に上がるって決めてるんだ。その日まで、美月には僕の相棒パートナーでいてもらわなくちゃ困る」

「まるっきり駄々っ子ね」

　美月は肩を竦すくめて苦笑した。

「……でも、いいわ。約束のこともあるしね。とりあえず、学園を辞めるのは選択肢から外しておく」

　美月の言った約束──それは、アンラ・マンユとの戦いの後に、指切りをして交わした約束のことだ。

　妖獣ドウームになってしまった美月を殺すためじゃなく、美月が妖獣ドウームにならずにすむよう──そのために強くなる。

　自分のすべてを賭として、僕はその約束を守るつもりでいた。だけど、美月が学園を辞めてしまったら──僕の相棒パートナーでなくなってしまったら、約束の意味がなくなってしまう。

「どうするかは、考えておくわ」

「ああ」

　僕は言った。

「とりあえず、僕は僕にできることをしておくよ」

「なに？」

　僕は立ち上がって、腰の長剣の柄つかを指でピンと弾はじいた。そして、答える。

「特訓」

　美み月づきは小さく笑って、うんと頷うなずいた。

「僕はもう行くけど……美月は、どうする？」

「私は、もう少しここにいるわ」

「わかった」

　決別した妹や幼おさな馴な染じみと何年かぶりに、しかも思いがけない形で再会して──美月だってまだまだ混乱しているはずだ。

　気持ちの整理をするには、一人のほうがいいだろう。

　夕ゆう陽ひを湛たたえていよいよ真っ赤に染まった屋上に美月を一人残して、僕は屋上を後にした。




「杉すぎ崎さき」

　昇降口を出たところで、声をかけられた。

　南みなみと愛あい原はらだ。

「どうしたんだ？　ふたりとも」

　下校時間はとっくに過ぎているってのに。

「心配で、待ってたんだよ」

「ああ……」

　そういえば、ミチルが美月を屋上に呼び出した時、南と愛原もその場にいたんだった。

　突然現れた、美月をお姉ちゃんと呼ぶ、美月によく似た少女。そして、思い詰めた顔をするばかりでなにも語ろうとしない美月。

　僕が南の立場だったら、やっぱり心配するだろう。

「なにか厄やつ介かい事ごと？　杉崎、浮かない顔してるけど……」

「……」

　僕は答えられなかった。

　厄介事が持ち上がっているのは間違いない。だけど、これは美月の人生の、根幹に関かかわる問題だ。

　いくら南と愛原が美月の友達で、僕が美月の相棒パートナーだっていっても、僕の口からおいそれと話していいことじゃない。

　かといって、噓うそをつくのも心苦しくて、僕は沈ちん黙もくするしかないのだった。

「言えない……か」

「すまない……」

「いいよ。気にしないで」

　南みなみは苦笑交じりに僕の腕をポンと叩たたいた。

「美み月づきが、なにか人には言えない大きな事情を背負ってる子だってことは、あたしも皐さ月つきもわかってるつもりだから。ね、皐月？」

　言って振り向いた南に、愛あい原はらが頷うなずきで応こたえる。

「南……愛原……」

「いつか、その事情を話してもらえれば嬉うれしいとは思うけど……ま、そのうちにね。とりあえず、さしあたっては、美月の妹の歓迎会をどうするかってことかな？」

「え……？」

　僕は南の顔をまじまじと見た。

「なに驚おどろいてるの？　なんで火か鳥とりミチルが美月の妹だって知ってるんだーって、そういうこと？」

「あ、ああ……」

「訊きいたのよ、本人に。ついさっき、通りかかったから。まあ、答えてくれたのは本人じゃなく、ツレの男の子のほうだったけど」

「答えてくれたのか……」

「うん。自己紹介されてさ、仲良くしてくださいーって頭下げられちゃったよ。まあ、ミチル……ちゃん？　本人はそっぽを向いたまま無言だったけど」

「そうか……」

「まあ、訊かなくっても、肉親だってことはわかるけどね。あれだけ似てれば。それに、あの子、美月のことお姉ちゃんって呼んでたし」

「ああ……」

　たしかに、あれだけ似ててお姉ちゃんなんて呼称まで出てくれば、誰だれだってふたりは姉妹なんだと思うだろう。

「でさー、歓迎会、どんなふうにしよっか」

「やることは確定なんだな」

「もちろん！」

　南は力強く拳こぶしを握って言った。

「友達の友達はみな友達、よ」

「美月とミチルは友達じゃないぞ」

「姉妹だって同じよ。それに、あちらさんにだって仲良くしてくれってお願いされたんだから、やらないわけにはいかないじゃない？」

「歓迎会か……」

　アリかもしれない、と僕は思った。

　ミチルの歓迎会なんて、美み月づきは喜ばないだろう。喜ぶどころか、余計なことをするなと激怒するかもしれない。迂う闊かつにミチルを刺激するのが危険だってことも、わかっている。

　だけど──。

　うまくすれば、ミチルを妖獣騎士団ドウーム・ナイツから抜けるよう説得する──そのためのとっかかりになってくれるかもしれない。

　ミチルの説得は難しいと、美月は言っていた。実際にミチルを説得して──失敗した美月が言っているんだから、たしかに難しいんだろう。

　けれど、今は環境が違う。

　断固として友達を作ろうとしなかった美月にだって、友達ができたんだ。

　ミチルだって──可能性はゼロじゃないはずだ。

　世界の敵になった兄を倒すために、美月は同胞と決別し、自分が母親代わりになって面倒を見ていた妹とも決別した。

　いざとなったら、美月は妹とも本気で戦うだろう。美月にはその覚悟がある。

　でも──それでも、やっぱりふたりは姉妹で……戦わずにすむなら、そのほうが絶対にいいに決まっている。

　──よし。

　意を決して、僕は南みなみに答えた。

「……わかった。やろう、歓迎会」













　　　二幕　ミチル







「お久しぶりですね、観み星ほしさん」

　振り向いて観星と目が合うなり、その男は瘦やせた顔に粘っこい笑みを浮かべた。

　観星は露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめる。──最悪な相手に出くわしてしまった。

　そこは、魔ま器きの貸与や預かり、修理を取り扱う──魔器科の待合室。

　先日の妖獣騎士団ドウーム・ナイツの襲しゆう撃げきで傷いたんでしまった愛刀を修理に出していた観星は、修理が完了したとの連絡を受けて魔器科を訪れ、その男と出くわしてしまったのだった。

「まだ生きていたのね、ツォン」

　ツォン・リーライ。

　黒を着る歴れつきとした救済者セイバーだが、観星は彼に仲間意識のかけらすら抱いてはいなかった。

「生きていますとも。憎まれっ子世に憚はばかると言うでしょう？　私のような人種はしぶといと相場が決まっているのですよ」

　ツォンは手袋に包まれた指で糸のように細い目の上を撫なでて、くつくつと喉のどの奥で笑った。

　下げ衆すめ、と観星は胸の内で吐はき捨てた。

　現在でこそ人類防衛の尖せん兵ぺいたる救済者セイバーに名を連ねているものの、ツォンはかつて女性ばかりをターゲットにした連続猟りよう奇き殺人犯として悪名を馳はせた男だった。

　被害者の数は判明しているだけで二百人を超えている。警察官を含めれば、ツォンによって命を奪われた人数はその数倍にはね上がってしまう。

　ツォンは凶悪な殺人鬼であると同時に超一流の魔ま法ほう使つかいでもあったのだ。

　警察はおろか軍ですら捕らえることのできなかったツォンを捕らえたのは、天てん上じよう院いんの救済者セイバーだった。

　ツォンの犯した罪は十度死刑になっても足りないほどに重い。だが、ツォンは生きている。死刑になるどころか、一切の刑けい罰ばつを受けていない。

　彼を救ったのは、彼自身の魔法使いとしての実力だった。

　天上院で生涯人類防衛のために働くことと引き換えに、ツォンは刑事罰を免まぬかれたのだ。

　天上院は力ある者を求める。善悪は問われない。使える者は悪鬼であろうとも使う。それが天上院という組織なのだ。

「あなたが外を出歩いてるってことは、任務が下ったのね」

　善悪が問われないとはいえ、ツォンのような犯罪者上がりの者の場合、なんらかの形で行動の制限を受けることが多い。

　ツォンの場合、平時は隔かく離り施設に軟禁され、任務が下った時のみ施設外に出ることを許されていた。

「ええ。七ヶ月と十三日ぶりの任務です」

「内容は？」

「訊きかずとも、貴女あなたなら知っているんじゃないですか？　──妖獣騎士ドウーム・ナイトの抹まつ殺さつですよ」

　やはり、と観み星ほしは思った。

　マオが妖獣騎士ドウーム・ナイトの殲せん滅めつを決断してから、五日──この間に、幾いく人にんもの救済者セイバーが妖獣騎士ドウーム・ナイト抹殺の命を帯びて地上に下りていた。

　観星にも近いうちに同じ命が下ることになるだろう。

「妖獣騎士ドウーム・ナイトと戦うのは実は初めてでしてね、緊きん張ちようしています」

「その割には嬉うれしそうに見えるけど」

　ツォンは、またくつくつと笑った。

「これは地顔ですよ」

　くつくつ。くつくつ。

　たいていの人間にとって、笑顔は他人に一番好印象を与えやすい表情だ。だが、ツォンに限ってはまったく逆だった。

　この男は笑えば笑うほど見る者を不快にする。

「わかっているとは思うけど、任務に無関係な人間を傷つけるのは絶対にナシよ」

　ツォンは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせる。

「わかっていますとも。貴女にまた叩たたきのめされるのはご免ですからね。──いや、貴女にだったらかまわないかな？」

　くつくつ。くつくつ。

「たいした変態ね」

　観星は過去に一度ツォンと戦ったことがあった。ツォンを捕らえた救済者セイバーは、他ほかならぬ観星なのだ。

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく。──では、いろいろと準備があるので、これで失礼致しますよ、マドモアゼル」

　糸目を見開いてそう言うと、

「ふふーんふふんふん、ふふんふふーん[image: ]　ふふんふふんふふふーんふーん[image: ]」

　ツォンは鼻歌交じりに魔ま器き科かを出ていった。

　ツォンに出くわしてしまった不快感と、あんな男の力にまで頼たよらなければならない人類の窮きゆう状じようへの絶望感に、観星は重いため息をついた。
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　剣術の授業には、大きく分けて二種類ある。必須科目である基礎剣術と、選択科目である実戦剣術だ。

　剣術といっても、ここでいう剣とは剣だけじゃなく剣を含めた近接武器全般を指す。基礎剣術と実戦剣術との違いはまあ、読んで字の如ごとし。基礎剣術では文字どおり剣の基本的な扱い方を学び、実戦剣術ではひたすらに模も擬ぎ戦せんを行って腕を磨みがく。

　実戦剣術には月に一度、全学年が一堂に会する合同授業があった。一年から三年まで学年を飛び越えて、日ひ頃ごろ鍛きたえた剣腕をぶつけ合おうってわけだ。

　たいていは上級生が下級生に胸を貸してやる形になるわけだけど、下級生が上級生を負かしてしまうケースも決して少なくなかった。

　自じ慢まんじゃないけど、僕だって一年の頃から上級生を相手にしても負けることはほとんどなかったし、今日だって既すでに三年生と二戦試し合あって、二勝していた。

　いつもなら、下級生が上級生に勝てばそれなりに喝かつ采さいがあがるところだけれど──今日は違った。上級生相手に二勝した程度じゃ、喝采どころか誰だれの注目も引くことはできなかった。

　なにしろ、この日の合同授業には、話題の彼女が参加していたのだから。

　二限目──実戦剣術・三学年合同模擬戦。

　彼女の振るった長剣ロングソードが、対戦相手の両手大剣グレートソードを宙高くに弾はじき飛ばした。

「そ、そこまで！」

　審判役を務めていた生徒が驚おどろきに裏返った声で終了を告げる。

　驚いているのは審判役だけじゃない。

　敗まけた男子生徒──三年生だ──は、愕がく然ぜんとした顔で、言葉もなく立ち尽くしていた。

　無理もなかった。敗けた三年生は、いかにも力自じ慢まんといった感じの筋骨逞たくましい偉い丈じよう夫ふで、彼の振るう両手大剣にはオーガーすら真っ二つにしてしまいそうな迫力があった。実際、あの三年生はかなり強い。模擬戦で当たったことはないけれど、わかる。もし、僕が彼と戦うとしたら、あの超重の斬ざん撃げきは受け止めずに避けて対処するだろう。まともに受け止めたらこっちの手が壊こわれる。

　ところが彼女は、その超重の斬撃を顔色一つ変えずに真っ向から受け止めて、あまつさえ逆に弾き飛ばしてしまったのだから、誰だって驚かずにはいられない。

　しかも、七人目だ。彼女は今日だけでもう既に、七人の上級生から勝利を収めていた。

　火か鳥とりミチル──。

「石いし神がみ先生に勝ったって噂うわさは、ホントみたいだね」

　そう声をかけてきたのは、南みなみだ。

「みんな、すっかり圧倒されちゃって」

「ああ」

　ミチルは注目の的だった。ミチルはただ強いだけじゃない。美み月づきに負けず劣らずの、頭に超のつく美少女なのだ。強くて可か愛わいくて──そんな女の子が注目を集めないわけがない。

　実際、最初の二、三戦までは、ミチルが勝つ度たびにギャラリーから歓声があがっていた。けれど、三勝、四勝……と続くうちに、みんな、ミチルの強さが次元違いだってことに気づいてきたんだろう。歓声は徐々に小さくなっていった。

　それでも、ミチルが注目の的であることに違いはない。

「次、誰だれか火か鳥とりと戦やろうって根性のある奴やつは、いるか！」

　ミチルの桁けた違いの強さに圧倒されて静まり返っていた校庭に、野太い声が響ひびき渡った。この授業を監督している、石いし神がみの声だ。

「どうした、いないのか！」

　名乗りを挙げる奴は──さすがにもういない。

「無理もないよねえ」

　と苦笑交じりに言った南みなみは、ミチルに負けた七人の上級生の一人だった。

　南は学年一のスピードの持ち主だ。美月と僕の特訓にたまにだけど混ざるようになって、レベルアップもしている。そんな南でもミチルにはまるで歯が立たなかった。超高速の連続攻こう撃げきはものの見事に全部受け止められ、ミチルがたいして力を入れた様子もなく繰くり出した一斬で、南は身体からだごと弾はじき飛ばされてしまったのだった。

「なんだなんだ、どいつもこいつも根性ねえなあ」

　石神は苦い顔で首筋をボリボリ搔かくと、

「しょうがないな。火鳥、誰か試し合あってみたい奴はいるか？」

　そんなことを言い出した。

　退屈そうに剣の柄つかを玩もてあそんでいたミチルは、少し考え込むような素振りを見せた後、無表情にある人物を指差した。

　その指の先に立っているのは──他ほかならぬ、僕だ。

「杉すぎ崎さきか」

　石神が無ぶ精しようヒゲ伸び放題の顎あごをさすりつつ、ニヤリと笑った。

「杉崎を指名とは、目が高い。なあ杉崎！」

「買いかぶりですよ」

「謙けん遜そんはいらんさ。やってみろ」

「やってみるか？　じゃなく、やってみろですか」

「むしろ、やれって感じだな」

　また、ニヤリと笑う。

　このおっさん、完全に楽しんでやがる。

「……いいですよ。やります」

　了承して、僕は抜き身のまま持っていた練習用の長剣を軽く掲げてみせた。

「よく言った、それでこそ俺おれの生徒だ」

　うむ、と満足げに頷うなずく石いし神がみ。

「しかし、気は抜くなよ。なにしろ火か鳥とりは──」

「知ってますよ、先生から一本取ったんでしょう？」

「そうだ。死ぬ気でかからんと、本気で死ぬぞ」

「……肝に銘じておきますよ」

　ため息をついて歩き出した僕は、「杉すぎ崎さき……」、南みなみに呼び止められて、振り向いた。

「がんばってね。だけど、絶対に無む茶ちやはダメだよ。あの子……美み月づきと同レベルか、ひょっとするとそれ以上かもしれない」

「ああ、わかってる」

　頷いて、僕はミチルの前に立った。

──鬼が出るか蛇が出るか。

　僕がミチルの指名を断らなかったのは、石神に強制されたからじゃない。

　剣を合わせてみることで、ミチルの人となりを知ることができるんじゃないかと思ったからだ。

　拳こぶしや武器での戦いには、使い手の性格や性質が表れる。美月の魔法杖ルーンスタツフからは燃え盛る炎みたいな激しさと同時に確固たる決意を感じるし、南の剣からは彼女の裏表のなさやひたむきさが伝わってくる。

　妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けるようミチルを説得するために、彼女の人となりを理解しておくことは、必ずプラスの材料になってくれるはずだ。

　この模も擬ぎ戦せんと南提案の歓迎会で、ミチルを説得するための糸口をつかめれば──。

　歓迎会のことは、南に言われたとおり、まだミチルにも美月にも話していなかった。南に全部任せてあるから、いつどんな形でやるのか、僕もまだ知らない。

「我は盾なり剣つるぎなり」

〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱えて、剣を構える。そして、深呼吸をしながらミチルを見ると──目が合った。

　くりっとした目が敵意の色をこれでもかと濃く滲にじませて、僕の目を見据えてくる。

「昨日、あんた言ったわね」

　外野に聞こえないよう、声を潜ひそめてミチルが言う。

「僕は虫ケラじゃないって」

「ああ、言った」

　小声で応じる。

「なら、証明してみせて」

「どうやって？」

「もし、あたしに……剣でも手でもいい、ちょっとでも触れられたら、あんたが虫ケラじゃないって認めてあげる」

「……触れられなかったら？」

「言ったでしょう？　あんたみたいな雑魚ざこ以下の虫ケラは、お姉ちゃんの相棒パートナーに相応ふさわしくないって。だから──」

　ミチルが左手に持っていた長剣の切っ先を、僕の顔に向けてきた。

「あたしに触れなかったら、お姉ちゃんの相棒パートナーを辞めるのよ」

「それは……」

　僕にとって不利すぎる要求だった。

　ミチルと僕とじゃ強さの桁けたが違う。美み月づきもミチルの強さは自分以上だと言っていたし、実際に手合わせした南みなみも、同じように感じたと言っていた。ちょっとでも触ればいいっていっても、それだって至難の業わざだ。

　だけど、これはミチルに僕を美月の相棒パートナーとして認めさせる──とまではいかなくても、一目置かせる絶好のチャンスではあった。

　虫ケラとしか思われていない今のままじゃ、ミチルを説得するなんて到底不可能だ。

　僕はミチルを説得したい。──いや、絶対に説得しなくちゃならないんだ。

　美月を守るために。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトはドラゴン以上の強敵だ。戦いになれば美月の記き憶おく崩ほう壊かいは劇的に進行することになるだろう。それに、可か愛わいがっていた妹と殺し合うなんて、たとえ美月自身にその覚悟があったとしたって、そんなの辛つらすぎる。

　美月を守るために僕にできることがあるのなら、それが一か八かよりも分ぶの悪い賭かけだったとしても、僕は、やる。

「……わかった。受けて立つよ」

　まさか僕が受けて立つとは思わなかったのか、ミチルは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように目を丸くして、それから不快げに吐はき捨てた。

「つくづく身の程ほど知らずな虫ケラね」

「構え！」

　石いし神がみが重く低い声を響ひびかせて、両手を胸の高さに持ち上げた。

　既すでに構えていた僕は、腰を浅く落として呼吸を止めた。

　対するミチルは、姿勢はそのまま目つきだけを鋭くした。

「始め！」

　石いし神がみが胸の前で両手を交差させて、火ひ蓋ぶたを切って落とす。

　同時にミチルの姿が目の前から消えた。

　昨日と同じだ。

　僕は左斜め後ろを振り返りつつ上体を傾けて、ミチルの第一撃げきをかわした。

　赤い靴と真っ白な脚が、稲いな妻ずまの疾はやさで鼻先を掠かすめる。

　ミチルの第一撃は、剣じゃなく蹴けりだった。蹴りといっても、まともに食らっていたらひとたまりもなかっただろう。頭ず蓋がい骨こつが砕け散っていたか、頭ごと吹っ飛んでいたか。

　ふん、と鼻を鳴らしてミチルが第二撃を放ってきた。今度も剣じゃない。こめかみを狙ねらった肘ひじ打うちだ。これも紙一重でかわす。

　ミチルが意外な物を見るような目で僕を見た。

「偶然……じゃないわね。今の避け方は」

「……まあ、一応は」

　ミチルのスピードは、美み月づきと比べても遜そん色しよくないどころか、明らかに美月を上回っている。

　昨日、一いつ瞬しゆんとはいえミチルのスピードを体験していなかったら、最初の蹴りで終わっていただろう。

「ホントに生意気っ！」

　三撃目は──今度こそ、斬ざん撃げきがきた。

　ミチルは十四歳の女の子にしたって小柄なほうだ。なのに彼女の振り下ろす剣には、ミノタウロスの剛腕が霞かすんで見えるような迫力があった。僕の力じゃ到底受け止めきれない。

　受け止められないなら、避けるか受け流すしかなかった。

　僕はまっすぐ正せい眼がんに構えていた長剣に角度をつけて、ミチルの剣を受け流した。

　受け流しながら、摺すり足でミチルの側面に回り込んで、右の拳こぶしを繰くり出す。

　タイミング的には完全に捉とらえていたけれど、僕の拳がミチルの顔のあった場所に到達した時にはもう、ミチルの姿は身体からだごと消えていた。

──後ろ！

　振り返りながら屈かがんで、ミチルの横よこ薙なぎの一いつ閃せんを紙一重でかわす。

「──！」

　ミチルが驚おどろく気配が伝わってきた。

　一瞬よりも短い、刹せつ那なの隙すき。

　僕はミチルの向こう脛ずねめがけて足を滑すべらせた。──が、当たらない。

　ミチルが僕の足を避けつつ振り下ろしてきた剣を、さっきと同じ要領で受け流して、僕は崩れていた体勢を整えた。

「なんなのよ、あんた！　虫ケラのくせに……っ！」

「言っただろ？　虫ケラじゃないって」

　切り刻むような目で睨にらみつけてくるミチルにそう返しつつも、僕は背中やら腋わきやらにびっしょりと冷たい汗を搔かいていた。

　ミチルの攻こう撃げきは強すぎる殺気のおかげで先読みがしやすい。だけど、疾はやさと威力は美み月づきを超えている。それどころか、以前戦った妖獣騎士ドウーム・ナイト以上かもしれなかった。

　なんとか凌しのげてはいるものの、余裕なんてこれっぽっちもない。一撃ごとにスタミナと集中力がごっそり削られていく。

　限界はもう目の前だ。凌げるのは、あと二撃か三撃か……。

「やっぱり、殺すわ」

　ミチルが声のトーンを下げて言った。

「ムカつくのよ、あんた」

　そして、左手一本で操っていた長剣の柄つかに右手を添えつつ、ゆっくりと歩み寄ってくる。僕を見据える瞳ひとみは、彼女の殺意が本物であることを物語るように、縦に切れ上がっていた。

　これは……ヤバイ……か？

「揉もめ事は起こさないんじゃなかったのか？　相棒パートナーに怒られるぞ」

「レイはなにがあったってあたしの味方だもの。怒ったって、最後にはちゃんと許してくれる。だから、あんたは──」

　言葉の途中でミチルが地面を強く蹴けり──。

　くる、と歯を食いしばった時にはもう、遅かった。

「が……っ！」

　鈍い衝しよう撃げきに鋭く全身を貫かれて、僕は右も左もわからなくなった。

　──なんの攻撃をもらったんだ？　掌しよう底ていか？　膝ひざ蹴げりか？

「安心して、死になさい」

　甘い声に鼓膜をくすぐられる。

　そして、次の攻撃が僕を襲おそった。

　今度は、なんの攻撃をされたのか、わかった。

　投げだ。右腕をつかまれての、力任せの一本背負い。

　受け身も取れずに背中から校庭に叩たたきつけられて、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。

「……っ……あ……」

　立ち上がろうとしたけれど、駄だ目めだった。脳のう震しん盪とうを起こしているらしく、足は感覚がなくてちょっとも動いてくれないし、手も指先しか動かなかった。……大きな怪け我ががないのが奇跡ってところか。

「そういえば──」

　ミチルが僕を見下ろして言う。

「朧おぼろがあんたを殺したがってたっけ。……まあ、あんな負け犬なんてどうでもいいけど」

　脳のう震しん盪とうのせいか、ミチルの声がひどく遠く聞こえた。観衆の声がさらに遠く聞こえる。──だけど、その声はまだ聞こえていなかった。

　その声が聞こえてこないことを祈りながら、僕は待った。

「なにか言い残すことはある？　──ないか。虫ケラだもんね」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべて、ミチルが僕を突き殺さんと剣を振りかぶる。

　模も擬ぎ戦せんで相手を殺しても、それが故意のものでない限り、原則的には罪にはならない。けれど、ミチルは今、明確な殺意を以もつて、僕を殺そうとしている。

　倒れた相手を突き殺すなんて、誰だれの目にも故意にしか見えない。獣殺士学校スレイヤー・スクールの授業中の出来事とはいえ、故意に相手を殺せば、それは立派な殺人だ。当然、学校は退学になるし、逮捕だってされる。

　僕を殺すにしたって、故意に見えないような、もっと上手うまい殺し方があるだろうに──虫ケラと侮あなどっていた僕に攻こう撃げきを避けられたのが、よほど頭にきたんだろう。ミチルは後先のことなんてなにも考えられなくなっているようだった。

「あ……るぞ……」

　僕は呻うめき交じりの声を出した。

「なぁに？　一応、聞いてあげるわよ」

「ぼ……く……は──」

「僕は？」

「──虫ケラじゃ、ないっ！」

　僕は力を振り絞って左手を動かし、すぐそこにあったミチルの右の足首をつかんだ。

「触ったぞ……！」

　フクロウみたいに大きく目を見開いたミチルに、僕は言った。

「まだ、終了の宣言はされてない……っ！」

　僕が聞こえてこないようにと祈っていたのは、審判役である石いし神がみの、「そこまで！」の声だった。僕とミチルがしていたのは、死合じゃなく試合だ。たとえ一方が倒れていようと、審判が終了を宣言していない限り、試合は続くのだ。

　そして、終了の宣言が聞こえてこないことを祈りながら待っていたのは、回復だった。

　脳震盪のおかげで動けなくなっていたとはいえ、骨折だの臓器損傷だのといった、大きな傷を負ったわけじゃない。つまり、脳震盪さえ抜けてくれれば動けるってことだ。

〝荒神スサノオ〟使用中は、筋力だけでなく回復力も向上する。脳震盪程度のダメージなら、よほど深刻じゃない限り、数秒程度で回復する。

「こ……の……っ！」

　手の中にあるミチルの足首が震ふるえるのが、わかった。

　震えているのは足首だけじゃない。ミチルは全身をぶるぶるとわななかせていた。

　白い頰ほおが、みるみるうちに真っ赤に──怒りの色に染まっていく。
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──まずいっ！

　戦せん慄りつした僕の脇わき腹ばらを、ミチルの足が打ち据えた。

「──っ！」

　内臓が全部ひっくり返ったんじゃないかって衝しよう撃げき。

　声も上げられずにもんどり打った僕に、ミチルの手が伸びてくる。

　襟えりをつかんで無理やり立ち上がらされて、今度はみぞおちを殴なぐられた。呼吸が止まって意識が明滅する。

「そこまで！」

　石いし神がみの声が聞こえたけれど、ミチルは止まらない。

　僕はまた投げ飛ばされて、宙を舞った。今度のは一本背負いじゃない。胸ぐらをつかまれて空に向かって放り投げられた。──地上が遠くに見える。〝荒神スサノオ〟使用中とはいえ、この高さから落ちたら痛いじゃすまない。

　受け身は取れそうになかった。いよいよ手足が動かない。

　為なす術すべもないまま、僕は真っ逆さまに地上に迫り──落ちた。

　石神の、腕の中に。

「そこまでって言っただろう？」

　僕を受け止めた石いし神がみが、顔だけを振り向かせて言う。

　そこには、とどめとばかりに剣を振りかぶるミチルの姿があった。

「下がれ、火か鳥とり」

　ミチルは歯は嚙がみして剣を下ろすと、

「勝ったなんて思わないでよ」

　そう吐はき捨てて、抜き身の剣を手に持ったまま、校舎のほうへと歩き去っていった。

「やれやれ、まだ授業は終わってないんだがな」

　石神が鼻でため息をついて、それから僕を見た。

「どうだ、立てそうか？」

「……いえ、ちょっと無理そうです」

　見栄を張っても仕方がない。僕は素直にそう答えた。

　石神は頷うなずいて、僕を地面に横たえた。そして、南みなみに施せ療りよう師しを呼んでくるよう指示を出した。

「まったく、スパルタンなお嬢じようさんだな」

「ええ……。……っ！」

　頷きながら起き上がろうとして、僕は断念した。

　やっぱり駄だ目めだ。動けない。最後の、脇わき腹ばらへの蹴けりとみぞおちへの突きが嫌いやってほどに効いている。肋ろつ骨こつが軽く四、五本は折れているだろう。

「無理はするな」

「……ありがとう、ございました」

　痛みをこらえつつ、僕は石神に礼を言った。

「なんの礼だ？」

「終了の宣言です」

「ああ、それか」

　僕がミチルに、とりあえずとはいえ触ることができたのは、石神が模も擬ぎ戦せん終了の宣言を遅らせてくれたおかげだった。普通だったら一本背負いで地面に叩たたきつけられたあの時点で終わっている。あそこで、石神が終了を宣言していたら、僕は美み月づきの相棒パートナーを辞めなくちゃならないところだった。

「聞こえていたんですね、僕たちの会話」

「まあな」

　やっぱり。

「おかげで、美月の相棒パートナーを続けられます」

「おまえが戦意を喪そう失しつしていたら、あの時点で止めていたさ。……しかし、あのお嬢さん、やはり安あん藤どうの妹か」

「ええ……」

「本気でおまえを殺すつもりだったようだが……なにか厄やつ介かい事ごとか？」

　僕は答えられずに、黙だまった。

　厄介事であることは、間違いなかった。

　なにしろ、妖獣騎士ドウーム・ナイトが二人も学園内に入り込んでいるのだ。だけど、それを石いし神がみに話すわけにはいかなかった。

　美み月づきの素す性じようにも関かかわる話だし、レイとミチルが妖獣騎士ドウーム・ナイトであることを学園に知られてしまったら、学園は黙だまってはいないだろう。そうなれば、レイとミチルだってなんらかの行動を起こすはずだ。ただ学園を去るだけなら、それでいい。けれど、もしふたりが暴力で学園を攻こう撃げきするような行動に及んだ場合は──夥おびただしい数の死傷者が出ることになりかねない。その可能性は決してゼロじゃない。レイは揉もめ事は決して起こさないと美月と僕に約束した。だけど、レイはともかく、ミチルには約束を守るつもりなんてたいしてないってことが、今の模も擬ぎ戦せんでよくわかった。

「守れよ」

　黙り込んだ僕の頭に、広くて分厚い手を載せて、石神が言った。

「え……？」

「詳細は訊きかんが……なにがあっても、安あん藤どうだけは──相棒パートナーだけは、守れよ」

「先生……」

　石神には、恋人でもあった相棒パートナーを守れずに喪うしなった過去がある。そして、その悲しみと自責の念は今もなお消えることなく石神を苛さいなみ続けている。

　そんな石神の言う、相棒パートナーを守れという言葉には、途方もない重みがあった。

　僕は石神の目をまっすぐに見返して頷うなずいた。

「うむ、いい目だ」

　その後、僕は南みなみの連れてきた施せ療りよう師しに応急処置的に〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけてもらった後、医務室に運ばれて、残った午前の授業をベッドの上で過ごすこととなった。




　腕──左右とも動かすと多少痛むが、問題なし。

　脚──腕に同じく。

　胸──息を吸うだけでも疼うずくが、動けないほどじゃない。

　腹──モロに蹴けられた左脇わき腹ばらが、まだかなり痛い。でも、まあ、耐えられないってほどじゃない。ギリギリ大だい丈じよう夫ぶの範囲だ。

　結論、もうベッドで横になっている必要は、ない。

　僕は枕まくら元もとに畳たたんで置かれていたブレザーに袖そでを通すと（畳んでくれたのは、南だ）、治療してくれた施療師に礼を言って、医務室を出た。

　ケータイで時間を見ると、十二時三十五分。四限目終了＆昼休み突入から、もう二十分も経たってしまっていた。

──急ぐか。

　僕は速歩でＡ校舎に向かった。

「いてて……っ」

　速歩だとただ歩くよりも傷に響ひびく。とはいえ、急がないわけにはいかないんだからしょうがない。

　さっき──四限目の終わる少し前だ──南みなみからメールがあって、今日も昼を一いつ緒しよに食べようと誘さそわれたのだった。美み月づきへの声かけは既すでにしてあるから不要だとも書いてあった。場所はＡ校舎の中庭。Ｂ校舎の屋上と並んで、最近僕らがよく一緒に昼を食べている場所だ。

　……正直、少し……というか、かなり気が重かった。南たちと昼を食べることがじゃなく、美月と顔を合わせることが、だ。

　美月と顔を合わせたら、ミチルと模も擬ぎ戦せんをした上に、怒らせてボコボコにされてしまったことを話さないわけにはいかない。

「……怒られるよなぁ……」

　ミチルには気をつけろと釘を刺されていたのに、おもいっきりミチルを刺激してしまった。

「誰だれに怒られるって？」

「うわぁ！」

　独り言に返事があっただけでも驚おどろきなのに、同時に後ろからポンと肩を叩たたかれて、僕は思わず悲鳴をあげてしまった。

「なに驚いてるのよ」

「み、美月か……」

　胸を押さえてはーっと息を吐はく。

「どうして、こんな所にいるんだ？」

　昼休みが始まってから、もうけっこう経たっている。とっくに南たちと合流しているものだとばかり思っていたのに。

「アカネに頼たのまれたのよ、ベーカリー・イトウであんパンを買ってこいって」

　答えて、美月は胸に抱いていた紙袋を抱えてみせた。

「……個数の指定は？」

「特になかったわね」

　美月の抱えている紙袋は、今にも弾はじけそうなぐらいにパンパンに膨ふくらんでいた。

　一体、いくつ買ったんだ、美月……。

　ちなみに、美月の言うあんパンとは自動的にこしあんパンのことを指す。美月に言わせれば、つぶあん使用のあんパンはあんパンとして認められないどころか、根絶すべき人類の敵なのだという。こしあんへの過剰なまでの愛が、こしあんのライバルであるつぶあんへの異常なまでの憎しみを生んでしまっているのだ。

　僕はつぶあんパンも同じぐらいに好きなのだけれど、迂う闊かつにそんなことを言おうものならアホだのカスだのさんざんに罵ののしられるから、言えない。

「しかし、南みなみのやつ、なんだってまたあんパンなんか」

　メールには人数分の弁当を用意してあるって書いてあったのに。

「アカネも、こしあんの素晴らしさに気づいたってことでしょ」

　美味おいしさじゃなく素晴らしさときたか。

「ところで、セーヤ」

「うん？」

「模も擬ぎ戦せん、したらしいわね。ミチルと」

　うっ、と僕は呻うめいた。

「アカネに聞いたわ」

「ああ……まあ……うん。叩たたきのめされたよ」

「まったく……」

　呆あきれ顔でため息をつかれる。

「言ったでしょう？　ミチルには気をつけてって。あの子には痛みが理解できないんだから」

「痛みが理解できない？」

　ひっかかる言い回しだった。

「それって、他人の痛みが理解できないってことか？」

　美み月づきは首を横に振った。

「あの子には、痛みっていう感覚そのものが理解できないの。……生まれつき、痛みを感じることができない身体からだだから……」

　いわゆる、無痛症ってやつか。

「私たちルドラはみんな、身体のどこかに欠陥を抱えているの。例外なく、ね」

「なら、美月が失敗作として処分されそうになったのって──」

「記き憶おくの崩ほう壊かいと妖獣ドウーム化も、もちろん理由の一つよ。でも、私が失敗作と認定された一番の理由は、あくまでも戦せん闘とう能力が期待値に達していなかったせい」

「そうか……」

「……とにかく、あの子には痛みってものがどういうものなのか、理解できないの。痛みを知らないから当然、他人の痛みも想像できない。それに、あの子は……人間は憎むべき敵で、自分たちに劣る存在だって、あの男に教え込まれてる。あの子にとって人間を傷つけることは、小石を蹴けるのと同じぐらいに気安いことなのよ」

「殺すことも？」

　美月は頷うなずいた。

　たしかに、実際に僕も手合わせしてみて、感じた。ミチルの剣には相手を傷つけることに対する躊躇ためらいが微み塵じんもない。僕だって朧おぼろと戦った時には、躊躇いなく──殺すつもりで攻こう撃げきしたけれど、人を傷つけることや殺すことへの抵抗は、心の中にちゃんとあった。でも、ミチルの剣にはそれすらなかった。根本から欠落しているように感じた。

「だから、あの子には気をつけて。刺激するような真似まねは、しないで」

「……わかったよ」

　頷うなずきながら、約束はできないけれど、と声には出さずに付け加える。

　僕はミチルが妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けてくれれば、それが美み月づきのために一番いいと思っている。だけど、肝心の美月にミチルを説得する意志がない。もうすっかり諦あきらめてしまっている。なら、ミチルを説得する役目は僕がやるしかない。

「でも──」

　重苦しい顔をしていた美月が、ふっと相好を崩した。

「ミチルの攻こう撃げきを、何度か避けたらしいわね。それは、たいしたものだわ」

「誰だれかさんに毎朝毎晩、しごかれてるからな」

「まだまだ、あんなものしごきのうちに入らないわよ。なんなら、本当のしごきを味わわせてあげましょうか？」

「えーっと……それ、は……」

「冗談よ。行きましょうか」

　あんパンでパンパンな紙袋（洒落しやれにあらず）を僕の胸に押しつけて、美月が歩き出す。

　僕は紙袋を抱え直して、小走りに美月の隣となりに並んだ。

「そういえば──」

　美月が歩きながら言った。

「評判悪いわね。あの子」

「ミチルのことか？」

　美月は頷いた。

「ベーカリー・イトウでレジに並んでたら、あの子の話をしているのが聞こえてきたの」

「なんて言ってたんだ？」

「あの子が、私の妹なんじゃないかって」

「……まあ、誰だってそう思うよなぁ」

　美月とミチルは瓜うり二ふたつってほどじゃないにせよ、よく似ている。おまけに、あの強さだ。美月の顔を知っている奴やつなら、誰だってふたりの間に血縁関係があるんじゃないかと考えるだろう。

「それに、怖いって」

「それも……まあ……なぁ……」

　集団は異い端たんを嫌きらう。これは世の常だ。そして、ミチルの学生離ばなれした強さは、天上院や妖獣騎士団ドウーム・ナイツ内でならともかく、ここ光こう風ふう学園においては十分すぎるほどに異端だった。美み月づきがそうだったように。

「友達なんかは？」

「いるわけがないわ。あの子は人慣れしてない猫みたいなものだから……」

「僕以外の人間にも、あんな態度なのかな？」

「あなたに対してほど攻こう撃げき的てきじゃないでしょうけど……大差はないでしょうね」

　美月はため息をついた。

「心配か？」

「そりゃあね……って、なに笑ってるのよ」

　軽く睨にらまれる。

「いや、怖がられてるとか友達がいないとか、ついこの間までは美月だってそうだったのに、その美月が──って思うと、なんだかおかしくて」

「いいのよ、私のことはどうでも。だけど──」

「妹が他人に悪く思われるのは、嫌いやなんだな」

「いけない？」

「いや」

　美月の気持ちは痛いぐらいにわかった。ちょっと前までは、僕が今の美月と同じ気持ちだったんだから。

「ミチルにもできるといいな、友達」

　美月は首を縦にも横にも振らなかった。

　ミチルにも友達ができてほしいとは思っている。けれど、そんなことはありえないと諦あきらめてもいる。といったところか。

　……しかし、友達、か……。

　友達の有無は、大きい。友達ができるだけでも悪評は多少なりともマシになるだろうし、あるいは友達の存在がミチルの価値観を変えるきっかけになってくれるかもしれない。

　──でも、ミチルに友達ができるのは、美月に友達を作るよりもさらに難しい所業だろう。

「私の、せいなの」

「えっ？」

「ミチルがあんな子になったのは、無痛症のせいだけじゃない。私のせいでもあるの」

　目を伏せ、悔しげに口の端はしを歪ゆがめて、美月は語る。

「姉さんがあんなことになって……あの男は、ミチルに戦うことと憎むことばかりを教えた。……そして、私はそれを止めなかった。よくないって思ってたのに、わかってたのに、止めなかったの」

「美み月づき……」

「私があの男を倒す決意をした時には、もう遅かった。いくら説得しても、あの男に植えつけられたあの子の価値観はもう、変えられなかった。あの子にとって、人間は憎むべき敵で、あの男は裏切ってはならない絶対の存在になってしまっていたの……」

　美月は魔法杖を持っていないほうの手で、自分の顔の半分を覆おおった。

「手遅れだったのよ……」

「まだだよ」

　僕は言った。

「ミチルはまだ、美月を慕したってる。慕っていて、美月と戦いたくないと思っているからこそ、美月を連れ戻しにきたんだ。可能性はまだあるよ」

　美月は小さく首を横に振ると、Ａ校舎に着くまでの間、目を伏せたまま一言も喋しやべらなかった。




　Ａ校舎の中庭で美月と僕を待ち受けていたのは、南みなみと愛あい原はらの二人──だけじゃなかった。

「やあ、遅かったね」

　僕たちに最初に気づいて、にこやかな笑顔で片手をあげたのは、金髪美形の男子生徒だった。

　レイ・サージェント。

　芝に敷しかれたレジャー・シートの上にリラックスした様子で座っている彼の隣となりには、ミチルの姿がある。

　レイの声で僕らのほうに顔を向けたミチルは、美月を見て、強こわ張ばっていた表情を嬉うれしそうにほころばせると、直後に僕の顔を見て、まるでゴキブリでも見かけたみたいに不快げな顔をした。えらい差だ。

　南と愛原は、ふたりの向かいに座っている。

「セーヤ」

　美月が振り向いて僕を睨にらみつけてくる。

「どういうことなの、これは？」

「いや、知らない」

　ふるふると首を振って、僕はおそらくはこの状況を作り出したであろう張本人にどういうことなのかと視線で問いかけた。

　僕の視線に気づいた南は、うんと頷うなずいて、この状況を作り出したのが自分であることを認めた。そして、さっさとこっちに来いと手招きする。

「と、とにかく行ってみよう」

「……そうね」

　美月と僕が四人の前に立つと、愛原が軽く斜め後ろに下がって、僕らが並んで座れるだけのスペースを作ってくれた。

　……とりあえず、座ったほうがいいんだろうか。

　僕が愛あい原はらの隣となりに座ると、その隣に美み月づきが腰を下ろした。

「どうして、ふたりがここにいるの？」

　美月が問いかける。問いかけた相手は南みなみでも愛原でもなく、レイだ。

「南さんが誘さそってくれたんだ、一いつ緒しよにお昼をどうですか、って」

　いぇい、と南がこっちにＶサインをしてみせる。

「いわゆる、歓迎会ってやつ？」

　不意打ちかよ、と僕は南に視線で抗議した。

　歓迎会をやろうって南の提案には賛成したし、美月に黙だまっていることにも同意した。だけど、まさかこんないきなり──詳細の打ち合わせもなしにやられるなんて、思ってもみなかった。

　僕の視線での抗議に、南はウィンクで応こたえた。

（敵を欺あざむくには、まず味方からって言うじゃない？）

　と、その表情が言っていた。

「歓迎会をしてもらえるなんて、こんなに嬉うれしいことはないよ。ねえ、ミチル」

「えっ……う、うん」

　レイの振りに、ミチルは顔いっぱいに戸惑いの色を滲にじませつつも頷うなずいた。

「友達の友達は皆友達があたしの信条だから。まあ、ミチルちゃんの場合は友達じゃなく妹だけどさ。細かいことは言いっこなしってね」

「ありがとう、南さん。ほら、ミチルもお礼を言わないと」

「で、でも……」

　ミチルの顔に浮かんでいた戸惑いの色が、濃さを増した。

　人間を下等生物だと思っているミチルにとって、人間相手に礼を言うなんて、ありえないことなんだろう。

「ミチル、親切にしてもらったら、お礼を言う。教えただろう？」

　だけど、レイにそう諭さとされると、ミチルはまったく渋々といった感じではあったものの、

「あ、ありが、とう……」

　と、感謝の言葉を口にした。

　やっぱり、ミチルはレイには逆らえないみたいだ。

「いえいえ、どーいたしまして。でも、レイくん、よかったの？　あの子たちのお誘い、断っちゃって」

「いいんです。こちらのほうが重要ですから」

　……なんの話だろう。

「あの子たちって？」

「女の子だよ。レイくんをお昼に誘ったの、あたしたちだけじゃないんだ。女の子のグループがレイくんを誘さそいにきててさ。それも二組も。レイくん、そっちを断って、あたしたちのほうにきてくれたんだ」

　……モテモテってわけですか。

「あの女の子たちの気持ちはわかるよ。レイくんって、ハンサムさんだし、物腰も穏おだやかで理知的で……誰だれかさんとは大違いだもんねぇ」

「なんでそこで僕を見る」

「別にー？　ねえ、皐さ月つき？」

「わ、私は、杉すぎ崎さきくんも素す敵てきな男の子だと、思……う……」

「おやや？」

　……愛あい原はら、フォローしてくれるのは嬉うれしいが、そこは南みなみに乗っかるところだ。

「……そんな奴やつ、ただの犬コロよ」

　つんとそっぽを向いてそう呟つぶやいたのは、ミチルだ。……って、犬コロ？　虫ケラから微妙にランクアップしてる？

　これは……模も擬ぎ戦せんでの賭かけに勝ったことで、多少なりともミチルの僕に対する評価が変わったってことなんだろうか。

「嫌きらわれてるわねぇ、杉崎。もしかして、ミチルちゃんになにかイケナイことでもしちゃったとか？」

「なんだよ、イケナイことって」

「若い衝しよう動どうにまつわるエトセトラ。平たく言うと、淫いん行こう？」

「僕は性犯罪者になった憶おぼえはないぞ」

「ダメよー？　いくらミチルちゃんが美み月づきに似て可か愛わいいからって。若い衝動を抑えきれなくなったら、その時はあたしに言ってね」

「……南に言ったら、どうなるんだよ？」

「責任を持って、通報してあ・げ・る」

「通報かよっ」

「おやおやー？　なにを期待したのかなー？」

　そんな僕と南のやりとりに、レイが笑った。

「仲がいいんですね、おふたりは」

「まあ、なんのかんので五年の付き合いだもんねぇ」

「もう、そんなになるのか……」

　僕が南と知り合ったのは中学に入ってすぐの頃ころだから……たしかに五年だ。

「レイくんとミチルちゃんは、いつからの知り合いなの？」

「ミチルのことは、彼女が生まれた時から知っています。美月とも、お互いに物心つく前からの付き合いですね」

「へえー」

「杉すぎ崎さきくん」

　南みなみとレイの会話の邪じや魔まをしないよう声を潜ひそめて、愛あい原はらが僕に声をかけてきた。

「どうぞ、コーヒーです」

「ああ、ありがとう」

　僕は愛原の差し出してくれたコーヒーを受け取ろうとして、自分がまだベーカリー・イトウの紙袋を抱えたままになっていたことに気づいた。

　紙袋を下ろして、コーヒーを受け取る。紙コップ越しに感じるコーヒーの冷たさが気持ちいい。

「安あん藤どうさんも、どうぞ」

「……」

　硬い表情で浅くうつむいている美み月づきは、愛原の声が聞こえていないのか、受け取ろうとしない。

「美月」

　軽く肘ひじでをつつくと、美月は「えっ」と顔を上げて、そこでようやく目の前に差し出されているコーヒーに気づいた。無言で受け取る。

「そっかー。美月とレイくんって、幼おさな馴な染じみだったのね」

　南とレイの会話は、続いていた。

「お互いにささいなクセからなにから知り尽くしちゃってるーみたいな？」

「しばらく会っていなかったので、なんでも知っていると言ったら自うぬ惚ぼれになってしまいます。けれど、美月のことを一番わかっているのは自分だという自信は、ありますね」

「おおっ、なんかもうそれっておもいっきり恋人宣言!?　どうするの、杉崎？」

「……どうするって、なにがだよ」

　僕はずずっとコーヒーを啜すすった。……なんだか、いつもよりも苦く感じる。

「なにがって、杉崎よりも美月のことをよく知ってる男の子が現れたんだよ？　これって、ピンチじゃない？　ライバル登場的な意味で」

「だから、なんでライバルになるんだよ」

「悔しくないんだ？」

「悔しいことなんて、なにもない」

「その割には不ふ機き嫌げんな顔してるけど」

　愛原の肩越しに僕の顔を覗のぞき込むように見て、南は意地の悪い笑みを浮かべた。

「見てみる？　皐さ月つき、鏡貸して」

「これでいい？」

「上等上等」

　南みなみは愛あい原はらがブレザーの胸ポケットから取り出した折りたたみ式のエチケットブラシを借り受けると、「ほら」、持ち手の内側に付いている鏡を僕の鼻先に突きつけてきた。

「ぐ……」

　鏡に映った僕の顔は、眉み間けんには深い皺しわが寄り、唇くちびるはへの字に曲がっていて、たしかにこの上もなく不ふ機き嫌げんそうだった。

「杉すぎ崎さきって、つくづくわかりやすい性格だよねー。ま、そこがいいところなんだけどさ」

「……褒ほめられている気がしないんだが」

「くだらない」

　ミチルの刺とげ々とげしい声が、僕と南の会話を断ち切った。

「こんなくだらない会話をいつまで聞いてなきゃいけないの？　レイ、行こう？　あたしは──」




　ぐーっ。




　レイを立ち上がらせようと腕を引っ張っていたミチルの腹の虫が、盛大に鳴いた。

「あ……う……」

　ミチルの顔がみるみるうちに真っ赤になっていく。

「ミチルちゃん、お腹なか空すいてるんだ」

「う……わ、悪い!?」

「悪いわけないよ。あたしだって、もうお腹ぺこぺこだもん。──ってことで」

　南は言いながら、シートの真ん中に鎮ちん座ざしていた風ふ呂ろ敷しき包づつみを解いた。

　現れたのは、五段重ねの重箱。

「お昼にしましょうか」

　パカッ、と南が最上段の蓋ふたを開けると、弁当のレベルを超越しておせちばりに豪勢なおかずの数々が姿を現した。

　ミチルの腹が、またぐーっと鳴った。




　南の作ってきた弁当は、四人分にしては明らかに量が多かった。内容もいつもより豪勢だ。昨夜のうちから仕込んでおかなきゃ、これは作れっこない。つまり、南は昨日の段階で、今日歓迎会をやることを決めていたってことだ。

　……まったく、言っておいてくれればそれなりに心の準備ができたものを。

　だけど、僕の心の準備の有無などおかまいなしに、歓迎会はそれなりに盛り上がっていた。

「南さんの料理はどれも美味おいしいなぁ。この玉子焼き……なんて言いましたっけ？」

「出汁だし巻き玉子？」

「そうそう、この出汁だし巻き玉子なんて、お店で出せますよ」

「もう、レイくんってば、お世せ辞じが上手うまいんだから」

「お世辞じゃありませんよ。こんなに美味おいしい手料理は初めてです」

「こんなんでよかったら、いつでも作ってきてあげるわよん」

「本当ですか？　嬉うれしいなぁ」

　特に盛り上がっているのは、南みなみとレイだった。さっきから会話も笑顔も絶えることがない。南の隣となりに座っている愛あい原はらも、口数こそ少ないものの楽しげな笑顔を絶やしていなかった。内気で人見知りの激しい愛原が、今日初めてまともに話す相手に対して、あんなリラックスした表情を見せるなんて滅多にないことだ。っていうか、初めて見た。知り合ってから一年以上になる僕にだって、愛原は未いまだに緊きん張ちようした態度を見せることがあるのに。

　ほのかに悔しいような気がしないでもなかったけれど、相手がレイじゃ、まあ無理もないかと納得するしかなかった。

　レイは男の僕から見ても魅み力りよく的てきな青年だった。容姿が端たん麗れいなだけじゃなく、物腰はやわらかで理知的で、表情にも言葉にもまったくトゲがない。ただ一点、妖獣騎士ドウーム・ナイトであるという点を除いては、彼に非の打ち所を見み出いだすことはできなかった。

　一方、もう一人の主しゆ賓ひんであるミチルは、不ふ機き嫌げん極まる顔で、しかし黙もく々もくと南の弁当を食べ続けていた。

　左手に持った箸はしをノンストップで動かしながらも、右手に持ったおにぎりにかぶりつくことも忘れない。

　表情だけ見れば美味しがっているようには到底見えないけれど、その馬車馬のような食べっぷりからするに、それなりに美味しいとは思っているんだろう。

　ただ一人、盛り上がっていないのが、美み月づきだった。

　ずっと思い詰めたような顔をしていて──南やレイに話を振られれば短くではあるけれど受け答えはするし、料理にも箸をつけてはいたものの、自分から発言することは、なかった。ミチルとも、一言も口を利きいていない。

　ミチルのほうも、ちらちらと美月のほうを見てはいたものの、話しかけあぐねているようで、食べ始めてからこっち、無言だった。

　そして、僕はといえば、南たちの会話に適当に参加しながら適当に料理をつついていたわけなんだけど──ん？

　ミチルの動きが止まっていた。

　箸の先をくわえた姿勢で、じっと弁当を睨にらみつけている。

　見ると、重箱が五つとも綺き麗れいに空になっていた。

──もうなくなったのか？

　南が用意した弁当は、六人分にしても十分な量があった。それが、ものの十五分もしないうちに玉子焼きの一切れも残さず完食されてしまうなんて。一番食べたのは、間違いなくミチルだ。美み月づき、南みなみ、愛あい原はらあたりが食べた量はたかが知れているから、半分近い量をミチル一人で食べたことになる。しかも、重箱を睨にらむミチルの目は、明らかに食い足りないと言っていた。

──見た目によらず、よく食うな……。

　と、ミチルがふっとこっちを見た。こっち──といっても、見ているのは僕じゃない。ミチルが見ているのは、僕の傍かたわらに置いてある、ベーカリー・イトウのあんパンが詰まった紙袋だった。

「……食べたいのか？」

　じーっと紙袋から視線を離はなさないミチルに、僕はそう訊きいた。

　ミチルは憎ぞう悪おたっぷりの目で一いつ瞬しゆん僕を睨むと、またじーっと紙袋を見つめだす。

「食べたいんなら、食べてくれ」

　ミチルの前に紙袋を押しやる。

　ミチルはただじっと紙袋を見つめ続けるだけで手をつけようとはしない──と思いきや、突然、目にも留まらない疾はやさで紙袋に手を突っ込んだ。そして、取り出したあんパンを改めてじっと見つめる。真剣極まる目で。

「た──」

　食べないのか？　と問おうとした瞬間、ミチルがあんパンにガブッとかぶりついた。獲物に襲おそいかかる蛇へびかワニみたいな勢いで。

「なに、これ……」

　一口目を咀そ嚼しやく・嚥えん下かし終えると、ミチルは手中のあんパンをしげしげと見下ろして、小さく呟つぶやいた。

「なにって、あんパンだよ」

「あんパン……？」

「食べたこと、ないのか？」

　バカにされたと思ったのか、ミチルはまた僕を一睨みして、あんパンに向き直った。

「あんパン……」

　眉み間けんにこれでもかと深い皺しわを寄せて、嚙かみしめるように呟く。

　どう見てもそれは美味おいしいと思っている顔じゃない。だから僕は、ミチルがこれ以上あんパンを食べることはないだろうと、紙袋に手を伸ばしたのだけれど──そう、ミチルは美味しいからって美味しそうな顔をする女の子じゃなかったのだ。

　べしっ。

「いてっ！」

　紙袋をこっちに寄せようと伸ばした僕の手を、ミチルの手刀が叩たたき落とした。

「な、なんだよっ!?」

　僕の抗議を無視して、ミチルは食べかけのあんパンを頰ほお張ばった。

　もしゃもしゃ、ごっくん。

　もしゃもしゃ、ごっくん。

　まったく美味おいしくなさそうな顔で、しかし、ミチルはあんパン一個をあっと言う間に平らげてしまった。そして、すかさず紙袋に手を突っ込み、二個目のあんパンに取りかかる。

　もしゃもしゃ、ごっくん。

　もしゃもしゃ、ごっくん。

「……もしかして、気に入ったのか？　あんパン」

　ミチルは無言。けれど、その食べっぷりがなによりの答えになっていた。

「そっくりだ……」

　ミチルの食べっぷりは、美み月づきのそれとまったく同じだった。

　くすりともせず、迅じん速そくかつ機械的に、ミチルはあんパンを次々に胃に収めていく。

「やっぱり、美月の妹だねー」

　そう言って笑ったのは、南みなみだ。

「美月の妹ならあんパン好きなんじゃないかって思ったんだけど、的中だったね」

　そういえば、美月にあんパンを買ってくるよう指示したのは、南だったっけ。

「なんか、あんパン食べるの、生まれて初めてらしいぞ」

「そりゃ、珍めずらしいね。でも、気に入ってくれたんなら結果オーライじゃない？」

「そうだな……」

　ミチルの食べる勢いは、一向に衰おとろえない。あれで一体、何個目なんだろう。ただでさえその前に三人前食べてるっていうのに。

「ミチル、美味しいかい？」

　レイに訊きかれたミチルは、いかめしい顔で口いっぱいにあんパンを頰張った状態で、コクンと頷うなずいた。

　ミチルの目の前にあるベーカリー・イトウの紙袋を見てみると──まったく恐ろしいことに、二十個はあったはずのあんパンが、一個もなくなっていた。

「ミチルも喜んでいます。みなさん、本当にありがとうございます」

　ミチルの頭を撫なでながら、レイは改めて僕らに礼を言った。

　南は明るい笑顔で、愛あい原はらは控えめな微笑ほほえみで応こたえる。美月は思い詰めた顔をしたまま、じっとミチルを見つめていた。




　キーンコーンカーンコーン──。




「ありゃ、もう予鈴が鳴っちゃったか」

「楽しい時間はあっと言う間ですね」

　残念そうに苦笑うレイに、南みなみはちっちっちっと人差し指を振ってみせた。

「まだまだ、歓迎会は続くわよ。──放課後にね」

「ほんなほ、ほーはんひゃないはほ」

　ミチルが抗議の声をあげる。──が、口いっぱいにあんパンを頰ほお張ばっているおかげで、なんと言っているのかさっぱりわからない。ただ、イントネーションからして抗議の声であることは間違いなかった。

「だーめ。これはもう決定事項なんだから。いいよね、レイくん？」

　はい、とレイは笑顔で頷うなずいた。

「ひはほ！　れひ！　ひほひほ！　ほほひほは！」

　ミチルがさらに抗議の声をあげる。けれど、レイが参加表明した以上、ミチルの参加も確定したようなものだった。

「僕と美み月づきの参加は？」

「そんなもの、一万年と二千年前から決定してるに決まってるでしょう？　三時半に商業エリアの入り口ってことで、ＯＫ？」

「ああ」

　頷いた僕の隣となりで、美月は首を縦にも横にも振らず、ただうつむいていた。




「なに、これ……？」

　クレーンゲームの筐きよう体たいを前に、ミチルがいかめしい顔で誰だれともなく問いかけた。

　南が答える。

「これはね、クレーンゲーム。そのぶら下がってるクレーンを操作して、景品をつかみ取るの。で、つかんだ景品を落っことさずにここの穴まで運べれば、景品がゲットできるって寸法」

「ふーん……」

　放課後──。

　歓迎会の続きは、ミチルとレイに商業エリアを案内するという形で行われることになった。

「まずは、やっぱりここからよねっ」

　案内役である南が、そう言って最初の案内地に選んだのは、ゲーセンやらカラオケといった娯楽系の店舗のひしめく一角だった。

　ひなたがいた頃ころには寄って帰ることもあったけれど、最近はてんでご無ぶ沙さ汰ただった場所だ。久しぶりにきてみると、なくなっている店もあれば新しくできた店もあって──今、僕らがいるゲーセンも、ほんの三ヶ月前にはなかった店だった。

「この後は、どうするつもりなんだ？」

　僕は南に声をかけた。

「軽くボーリングでもして、それから飲食店街に移動って感じかな」

「弟たちの迎えは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ご心配なく。そっちは今日は親父おやじ様に頼たのんであるから。──心配なのは、むしろあっちかな」

　南みなみがちらりと視線を送った先には、面おも白しろくも興味もなさげにメダルゲームの筐きよう体たいを眺めている美み月づきの姿があった。

　美月は昼から変わらず、表情は重く、口数も少なかった。

「まあ、美月のほうは杉すぎ崎さきに任せるよ」

「ああ」

「とりあえず、主しゆ賓ひんのふたりのほうは、今のところ順調かな？」

「そうだな……」

　主賓の一人、レイは愛あい原はらと和なごやかに談笑していた。

　そして、もう一人の主賓、ミチルはといえば──まださっきのクレーンゲームの前にいた。景品のぬいぐるみを、睨にらむような目で凝ぎよう視ししている。

「もしかして、欲しいのか？」

　僕が背後から声をかけると、ミチルはバッと振り返って唸うなるように歯を剝むいた。

「やってみるか？」

　僕が言って財布から百円玉を取り出すと、ミチルは一いつ瞬しゆん「えっ？」という顔をした後、「やるわけないでしょ、こんなくだらないもの」、腕組みしてつんとそっぽを向いた。

「じゃあ、僕がやるよ」

　僕は百円を入れて、操作ボタンに手をかけた。

　ミチルが見てたのは、あれだよな。胸に赤いボタンをつけた、白い子グマのぬいぐるみ。

　ボタンを押して、クレーンを操作する……が、失敗。

「もう一回」

　再度チャレンジするも、失敗。

「まだまだ」

　さらに三度、失敗を重ねる。

「手て強ごわいな……」

「下手へたクソね。どきなさいよ」

　六枚目の百円玉を投入した僕を押し退のけて、ミチルがボタンに手をかけた。

　ミチルの操るクレーンは子グマの頭をがっちりとつかみ、持ち上げ、そして──。

「おっ、いけるか？　どうだ？　──おおっ！」

　見事、子グマのゲットに成功したのだった。

「初めてで一発成功とは、やるじゃないか」

「簡単よ、こんなもの」

　得意げに胸を張るミチルに、子グマを差し出す。……が、ミチルは子グマを見つめるだけで受け取ろうとしない。

「どうした？　いらないのか？　せっかく獲とったのに」

「い、いらないわよ、そんなくだらない物」

　あんなに欲しそうにしてたじゃないか、という言葉を僕はぐっと吞のみ込んだ。こういう言い方はミチルには逆効果だ。

「そうか。なら僕がもらうよ。いやー、嬉うれしいなぁ。実はこう見えて、ぬいぐるみには目がないんだ。特にクマ。クマはいいね。クマのぬいぐるみほど可か愛わいい物なんてこの世にはないとすら思うよ」

　言って、僕は子グマのぬいぐるみを頰ほおずりする勢いで抱きしめてみせた。

　……言っておくが、もちろんこれは演技だ。ぬいぐるみを抱いて頰ずりするようなメルヘンチックな趣しゆ味みは僕にはない。

「いやー、可愛いなぁ」

　と、不意に僕の腕の中からぬいぐるみのもふもふした感触が消えた。ミチルに奪い取られたのだ。

「こんな物、これっぽっちも欲しくないけど、あんたが好きだっていうのなら話は別よ。これは、あたしがもらうわ」

「嫌いやがらせかよ」

「そうよ。これは嫌がらせよ」

　ミチルは子グマを胸に抱いて、言う。

「こんなくだらない物、ホンっっっトーに、欲しくなんかないんだからね。あくまでも、あんたへの嫌がらせのために、仕方なくもらうんだから」

「はいはい」

　僕は降参とばかりに両手を上げた。

　ふん、と鼻を鳴らしたミチルは、僕から顔を背そむけるようにして子グマを抱きしめた。

「ミチルちゃーん、こっちこっちー！　プリクラ撮ろうよー！」

「なによ、騒そう々ぞうしい女ね」

　南みなみに呼ばれたミチルは、悪態をつきつつもトコトコとそっちに歩いていく。子グマはしっかりと抱きしめたまま。

「……まるっきり、子供だな」

　見た目だけでなく、とんがった物言いも美み月づきに似ているように感じていたけれど、ミチルのそれは美月よりずっと子供っぽい。まるで反抗期の幼児だ。

　その反抗期の幼児様は、どうやらゲーセンをいたく気に入ったようだった。特に気に入ったのがクレーンゲームで、店中のクレーンゲームに片っ端ぱしから挑戦しては、ぬいぐるみだのお菓子だのをゲットしまくり、他ほかの客から注目と喝かつ采さいを浴びまくっていた。

　プリクラも気に入ったようで、自分一人で、あるいはレイと二人で、撮りまくっていた。プリクラ行あん脚ぎやの最中、ミチルは何度も美み月づきに物言いたげな目を向けていたけれど、あれはやっぱり、美月と一いつ緒しよに撮りたいってことだったんだろう。

　僕も美月に、「一緒に撮ってこいよ」と言ってみたけれど、返ってきたのは、「今のあの子は私にとってはもう……敵なのよ」という、悲しい答えだった。

　美月にはミチルと殺し合う覚悟がある。だけど、決してミチルを殺したいと思っているわけじゃない。

　その証拠に、僕は気づいていた。美月がはしゃぐミチルに、時折、優しい──見守るような目を向けていたことに。




　ゲーセンを出た僕らが次に入ったのは、トレーニングジム内の温水プールだった。

　当初の予定じゃ、ゲーセンの次はボーリングのはずだった。なのに、ゲーセンを出たところで、南が急に「やっぱり、プールにしよう！」と言い出して、予定変更と相あい成なったのだった。

　曰いわく、「ボーリングも楽しいけど、裸の付き合いのほうがお互いを手っ取り早く解わかり合えるじゃない？」という意図らしい。

　まあ、この場合は裸じゃなく水着の付き合いになるわけだけど。

　急に決まったことだから、当然、誰だれも水着なんか用意しちゃいない。けれど、水着はレンタルできるから問題はなかった。

　で、各人がどんな水着を選んだかというと──。

　まず、南は明るいグリーンのビキニ。さわやかで健康的で、南にはよく似合っていた。愛あい原はらもビキニだけど、こちらはスカート付きで色は黒。胸元についたリボンが可か愛わいらしい。色合い的には地味だけど、デザイン的にはけっこう大胆な気もする。

　美月とミチルは、シンプルな紺のワンピース（限りなく、スク水っぽい）。お揃そろいになったのはミチルが美月を真似まねたのか、それとも姉妹でセンスが似ているだけなのか。
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　プールのほうはというと、広々としていていい感じだった。今まで利用したことがなかったけど、たまには泳ぎにくるのもいいかもしれない。

「ほらほら、また両足が一緒に動いてるよ！　右、左、右、左！　交互に動かすの！」

　意外だったのは、ミチルが泳げないことだった。

「わかって、る、わよっ！　偉そう、に、言わない、で、っ！」

　そのミチルは、プールの隅っこで南と愛原にバタ足を教わっていた。

　愛原に手を持ってもらい、南に腹を支えてもらって、必死に両足をバタバタさせている。

「ぶくぶく……」

　あ、沈んだ。

「……ぶはあっ！」

　お、浮かんできた。

「げほっ、ごほっ！　ま、まだまだよっ！」

　本当に必死だ。

「そうそう、その意気その意気！」

　レイ曰いわく、ミチルは一度も泳いだことがないのだという。

　水泳経験がゼロなら泳げなくて当然だ。だけど、ルドラの人間離ばなれした運動神経なら、水泳なんてあっと言う間にマスターできそうなものなのに、ミチルのカナヅチはどうやら筋金入りっぽかった。バタ足すら一向にできるようにならない。どうしても、左右の足が一いつ緒しよに動いてしまうらしい。

「ミチルー、がんばれー」

　そんなミチルにプールの真ん中からレイが声援を送る。水にぷかぷかと浮きながら楽しげに笑っている彼の腕には、イルカの形をした浮き袋が抱えられていた。

　ミチルが泳げないのも意外だったけれど──それ以上に意外だったのが、レイまでがカナヅチだったという衝しよう撃げきの事実だ。

　ミチルと同様、今までに一度も泳いだことがないというレイのカナヅチっぷりも、たいしたものだった。なにしろ、バタ足をしようとすると両足が一緒に動くどころか両腕までがバタバタと動いてしまうんだから、ミチルよりも重傷だ。

　ミチルには「練習すれば必ず泳げるようになるよ！」と力強く励ましていた南みなみも、レイには「人間、向き不向きがあるよね……」と匙さじ投げモードだった。まあ、レイ自身、泳げないなりに楽しんでいるみたいだから、問題はないだろう。

　そして、僕はといえば、軽く水に浸つかっただけで、あとはずっとプールサイドにいた。久しぶりのプールだからおもいっきり泳ぎたいところだけど、模も擬ぎ戦せんでミチルにやられたダメージがまだ尾を引いていたおかげで、無理だった。この後、夜には美み月づきとの特訓があるから、悪化しないようにおとなしくしておかないとまずい。

「美月」

　僕は隣となりで体育座りをしている美月に声をかけた。

　美月も最初にちょっとだけ水に入っただけで（それも、南に突き落とされて）、以降はずっとプールサイドの住人だった。

「泳がないのか？」

「そんな気分じゃないの」

　美月はため息交じりに答えた。

「おもいっきり泳げば、すっきりするかもしれないぞ？」

「ありえないわね」

　断言する。

「そんなの、わからないじゃないか」

「わかるわよ」

　またしても、断言。

　これは……まさか……。

「……ひょっとして、美月も泳げない……のか？」

「……悪い？」

　ギロリと横目で睨にらまれる。恐こわい。

「いや、悪くはないけど……泳げないっていったって、要するに美月もアレだろ？　水泳経験がないってだけなんだろ？　だったら、練習すれば、美月だったらすぐに──」

「初めてじゃないわよ」

「えっ？」

「去年の夏にここに来て、泳げなくて……悔しいから何度か通ったけど、全然泳げるようにならなくて……」

「そ、そうだったのか」

　そういえば、南がプールに行こうと言い出した時、美月だけが露ろ骨こつに嫌いやな顔をしていたっけ。

「……沈むのよ、身体からだが」

「な、なるほど」

「……悪い？」

「いえ」

　美み月づきの意外な弱点ってところだろうか。いや、ミチルもレイもカナヅチなんだから、ルドラの……かな？

　ふん、と仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らしてプールのほうに向き直った美月の目線の先には、必死に両足をバタつかせているミチルの姿があった。

「ほーら、手、離はなすよー」

「ちょっ、なに言って、無──っ！　……ぶくぶく」

　あ、また沈んだ。

　去年の美月もあんな感じだったんだろうか。

「ぷっ……いででででっ！」

　ぶくぶくと沈んでいく美月の姿を想像して吹き出した僕は、美月に脇わき腹ばらをつねられて悲鳴をあげた。

「今、私の溺おぼれてる姿を想像してたわね？」

「い、いえ、そんなことは決して」

「偽ぎ証しよう罪ざいは重罪よ。正直に言いなさい。正直に言えば、減刑してあげるわ」

「……すみません。ちょっとだけ想像しました」

「そう……なら、死刑ね」

　美月が酷こく薄はくに目を細めて、左手を持ち上げる。

　減刑の話はどこへ!?

「さよなら、セーヤ」

　さっきつねられて真っ赤になっていた箇所を、もう一回──それもご丁てい寧ねいに爪つめまで立ててつねられて、僕はたまらず絶叫した。




　軽く一時間ほどプールで遊んでジムを出た僕らは、飲食店街に移動した。ジムを出た時にはもう外はすっかり暗くなっていて、ボーリングはまた今度ということになった。

　飲食店街では、オススメの店をざっと紹介した後、ベーカリー・イトウの喫茶スペースに入った。

　どこかでメシにしようという話になって、店はミチルに決めてもらおうってことになって、ミチルが選んだのがベーカリー・イトウだったのだ。夕飯がパンってのもどうなんだろうって感じだけど、主しゆ賓ひんのミチルの希望なんだから仕方がない。

　生まれて初めてパン屋に入ったというミチルは、陳列されたたくさんのパンを前にキラキラと目を輝かがやかせつつも、買ったのは結局、こしあんパンだけにとどまった。しかし、勘違いしちゃいけない。こしあんパンだけといっても、それはこしあんパン一個って意味じゃない。

　昼間、美み月づきによって買い占められたこしあんパンは、今度はミチルによって買い占められたのだった。

　その際、美月とミチルは短いながらも言葉を交わした。

　ありったけのこしあんパンをトレイに載せて、その勢いでつぶあんパンにもトングを伸ばそうとしたミチルに、

「それは、あんパンじゃないわ」

　と、美月のほうから声をかけたのだ。

　ミチルはまずパチパチと目を瞬またたかせ、それから、じわじわと喜びがこみ上げてきたんだろう──嬉うれしそうに「うん！」と頷うなずいて、「ねえレイ、このつぶあんパンっていうのは、あんパンじゃないんだって！　お姉ちゃんが教えてくれたの！」、満面の笑みでレイに報告していた。

　つぶあんパンだって立派なあんパンだっていうツッコミは、とりあえず吞のみ込んでおいた。




　ベーカリー・イトウでの夕食を以もつて、歓迎会は終了、解散ということになった。

「みなさん、今日は本当にありがとうございました」

　丁てい寧ねいにさわやかに礼を言うレイの隣となりで、ミチルは胸に抱いた子グマのぬいぐるみに半分顔を埋うずめて、片目で美月を見ていた。

　美月とミチルが言葉を交わしたのは結局、あの一言だけだった。でも、一言でも美月が話しかけてくれたのがよっぽど嬉しかったのか、ミチルはあれからずっと上じよう機き嫌げんだった。こしあんパンの山を崩している間もニコニコしっぱなしだったし、ゲーセンで獲とったぬいぐるみやらお菓子やらの景品をくれるとまで言い出した。

　景品は南みなみと愛あい原はらで分けることになった。僕も、ぬいぐるみはともかくお菓子なら貰もらっても困らないと思って、チョコ菓子に手を伸ばしたのだけれど、「あんたはダメよ」と、ミチルに手を叩たたかれてしまったのだった。まあ、いいけど。

「いいっていいって、こっちだって楽しかったし。今後ともよろしくね、レイレイ、みっちー」

　いつの間にやら南はミチルとレイを愛称で呼ぶようになっていた。プールの途中からだったろうか。

　みっちー、と南に呼ばれる度たびにミチルは不快げにピクリと眉まゆを動かしはするものの、気安く呼ぶなだの勝手に変なあだ名を付けるなだのと抗議の声をあげたりは、しなかった。初めは抗議したのかもしれないけれど、レイに諭さとされたか、南のペースに押し切られるかしたんだろう。

　一方のレイは、レイレイと呼ばれる度に嬉しそうな顔をする。曰いわく、「愛称で呼ばれるのって、実は初めてなんです。いいものですね」ということらしい。

　なにはともあれ、今回も南に感謝だ。歓迎会は、成功か失敗かでいえば大成功だろう。模も擬ぎ戦せんに、美月の話に、歓迎会に──今日一日で、ミチルのことがずいぶんわかった。ミチルを妖獣騎士団ドウーム・ナイツから抜けるように説得するための道も見えたような気がする。とはいえ、それは容易な道じゃない。

　厄やつ介かいなのは、レイの存在だ。美み月づきを連れ戻すために、ミチルとともに光風学園にやって来た、もう一人の妖獣騎士ドウーム・ナイト。危険な人物には、今のところ見えない。だけど、彼も妖獣騎士ドウーム・ナイトである以上、ミチルが妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けることを、絶対に良しとはしないだろう。

　レイは美月の大切な幼おさな馴な染じみだ。ミチルと一いつ緒しよに、彼も妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けるように持っていければ、ベストなんだけれど……どうにも、レイという人物の核が、まだ僕には見えていなかった。今の段階じゃ、ふたりを説得するための材料が足りているとは言い難がたい。

「それじゃあ、ボクらはこれで」

「うん、また学校でね。みっちーも、バイバイ」

　手を振る南みなみに、ミチルはぬいぐるみから上げた顔を、怪訝けげんげに顰しかめた。

「なによ、それ」

　疑問の言葉を口にしたミチルが見ているのは、南が振っていた手だ。

「なにって、バイバイのこと？　ミチルちゃん、バイバイしたことないの？」

　頷うなずく、ミチル。

　僕の立ち位置から南の顔は見えないけれど、きっと驚おどろいた顔をしているだろう。

　でも、僕は驚かなかった。ミチルたちルドラは、戦いばかりを教えられて育つ。美月だって指切りを知らなかった。

「バイバイっていうのはね、友達同士がお別れする時にするものなの。こうやって、お互いに手を振って、バイバイ、またね、って」

「ともだち……」

「みっちーも、やってみて」

　ミチルは利きき手である左手をぬいぐるみから離はなすと、顔の前まで持ち上げて、隣となりに立つレイを見上げた。

　見上げられたレイは、目を細めて頷いた。

「ミチル、やってごらん」

「……」

　ミチルは無言で、だけど頷いて、南に向き直った。

　そして──。

「ばいばい……」

　左手で、小さく手を振った。

「うん、バイバイ」

　南が明るく手を振り返す。南の隣に立っている愛あい原はらも、「バイバイ」と小さな声で言って、控えめに手を振った。

「ほら、杉すぎ崎さきと美み月づきも」

「あ、ああ」

　南みなみに言われて、僕も手を振った。美月は──振らない。無言で顔を背そむける。

「お姉ちゃん……」

　残念そうにうつむいたミチルの肩を、レイの手が優しく包んだ。

「帰ろう、ミチル」

「うん……」

　帰っていくレイとミチルの背中を、美月は顔を背けたまま、だけど横目で見送っていた。




　夜。

「──っ……あっ……」

　特訓を終えて帰宅した僕は、呻うめきながらソファに倒れ込むように横たわった。

　ミチルに模も擬ぎ戦せんでやられたダメージが抜けきっていなかったところに特訓のダメージと疲労が重なったおかげで、今晩はいつも以上にボロボロだった。

　美月は特訓中も思い詰めたような顔をしてはいたけれど、動きが鈍っている、なんてことはこれっぽっちもなかった。むしろ、いつも以上に切れていたぐらいだ。

　美月の覚悟は本物なのだと、僕は改めて思い知った。美月は、ミチルやレイとの戦いを覚悟している。そして、その時が来た時には、美月は一切の迷いもなく全力で戦うだろう。

　頼たのもしくも悲しい覚悟。

「──……っ」

　歯を食いしばって、身体からだを起こす。

　もうちょっとも動きたくはなかったけれど、せめて着替えないと……。

「よい、せっと」

　ヴヴヴヴヴ。

　立ち上がったところで、ズボンの尻しりポケットに入れておいたケータイが震ふるえた。

　……メールにしては振動が長い。ってことは、電話か。

　尻ポケットからケータイを取り出して、発信者を確認する。

「誰だれだ……？」

　ディスプレイに表示されているのは、憶おぼえのない番号だった。

　知らない番号からの電話は普ふ段だんなら無視するところだけど、今はミチルやレイの件もある。

　嫌いやな予感を覚えつつ、僕は通話ボタンを押した。

「……はい」

『杉崎くんかい？』

「……ああ」

『夜分に申し訳ないね。ボクは──』

「声でわかるよ。……レイ、だろ？」

　電話の向こうで、相手が微笑ほほえむ気配が伝わってきた。

　嫌いやな予感は、まったく嬉うれしくないことに、当たってしまったようだった。




　レイが僕を呼び出したのは、いつも特訓に使っている公園──ほんの小一時間前まで、美み月づきと特訓していた場所だった。

　話したいことがあるから一人で来てほしい、とレイは言った。僕のケータイ番号は南みなみに聞いたらしい。

　迷ったけれど、僕は軋きしむ身体からだを押して公園に向かった。

「やあ、よく来てくれたね」

　ブランコに腰掛けていたレイは、僕の姿を認めると立ち上がって片手を上げた。

「呼び出しておいてなんだけれど、本当に一人で来てくれるとは思わなかったよ。罠わなかもしれないとは思わなかったのかい？」

「思ったよ。けど、あんた言っただろ？　これは強迫でも強制でもなく、お願いだって」

　うん、とレイは頷うなずいた。

「美月が言ったんだ。あんたは信じられる人間だって」

「だから、キミもボクを信じる？」

「そうだ」

　迷いなく頷くと、レイはなぜか嬉しそうに笑った。

「来てもらえて、嬉しいよ。本当は、さっき話せればよかったんだけど、なかなか機会がなくてね」

　さっきってのは、歓迎会中のことか。

「実際に会わなきゃ、できない話なのか？」

「まあ、電話でもかまわないといえばかまわないんだけど……やっぱり、直に話したほうがいいかなと思ってね。話っていうか、質問なんだけど」

「……質問？」

「キミは、美月が好きかい？」

　予想の枠の外からの質問に、僕は思わず「へ？」と間抜けな声を出してしまった。

「キミは、美月が好きかい？」

　レイは同じ質問を繰くり返した。

「好きって……いうと……えっと……」

　好き。

　レイの言う好きってのは、どういう意味での好きなんだ？

　人間的に？　相棒パートナーとして？　それとも、女の子としてってことか？

　人間としても相棒パートナーとしても、もちろん好きだ。尊敬も信しん頼らいもしている。でも、女の子としては……どうなんだ？

　嫌きらいなわけじゃない。好きか嫌いかでいえば、もちろん好きだ。でも、その好きがいわゆる恋愛的な意味での好きに相当しているかと問われれば、それは果てしなく微妙なところというか、そもそも僕は僕が美月のことを好きかなんて、そんなこと考えたことすらなくて、考えたこともないのに即答なんてできるわけもなくて──。

「ボクは、好きだよ」

　ふつふつと煮えてきた思考に冷や水をかけるように、レイが言った。

「え……？」

「ボクは、美み月づきを愛している」

　そう言ったレイの目は、声こわ音ねは、怖いぐらいに真しん摯しだった。

「子供の頃ころから、ずっとね。結婚の約束だってした」

「結婚って……」

「子供同士の、他た愛わいのない約束だけどね。美月の記き憶おくからはもう消えてしまっているかもしれないけど、結婚式ゴッコもしたよ。テーブルクロスをヴェールの代わりにして、玩具おもちやの指輪を交換して……知ってるかい？　美月はああ見えて、ままごとの大好きな子だったんだよ」

　レイは語る。懐なつかしげに目を細めて。僕の知らない昔の美月を。

　胸がしみるように痛んだ。まるで、心臓に針で傷をつけて、そこに塩を塗り込んだみたいに。

「美月を愛する気持ちは、今も変わらない。これからも変わらないだろう。だから、ボクは──」

　レイは細めていた目を開いて、またまっすぐに僕を見た。

「美月の幸せのためなら、どんなこともする。どんなことだってできる。ボクにとって、美月の幸せ以上に尊いものなんて、なにもありはしないんだ」

「……それって……」

　口の中が乾いていくのを感じながら、僕はレイに問いかけた。

「美月は必ず連れ戻すって……美月の幸せは自分と一いつ緒しよにいることだって、そう言いたいのか？」

「このままじゃ、美月は実の兄妹と殺し合うことになる。それは美月にとって幸せなことなのかい？」

　逆に問われる。

「それは……でも、美月の兄貴は、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの団長で、人類の敵なんだろ？　ミチルだって……」

「人類の敵だとしても、美月の肉親であることに変わりはないよ」

　言って、レイは一歩足を前に踏ふみ出した。一歩一歩近づいてくる。

　僕は足が勝手に後じさりそうになるのを踏ん張ることでこらえて、言葉を返した。

「美み月づきの幸せは、美月自身が決める。あんたがどれだけ美月と親しかったって、美月の幸せを決める権利は、ない」

　目の前までやってきたレイは、僕の目をじっと覗のぞき込むように見つめて──笑った。

「うん、いい答えだ。美月はいい相棒パートナーに巡り会えたんだね」

　笑顔でそう言うと、レイはくるりと背中を向けた。そして、言う。

「もうじき、嵐あらしがくる」

「嵐……？」

「天上院が聖せい剣けんを手に入れていることを、知ってしまったからね」

　聖剣。それは、獣殺士スレイヤーや獣殺士スレイヤーを志す者でなくても知っている、歴史の教科書に必ず載っている単語だった。

　世界を日につ蝕しよくから救った十賢者が手にしていたという、究極の魔ま器き。だけど、僕はそれが事実じゃないことを知っていた。

　聖剣とは、十賢者の魔器じゃなく、十賢者自身──すなわち、根源魔法の使い手を指す言葉だ。

　そして、僕は現在天上院にいる聖剣に心当たりがあった。

「神かみ代しろひなた」

　レイの口から、今まさに僕が思い浮かべていた人物の名前が出た。

「幼おさな馴な染じみなんだってね、彼女」

　レイが背中を向けたまま顔だけを振り向かせた。

「なんであんたがひなたを……」

「戦ったんだ、ついこの間ね」

　僕は反射的に腰の剣に手をかけた。

「心配いらないよ。勝ったのは彼女だから。根源魔法の力というのは、すごいものだね」

「どうして、あんたがひなたと……！　それに、ひなたと僕が幼馴染みだってことも、なんであんたが知ってるんだ!?」

「後者の問いから答えようか。ボクが神代ひなたとキミの関係を知っているのは、キミについて調べたから。美月の相棒パートナーが聖剣の幼馴染みだなんて、さすがに驚おどろいたよ」

「僕について調べた？　ひなたじゃなく？」

　うん、とレイは頷うなずいた。

「美月の相棒パートナーの人となりを、知りたかったんだ。神代ひなたがキミの幼馴染みだったのは、驚くべきことではあるけれど、まあ偶然だね。ボクと神代ひなたが戦ったのも、偶然。彼女を狙ねらったわけじゃない。でも、次はそういうわけにもいかないだろうね。霞か月づきは聖剣である神代ひなたを放ってはおかないだろう。霞か月づきが本格的に動き出すのは時間の問題だよ。天上院だって黙だまってはいないだろう」

「……どういう、ことなんだ……？」

「嵐あらしだよ」

　レイは振り向かせていた顔を夜空に向けた。

「嵐がくる。きっと、もうすぐそこまで迫っている。ボクもミチルも美み月づきも、逃れることはできない」

「……一体、なんなんだ？　嵐って……」

　レイは、僕の問いに対する答えとは違う言葉を返してきた。

「ボクはボクのやり方で美月を守る。キミはキミのやり方で美月を守ってほしい」

「当たり前だ」

　僕の答えに、レイはまた顔だけを振り向かせて、笑った。

「ありがとう。キミと話せて、よかったよ」

　片手を上げて、そしてレイは去っていった。

　僕はベンチに腰を下ろして、レイの言葉を反はん芻すうした。

「嵐、か……」

　一体、なにが起ころうとしているのか。そこに、ひなたがどう関係してくるのか。

　わからないことだらけだ。けれど、わかったこともあった。

　レイの、美月への気持ちだ。

　美月を愛していると、美月の幸せのためならなんでもできると言ったレイの目は、とても噓うそを言っているようには見えなかった。

　そして、レイは美月が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻ることが、美月にとっての幸せだと思っている。

　美月の決意は固い。レイやミチルにどれだけ説得されたって、美月が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻るなんてありえない。

　だけど、レイやミチルがそう簡単に諦あきらめるとも思えない。

　……果たして、僕にふたりを妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けるよう説得することができるのか。

　ミチルの説得だって簡単じゃないっていうのに、レイの説得はさらに難しいように思えた。

「それでも、やるしかないんだ」

　声に出して自分に言い聞かせて、僕はベンチから立ち上がった。

　バシバシと両手で頰ほおを叩たたいて、気合いを入れる。

　まずは、ミチルだ。













　　　三幕　三つ巴どもえ







　いい目をしている、とレイは思った。

　迷いのない目──というのとは、違う。

　迷うことがあっても、どんなに迷っても、最後には必ず正しい道を選択して、その道を突き進んでいける人間の目だ。

　剣士としての実力はまだまだだが、ああいう目をしている人間は、強くなる。

　美み月づきが──レイの愛した少女が、そうだったように。

　夜道を一人歩きながら、レイは微笑ほほえんだ。

　──が、その微笑みは次の瞬しゆん間かんにはもう消えていた。

　痛みのせいだ。

　ズキン、と左目に鈍い痛みを覚えて、レイはよろめいた。

　驚おどろくことでも焦あせることでもない。いつものことだ。

　レイの左目は、日に何度か、こうして疼うずく。

　レイは指先だけで左の瞼まぶたに触れた。

　レイの左目は生まれついてのものじゃなかった。生まれついての左目は、三年前に『彼』に奪われてしまった。

　現在の左目は、代わりに『彼』に与えられた、外げ法ほうによって作り出された偽いつわりの目だった。

「心配なのかい？　霞か月づき……」

　レイは、ここにはいない『彼』に向けて問いかけた。

「ボクまで、キミを裏切るんじゃないかって……」

　傍かたわらにあった電信柱に寄りかかって、レイは夜空を仰いだ。

「悲しいね、キミは。誰だれよりも純粋であるが故ゆえに、誰よりも歪ゆがんでいる……」

　左目の疼きは、すぐに治まった。

　だが、レイの身に訪れた異変は、それだけに留とどまらなかった。

　左目の疼きが治まるのと同時に、今度は睡すい魔まが押し寄せてきて、レイはあくびを嚙かみ殺した。

「こっちも周期が短くなってきた……。いよいよかな……」

　目を開けているのも辛つらいほどの、抗あらがいがたい眠気。

　このままじっとしていたら、確実に眠り込んでしまう。

──まだだ。今はまだ……っ。

　レイは左腕に右手の爪つめを押し当てて、深く食い込ませた。

　痛みに慣れているレイにとって、この程度の痛み、歯を食いしばるにも及ばない。それでも多少なりとも眠気はやわらいだ。

　腕に爪つめを食い込ませたまま、レイは電柱から背中を離はなし、歩き出した。

　一歩歩くごとに腕の傷から滴したたる血は、人のものではありえない、黒い色をしていた。




　　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　翌朝──。

　僕はいつもより二十分ほど早く、公園にやって来た。

　目的あってのことじゃない。たまたま早く目が覚めてしまって、せっかくだから美み月づきが来るまで素振りでもしていようと、早めに家を出たのだ。

　公園に入って少し歩くと、薄うすい灰色だった空の色がほんのりと朱に染まって見えた。〝神の盾アイギス〟の色だ。

　……うん？

　朱色の空の下──いつも僕と美月が特訓している、そして昨夜僕とレイが話をした場所に、誰だれか立っていた。

　女だ。ウチの制服を着ている。顔は、こっちに背中を向けているから、見えない。

　一いつ瞬しゆん、美月がもう来ていたのかと思ったけれど……違う。髪型が違う。長い髪を頭の両側で束ねたあの髪型の持ち主は──。

「ミチル……？」

　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、ツインテール少女──ミチルは、振り返っていかめしい顔をした。

「あんたに用はないわ。速すみやかに消えて」

　開口一番、それかよ。

「どうして、ここにおまえがいるんだ？」

「なんで犬コロにそんなこと教えなきゃなんないのよ。消えてって言ったのが聞こえなかったの？　それとも、犬コロだから言葉が理解できないの？」

　相変わらずの犬コロ呼ばわり。なんかもう、腹も立たなくなってきた。

「美月に会いに来たのか？」

　ミチルがここに来る理由なんて、他ほかには思いつかない。

　今日は土曜日で学園は休みだから、美月に会おうと思っても学園じゃ会えないのだ。

「だったら、なによ」

「一人か？　レイは？」

「見ればわかるでしょ？　一人よ」

　これは……チャンスかもしれない。

　ミチルとレイ……説得がより困難だと感じたのは、レイのほうだ。だから、まずはミチルを説得する。ミチルが妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜ければ、美み月づきとミチルが戦う理由もなくなる。そうなれば、レイの考えだって変わるかもしれない。

　成功の可能性はお世せ辞じにも高いとはいえない。それでも、他ほかに手がない以上、やるしかなかった。

　そして、今ならミチルと一対一で話ができる。

「昨日の歓迎会、楽しかったな」

　僕のかけた言葉に、ミチルはふんと鼻を鳴らして、「別に」と返した。悪くない反応だ。ミチルのひねた性格を考えれば、楽しかったと言っているのと同じようなものだ。

「次は、昨日行きそびれたボーリングだな。カラオケでもいい」

「……なんなのよ、そのボーリングってのは」

「スポーツの一種だよ。十本のピンめがけてボールをこうやって転がして──」

　投球フォームを真似まねてみせる。

「倒したピンの数を競うんだ」

「……面おも白しろいの、それ？」

「ああ。燃えるぞ。で、カラオケってのは──」

「それぐらい知ってるわよ。歌を歌うんでしょ？」

「ああ。みんなでワイワイやりながらな。やったことは？」

「……ないけど」

「楽しいぞ。今度、やろう」

　ミチルは眉み間けんに皺しわを寄せて唇くちびるをへの字に曲げはしたものの、拒否の言葉は出なかった。

「パン屋巡りもしなくちゃな。明みよう神じん市しには美味おいしいパン屋がたくさんあるんだ。ベーカリー・イトウのより美味しいこしあんパンだってあるかもしれない」

　ピクッ、とミチルのこめかみが震ふるえた。

「人間の世界には──平和な日常には、楽しいことがたくさんあるんだ」

「……だから、なによ？」

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けるんだ」

「……！」

　ミチルの目が大きく見開かれる。

　僕はたたみかけた。

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けるんだ。そうすれば、ゲーセンだってパン屋巡りだって、いつだって行ける。美月とだって、ずっと一いつ緒しよにいられる。

　大好きなんだろ？　美月のこと。このままじゃ、おまえと美月はいつか戦うことになる。そんなの嫌いやだろ？　悲しいだろ？」

「──黙だまれっ！」

　ミチルが僕の言葉を吹き飛ばすように叫んだ。

「犬コロが好き勝手言うなっ！　団を抜けろ!?　そんなのできるわけないじゃない！」

「どうして、できないんだ？」

「兄様を裏切るからよ！　兄様を裏切るなんて、ありえない！」

「そんなに、兄貴のことが好きなのか？」

　ぐっ、とミチルは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

「好きよ！　好きに決まってるでしょ！」

「なら、美み月づきとどっちが好きなんだ？」

　ミチルはまた言葉に詰まった。

「美月と一いつ緒しよにパン屋巡りするのと、兄貴と一緒に人間を殺すのと、どっちが楽しい？」

「そん……なの……っ！」

「私は、どちらかというと人殺しのほうが楽しいですかねぇ」

　僕の問いに答えたのは、聞き覚えのない男の声だった。

「まあ、パン屋巡りも決して嫌きらいじゃないんですが」

　その男は、いつの間にかミチルの背後に立っていた。

　背の高い男だった。身につけているのは軍の戦せん闘とう服ふくに似た黒い服に、真っ白な手袋。右手には魔法杖ルーンスタツフ。長身だが身体からだつきは細くて、頰ほおも瘦こけている。特徴的なのは糸みたいに細い目で、僕とミチルのどっちを見ているのかも、そもそも開いているのかどうかすらわからない。

　……軍人だろうか。でも、それにしては気配が不吉すぎる。
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「その服……」

　ミチルが忌いま々いましげに言った。

「あんた、天てん上じよう院いんの救済者セイバーね」

「はい、そうですよ」

　男は整髪料でオールバックに固められた真っ黒な髪をつるりと撫なでつけて、名乗った。

「ツォンと申します。長い付き合いにはならないでしょうが、よしなに」

　そして、くつくつと笑った。

「救済者セイバー……なのか？　そいつ……」

　ツォンと名乗ったその男は、僕の抱いていた救済者セイバーのイメージとかけ離はなれていた。

　救済者セイバーといえば、人類防衛の要かなめたる至高の戦士。雄お々おしく凜り々りしいイメージがあったのに、くつくつと笑っている目の前の男は、禍まが々まがしい死の気配を纏まとっているように見えた。

　一言で言い表すなら──死神だ。

　僕は腰の剣にそっと手を掛けた。

「で、天上院の救済者セイバーがあたしになんの用なの？」

「それは……貴女あなたがルドラだからですよ、安あん藤どう美み月づきさん」

　……え？

　ふん、とミチルは蔑さげすむように鼻を鳴らした。

「マヌケな奴やつね。あたしはお姉ちゃんじゃないわよ」

「……おや？」

　ツォンは片かた頰ほおに指を添えて、小首を傾かしげた。

「安藤美月さんじゃ、ない？　……はて、言われてみればたしかに、資料にあった写真と髪型が違いますね」

「自分がマヌケだって理解できたみたいね」

「これはこれは失礼しました。……しかし、安藤美月さんをお姉ちゃんと呼んだということは、貴女もルドラということになりますね？」

「だったら、どうだっていうのよ」

「そういえば、安藤美月には兄だけでなく妹もいると資料にありましたね。失念していました」

　ふむふむ、と一人納得したように頷うなずいたツォンは、

「なら、なんの問題もありません」

　にいっ、と口の端はしを吊つり上げ、白い歯を見せた。

「壊こわさせていただきましょうか。──〝死者食む大鷲フレスベルグ〟」

　ピカッと空が光った──と思った次の瞬しゆん間かん、ミチルの立っていた場所に無数の光の槍やりがザクザクと突き立った。

「当たるわけないでしょ、そんなの」

　ツォンの背後に回り込んだミチルが、どこからどうやって取り出したのか──巨大な大鎌デスサイズを肩に担かつぐように構えて吐はき捨てる。

　ミチルが動いたのは、空が光ったまさにその瞬間だ。僕の目はミチルの超スピードを辛かろうじて捉とらえていた。

　それにしても──。

　今のツォンの攻こう撃げきは、なんだ？

　魔ま法ほうを使ったのに、呪文スペルの詠唱も術式コードの筆記もなかったぞ？

「さすがはルドラ。良い反射神経をしていますね。では、これではどうですか。──〝邪なる風神ハストウール〟」

　大気が激しくうねり、悲鳴をあげてミチルに襲おそいかかる。

　まただ。また、呪文スペルも術式コードもなしに魔法が発動した。

　ミチルは跳んで避けようとしたけれど、駄だ目めだった。

　荒れ狂う大気がミチルを吞のみ込み、蹂じゆう躙りんし、地面に叩たたき落とす。

　僕だったら瞬時にミンチになっているだろう攻撃。けれど、ミチルは何事もなかったように立ち上がった。

「全然、たいしたことないじゃない」

　強がりってわけじゃなさそうだった。制服はあちこち裂けていたし、頰ほおにも一筋、傷がついていたけれど、それ以上のダメージは見られない。

「黒を着てるくせに。これなら、この間天上院で戦った白服のチビ女のほうがよっぽど強かったわ」

　言いながら、ミチルは大鎌を振りかぶった。

　三、四人でもまとめて薙なぎ払えそうな長大な刃が、薄うす雲ぐもの切れ間から差してきた朝あさ陽ひを照り返して青く輝かがやく。……あの冷えた青い輝きは、精ミ霊ス真リ銀ル特有の輝きだ。

「今度は、こっちから行くわよ」

　そして、地面を蹴ける。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の大鎌が、音を置き去りにして虚こ空くうを切り裂く。

　不可解な事態が、またそこで起こった。

　魔法杖を手にしていて、実際に魔法を使った以上、ツォンは魔法使いのはずだ。

　魔法使いに、剣士の専用魔法である〝荒神スサノオ〟は使えない。だから、ツォンにミチルの攻撃を避けられるだけの運動能力なんてあるはずがない。なのにツォンは、迫り来る超音速の斬ざん撃げきを軽々と跳ちよう躍やくで避けてみせたのだ。──ありえない。

「〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

　ツォンが着地を待たずに次の魔ま法ほうを放った。

　振り下ろされた魔法杖の先から噴き出した虹にじ色いろの光の奔ほん流りゆうが、糸状に分裂してミチルに覆おおいかかる。

　大鎌で薙なぎ払おうとするミチル。けど、糸の数が多すぎた。払いきれなかった糸が腕に身体からだに絡からみついて、ミチルから行動の自由を奪い取る。

「そのままじっとしていていただけると、私としても楽ですし、貴女あなたとしてもたいした苦痛なく死ねて互いにハッピーだと思うのですが」

　僕とミチルの間に降り立ったツォンが言う。

「笑わせるわね。この程度で勝ったつもりなんて」

　ミチルは不敵に笑うと、歯を食いしばり目を見開いた。

　黒く大きな瞳ひとみが、虎とらの目に変わる。そして、直後──。

「はあっ！」

　気迫の声を響ひびかせて、ミチルは自身を束そく縛ばくする虹色の糸を、力ずくで引きちぎってみせた。

「ほう……これはこれは……」

　ツォンは糸目を見開いて、初めて瞳を曝さらした。

「これがルドラの虎の目ですか。初めて見ますが……これは、なかなか……」

　ツォンが驚おどろいているのは、どうやらミチルが自分の魔法を破ったことに対してじゃないようだった。

「いいですね……非常に、いい……」

　ツォンがぺろりと舌なめずりするのを見て、僕は身み震ぶるいした。

　身に纏まとっている禍まが々まがしい気配が、濃さを増したような気がした。

「さっくり殺すつもりでいましたが……気が変わりました。愛の限りを尽くして壊こわすとしましょうか……」

　糸目をこれでもかと細めて、くつくつ笑う。

「気色の悪い男ね」

　ミチルが顔を顰しかめて大鎌を構える。

　……僕は、どうすればいいんだ？

　ミチルは妖獣騎士ドウーム・ナイトだ。普通に考えれば正義は救済者セイバーのほうにある……はずなのに、ツォンの気配はどうにも禍々しすぎる。

　それに、ツォンが狙ねらっていたのは美み月づきなんだ。

「一つ、答えろ」

　ツォンの顔が僕に向いた。

「おや？　なんですか貴男あなたは」

　初めて僕の存在に気づいたみたいな物言い。

「僕は、美み月づきの相棒パートナーだ」

「貴男あなたが？」

　僕の頭から爪つま先さきまでを舐なめるように見て、ツォンは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「それにしては、ずいぶんと弱そうな……」

「どうして、天上院の救済者セイバーが美月を狙ねらうんだ？」

　かまわず、問いかける。

「うーん……男と話すのはあまり好きじゃないんですが……まあ、今は良い獲物に出会えて気分がいいので、特別に答えてさしあげます。──妖獣騎士団ドウーム・ナイツの殲せん滅めつ指令が出たのですよ。ちょっと前に天上院が数名の妖獣騎士ドウーム・ナイトに強きよう襲しゆうされましてね。それで、これまで妖獣騎士団ドウーム・ナイツに対しては腰の重かった天上院が、ようやく本格的に攻こう撃げきに乗り出した……と、こういうわけです」

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツが、天上院を……？　どうして？」

「それは……一応、機密事項なので、私の口からは言えません。貴男が本当に安あん藤どう美月さんの相棒パートナーだというのなら、相棒パートナーに訊きかれてはいかがです？」

「美月は、妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃない」

「おや、そうなのですか？　ですが、ルドラなのでしょう？　ならば同じことですよ」

「違う！」

　思わず、僕は剣を抜いていた。

「おやおや、抜いてしまいましたか。無関係な人間は殺すなと命じられてはいるのですが……貴男の場合はどうなのでしょうね？　ターゲットの相棒パートナーということは、一応、関係者ということになりそうですが……はて」

「あたしを無視してぐだぐだ話してるんじゃないわよ！」

　ミチルが叫んで、大鎌を振りかぶった。

「これはこれは失礼を致しました。レディを待たせてはいけませんね。──では、続きをはじめましょうか」

「待て！　話はまだ──」

「〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

　僕を無視して、ツォンがミチルに魔法杖を向ける。

　虹にじ色いろの糸が豪雨のようにミチルに降りかかって、ミチルを束そく縛ばくする。

「馬ば鹿かな奴やつね。その魔ま法ほうは効かないって、まだわからないの？」

　笑みを浮かべて、ミチルはさっきと同様、力ずくで糸を引きちぎる。

　だけど──。

「〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

　ミチルが糸を引きちぎった瞬しゆん間かん、次の糸がミチルに絡からみついた。

「……っ！」

「〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

　三度糸を引きちぎろうと力むミチルを嘲あざ笑わらうように、束そく縛ばくの糸が絶え間なく襲おそいかかる。

　引きちぎった瞬しゆん間かん、次の糸が絡からみつき、それを引きちぎる前に次の糸が絡みつく──。

　あっと言う間に四重、五重に束縛されて、ミチルは倒れた。

「この……っ！　この、この、この……っ！」

　もがいてみても、首から上を除いた全身を束縛した虹にじ色いろの糸は、もうビクともしない。

　うーん、とツォンは苦い顔で唸うなった。

「この程度の攻こう撃げきも予測できないとは……よほど頭が悪いのか、実戦経験不足なのか……正直、がっかりです」

「頭が悪いのはあんたよ！　こんなもの、魔ま法ほうでなんとでも──」

「〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

「──もごっ」

　なにか魔法を使おうとしたらしいミチルは、ツォンが新たに放った糸に口を塞ふさがれて、言葉まで奪われた。

「ダメダメですね。まったく拍子抜けですが……まあ、楽に片づいたのですから、良しとしますか」

　ツォンがゆっくりとミチルに近づいていく。

──どうする!?

　ここでミチルがツォンに倒されれば、少なくともミチルが美み月づきの前に敵として立ち塞がることはなくなる。でも、それは美月が妹を喪うしなうってことでもある。

　迷っている時間は、ない。

「我は盾なり剣つるぎなり！」

〝荒神スサノオ〟を唱え剣を構えて、僕は地面を蹴けった。

　──ミチルを助ける。

　ツォンが僕を見て──上を見た。……上？

　つられて上を見た僕は、ツォンの直上に、サイドポニーを靡なびかせて魔法杖を振りかぶる一人の少女の姿を見た。

「美月……！」

　虎とらの目をいっぱいに見開いた美月が、ツォンを木こっ端ぱ微み塵じんに叩たたき潰つぶす勢いで魔法杖を振り下ろす。

「おっと」

　軽く跳び退のいて避けたツォンは、だけど美月が間髪入れずに放った回し蹴りまでは避けられなかった。

　美月の白くしなやかな脚が、綺き麗れいな弧を描いてツォンの鼻っ柱にヒットする。

　ツォンは空き缶みたいに宙を舞って、落ちた。

　常人なら即死している攻こう撃げきだけど、相手は救済者セイバーだ。これで終わりってことはないだろう。

「──っつつ……」

　案の定、ツォンはすぐに起き上がった。

「目から火花が出ましたよ……」

　パンパンと服についた土やら草やらを払って、それから手の甲で鼻血を拭ぬぐう。白い手袋が赤く汚れた。

　……ダメージは、ほとんどないみたいだ。

「天上院の救済者セイバーが、こんな所でなにをしているの!?」

　美み月づきが魔法杖を構えて、鋭く叫んだ。

「んー……その顔、今度こそ、安あん藤どう美月さんですね？　私、天上院から派遣されてまいりました、ツォンと──」

「名前なんてどうでもいい！　質問に答えなさい！」

「元気なお嬢じようさんだ……」

　ツォンはにやりと粘性の笑みを浮かべた。

「力量差がわからないほど無能でもないでしょうに……目には微み塵じんの恐れもない。勇敢なのか、はたまたただの無む謀ぼうなのか……どちらにしろ、気に入りましたよ。実にいい目をしている。あちらのマヌケなお嬢さんよりは、よほどいい」

　言って、くつくつと不快な笑い声をたてる。

「美月！」

　僕は叫んだ。

「そいつの目的は妖獣騎士ドウーム・ナイトの抹まつ殺さつだ！　美月を妖獣騎士ドウーム・ナイトだって勘違いしてる！」

　美月は頷うなずくと、ツォンに向けて言った。

「彼の言うとおりよ。私は妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃない」

「ですが、ルドラであることに変わりはないでしょう？　ならば同じことですよ。それに、マヌケなお嬢さんの解体もまだすんでいませんしね」

　ツォンが魔法杖の先をミチルに向ける。──と、美月がツォンの魔法杖の動きに合わせて、立ち位置を変えた。

　美月が立っているのは、ツォンとミチルの間。ツォンからの攻撃に対して、ミチルの盾になれる位置だ。

「退く気がないなら、これ以上の会話は無む駄だね。──火よ。五元の一にして始原の赤……」

　美月の唇くちびるが呪文スペルの詠唱を、左手の指先が術式コードの空中筆記を開始する。

「準備動作なしで魔ま法ほうを使うこともできないのですか。出来損ないとは聞いていましたが……これは少々がっかりですね」

　ツォンがため息交じりに首を横に振った。

「落胆するには及ばないよ。美み月づきの不足分は、ボクが補うから」

「──!?」

　どこからか不意に聞こえたその声に、ツォンが糸目を見開いて振り返る。

　金髪の青年の姿がそこにあった。

『レイ……』

　美月と僕の呟つぶやきに応こたえるように、レイはやわらかく微笑ほほえみ──言った。

「〝邪なる風神ハストウール〟」

　ひゅん、と風切り音が聞こえた──かと思うと、ミチルを束そく縛ばくしていた虹にじ色いろの糸が、見えざる刃に切り刻まれて弾はじけ飛んだ。

「レイ！」

　自由を取り戻したミチルが、嬉うれしそうに叫んでレイに駆け寄る。

「レイ……」

　ツォンが嚙かみしめるように呟いた。

「レイ・サージェント……。これは思いがけない大物の乱入ですね……」

「どうしますか？　形勢はあなたに不利だと思うんですが」

　レイは言って、左手に持っていた長剣ロングソードの柄つかに手を掛けた。

「そうですね……ルドラ三人を同時に相手するとなると……さすがに厳しいですね。ましてや、一人が妖獣騎士団ドウーム・ナイツの[image: ]３となると」

「退いていただけるのであれば、手出しはしませんが」

　ツォンは肩を竦すくめる。

「やむをえませんね。今日のところは尻尾しつぽを巻いて逃げるとしましょう。──〝かくも美しき翼スパルナ〟」

　びょう、と風を巻いて、ツォンの身体からだが地面を離はなれた。跳ちよう躍やくじゃない。空を飛ぶ魔ま法ほう──なのか？

「レイ！　あいつムカつくよ！　殺しちゃおうよ！」

　収まりがつかないらしいミチルが訴えるが、レイは動こうとしない。

「──しかし、このままただ逃げるのも癪しやくなので……ささやかながら、嫌いやがらせの一つでもさせてもらいましょうか。──〝怒イれグるナ火イ神ト〟」

　ツォンが軽く振り上げた魔法杖の上に、巨大な火球が生まれる。そして、ツォンが魔法杖を振り下ろすと、火球は放たれた矢のように疾しつ走そうを開始した。

　的は──僕だ。

「く……っ！」

　駄だ目めだ。距きよ離りが近すぎる。スピードも速すぎる。これは──避けられない。

「セーヤ！」

　美み月づきの叫びが聞こえた──と思った刹せつ那な、横手からの衝しよう撃げきが僕を弾はじき飛ばした。

　──美月だ。美月が僕を体当たりで突き飛ばしたんだと理解した時にはもう、僕の視界は炎の赤で埋め尽くされていた。

「美月！」

「お姉ちゃん！　──こいつっ！」

　レイとミチルの叫び声が響ひびく中、僕の意識は押し寄せてきた爆風に吹きちぎられた。




　僕が目を覚ましたのは、自分の家のリビングの、ソファの上だった。

　そして、どういうわけか傍かたわらにはレイの姿があった。

　僕が横になっているソファのすぐ近くに座って、眠っているのだろうか……うつらうつらと船を漕こいでいる。

「レイ」

　試しに小声で呼びかけてみると、レイはハッと顔を上げて僕を見た。そして、穏おだやかに微わ笑らった。

「目が覚めたんだね。よかった」

「なんで、あんたがここに……っ」

　起き上がろうとすると、全身にひきつれた痛みが走った。

「無理に動かないほうがいいよ。酷ひどい火傷やけどだったんだから」

「火傷……」

　……そうだ。

　僕は、あのツォンって奴やつの〝怒イれグるナ火イ神ト〟にやられて……。

　慌てて、自分の身体からだを確認する。

　上半身裸だった。胸も腹も腕も、皮ひ膚ふの色がやけにピンクがかっているものの、怪け我がは見られなかった。

「一応、完治はしているけれど、今日一日は安静にしていたほうがいいね」

「あんたが、治ち療りようしてくれたのか？」

「まあね」

「……そうか。ありがとう……」

「感謝なら美月にしたほうがいいね。治療したのはボクだけど、身を挺ていしてキミを守ったのは美月なんだから」

「美月……そうか、あの時、美月が僕を突き飛ばして……」

　美月が助けてくれなかったら、消し炭になっていたってことか。

「美月は？」

「無事だよ。今は二階で寝ている。すまなかったね、勝手に上がらせてもらったよ。美月のマンションでもよかったんだけど、幼おさな馴な染じみとはいえ女の子の部屋に勝手に上がるのは気が引けてね」

「いや、いい。それより、美み月づきの怪け我がの具合は？」

「重傷だったけど、大だい丈じよう夫ぶ。〝癒しの秘蹟サクラメント〟もかけたし、彼女はルドラだから」

「ツォンって奴やつは？」

「退いたよ。ミチルが深手を負わせたから、しばらくは現れないと思う」

「ミチルが……」

　救済者セイバーに深手を負わせるんだから、さすがは妖獣騎士ドウーム・ナイトってところか。

「で、そのミチルは？」

「美月についているよ」

「そうか……」

　ルドラである美月の生命力・回復力は、尋常じゃない。その美月が僕より意識を取り戻すのが遅いってことは、よっぽどの重傷だったってことだ。

「美月は、キミを本当に大切な相棒パートナーだと思っているみたいだね」

「え……？」

「美月は、お世せ辞じにも人ひと懐なつっこい子じゃなくてね。同胞の中でも、孤立した存在だったんだ。能力不足だったことを差し引いてもね。兄弟以外で彼女と親しく接していたのは、ボク一人だった。その美月が、キミには心を開いている。友達まで出来て……。一体、どんな魔ま法ほうを使ったんだい？」

「魔法なんて、なにも……。ただ──」

「ただ？」

「命いのち懸がけで信じたら、信じてもらえた。それだけだよ」

「なるほど」

　レイは笑った。

「立派な魔法だよ。……やっぱり、キミかな」

「……なんの話だ？」

「ただの独り言だよ。──さて、そろそろお暇いとまさせてもらおうかな」

　言って、レイは立ち上がった。

「美月が目を覚ますまで、いなくていいのか？」

「いいんだ。目が覚めた時、ボクやミチルがいたんじゃ、気が休まらないかもしれないしね」

　そして、レイはミチルを連れて帰っていった。

　ミチルは美月が目を覚ますまで傍そばについていたいと半泣きで訴えたけれど、レイは許可しなかった。

「あんたのせいだからね、犬コロ！」

　帰り際ぎわ、ミチルは僕を睨にらみつけてそう叫んだ。

　僕はなにも言い返せなかった。

　美み月づきがやられたのは、たしかに僕のせいだ。僕を庇かばったがために、くらわなくていい攻こう撃げきをくらったんだから。

　僕はふらつく足で二階に上がった。自分の部屋のドアをノックする。返事は、ない。美月はまだ眠っているみたいだ。

　ドアを開ける。女の子が寝ている部屋に勝手に入るのはよくないことだとわかってはいたけれど、美月の無事を自分の目で確かめておきたかった。

　美月は僕のベッドで寝ていた。勉強机の椅い子すをベッドの傍そばまで持ってきて、腰掛ける。

　美月の寝顔は安らかだった。呼吸も落ち着いている。リボンが燃えて取れてしまったのか、いつも頭の片側で束ねられている髪が、今は下りていた。

　髪を束ねていない美月を見るのは、思えば初めてかもしれない。

「美月……」
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　力がほしい。

　髪を下ろしているせいで、なんだか別人みたいに見える美月の寝顔を見つめながら、僕は改めてそう思った。

　力がほしい。

　ツォンは必ずまた現れる。朧おぼろだって、僕らへの復ふく讐しゆうを諦あきらめてはいないはずだ。レイやミチルとだって戦せん闘とうになる可能性はある。

　力がほしい。

　自分なりに努力はしているつもりだし、その努力はちゃんと実を結んでいるとも思うけれど──足りない。

　救済者セイバーや妖獣騎士ドウーム・ナイトを相手にするには、全然、足りない。

　力がほしい。

　互角に戦える力じゃなくていい。そこまでは、到底望めない。

　けど、せめて。

　ほんの一秒──まばたきほどの一いつ瞬しゆんでもいい。相手を無力化できる技かなにかあれば──。

　……技？

　心当たりがあった。

　救済者セイバーや妖獣騎士ドウーム・ナイトにも通用する技。

　彼なら、知っているはずだ。

「セーヤ……？」

　美み月づきがうっすらと目を開けて、僕の名前を呼んだ。

「ここは……？」

「僕の部屋だよ」

　状況を説明する。

　ツォンのこと。レイとミチルに、ここまで運ばれたこと。ミチルがさっきまでずっと美月についていたこと。

「そう……」

「ありがとう、美月」

「なにが？」

「なにがって……美月のおかげで、僕は助かったんだ」

「相棒パートナーを助けるのは当たり前のことでしょう？　礼を言われるようなことじゃないわ」

「美月……」

「私はこれからもあなたを助ける。あなたが私の相棒パートナーでいる限り。あなただって同じでしょう？」

「……ああ、そうだな。僕たちは、相棒パートナーだもんな」

　美月の言うとおり、相棒パートナーが互いを助け合うのは当然のことだ。でも僕には、その当然のことができないでいる。

　ミチルに言われるまでもなく、僕は僕が美月の相棒パートナーに相応ふさわしくないことを、誰だれよりもわかっていた。

　普ふ段だんはなるべく考えないようにしていたけれど、美み月づきが僕のせいで深手を負ったとなると、さすがにこたえる。

　だけど、後ろ向きにはなっていられなかった。

　僕が美月の相棒パートナーに相応ふさわしくないとしたって、僕は──美月の相棒パートナーの座を誰だれかに譲ゆずる気は、これっぽっちだってないんだから。

　僕は美月に見えない角度で、左右の拳こぶしをめいっぱいにきつく握りしめた。




　翌日の放課後、僕は彼に会うために教員室を訪れた。

　僕が訪れた時、彼──石いし神がみは、自分の席でずるずるとカップうどんをすすっている最中だった。

　遅い昼食なのか、それともおやつみたいなものなのか。まあ、どっちでもいい。

「なんだ、杉すぎ崎さき。俺おれになにか用か？」

「先生に相談したいことがあるんです」

「ふむ。かまわんが……場所はここでいいか？」

「いえ……人気のないところで」

「わかった。ちょっと待て」

　ずるずるずるっ、ずびびびびびー。

　まだ半分以上残っていたうどんを三口で流し込み、つゆも綺き麗れいに飲み干すと、「ごちそうさま」、ちゃんと手を合わせて、石神は立ち上がった。

「行こうか」

　石神が選んだのは、屋内運動場の裏だった。日当たりがすこぶる悪く、一年中じめじめしている場所で、たしかにここなら人気はない。

「奥おう義ぎを教えてほしいんです」

　僕はいきなり本題を切り出した。

「そうきたか……」

　石神は特に驚おどろいた様子もなく、ごつい指で顎あごをさすった。

　救済者セイバー級の実力者である石神は、剣士にとっての禁きん呪じゆとでもいうべき、奥義にも精通している。

　朧おぼろを一いつ蹴しゆうした石神なら、ツォンとだって互角以上の戦いができるかもしれない。でも、それは望めないことだった。

　一ヶ月前のアンラ・マンユとの戦いで、石神は命を削る危険な奥義を二度も使った。その消耗で真っ白になった髪は、一ヶ月経たった今も、完全に色を取り戻していなかった。そして、それは石神がまだ完全には回復していない証あかしでもあった。日常生活に問題はなくても、ツォンみたいな強敵とは戦わせられない。

「奥おう義ぎを合法的に使えるのは、救済者セイバーだけだ。それは知っているな？」

「はい」

「教えられるのも、救済者セイバーだけだ。それも知っているな？」

「はい」

「たしかに俺おれは救済者セイバーだった師匠から奥義を教わりはしたが、俺自身は救済者セイバー免許は持っていない。つまり、俺にはおまえに奥義を教える資格はない」

「知っています」

「知っていてなお、おまえは俺に奥義を教えろと、そう言うわけか」

「はい」

　悪いとは、もちろん思っていた。

　資格のない人間が奥義を教えるのは、違法行為──立派な犯罪だ。

　だけど、なりふり構ってはいられなかった。

「理由は？」

「美み月づきを守るために」

　うーむと唸うなって、石いし神がみはがしがしと頭を搔かいた。

「そいつぁ、俺にとっちゃ殺し文句だな」

「お願いします。美月を守るために、どうしても力が要るんです」

「教師の立場としちゃあ、絶対にうんとは言えんのだが……」

　石神はため息をついた。

「おまえらには、借りもあるしな。……やむをえん」

「それじゃあ……」

「いいだろう。教えてやる」

　言うと、石神は上着を脱いで腰に巻き付けた。

　タンクトップ一枚じゃまるっきり隠しきれない隆々とした筋肉が、めきめきと軋きしむ音さえたてて盛り上がる。

　圧倒的な迫力。まだ、〝荒神スサノオ〟も唱えちゃいないっていうのに。

「ありがとう、ございます」

　礼を言いながら、僕は緊きん張ちように喉のどを鳴らしていた。




「奥義ってのはな、基本はどれも同じだ。〝荒神スサノオ〟によって増幅された生命エネルギー……師匠はプラナと呼んでいたが……このプラナを使う」

　屋内運動場の裏で、僕は再び石神と向かい合っていた。

「見てろよ」

　石神は壁かべ際ぎわに手入れもされずに鬱うつそうと生い茂った木の一本に掌てのひらを向けた。そして、「ぬぅん！」と重低音で唸うなる。

　次の瞬しゆん間かん、石いし神がみが掌てのひらを向けていた木の幹が、乾いた炸さく裂れつ音おんを響ひびかせて弾はじけ飛んだ。

「〝飛剣〟だ。〝バレット〟とも言う。プラナを破は壊かいの力として、放つ」

「見たことがあります」

　朧おぼろが僕との戦いで使った技だ。石神と戦った時にも使っていたっけ。

「救済者セイバー免許を持っている剣士でこいつを使えない奴やつはいないと、師匠は言っていた」

「奥おう義ぎの初級技ってことですか？」

「奥義の初級ってのもおかしな日本語だが、まあそういうことだ。今のはまっすぐ飛ばしただけだが、使いこなせるようになれば、軌道を変えたり、複数の敵を同時に撃うつこともできる」

「これを、教えてくれるんですか？」

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきの手段に乏とぼしい剣士にとって、この技の有無は大きい。ツォンは僕をただの半人前の学生だと思っている。実際にそのとおりなのだけれど、そんな僕が奥義を使ってきたら、たとえ直撃はしなかったとしても、面食らいはするはずだ。

「いや……これは、おまえにはまだ早い」

「えっ？」

「おまえには、こっちを教える」

　そう言うと、石神は一九〇センチオーバーの巨きよ軀くを屈かがませ、右手を地面についた。

「ふんっ！」

　石神の鼻息が湿った空気を震ふるわせた直後、さっき〝飛剣〟で吹き飛ばした木の隣となりの木が、真っ二つに裂けて、倒れた。

「〝走剣〟あるいは、〝スネーク〟。プラナを放出して攻撃するという点は〝飛剣〟と同じだが、〝飛剣〟が空気を介して目標を撃つのに対して、こいつは地表を介して目標に到達する。プラナが地面を疾しつ走そうしていくのが、見えたか？」

「見えはしませんでしたけど……感じはしました」

「感じられたのなら、上等だ」

　石神はニカッと歯を見せた。

「こいつは〝飛剣〟と違って、空中じゃ使えないし空中の敵を狙ねらい撃つこともできんから、使い勝手の面では劣る。が、物質を介する分、〝飛剣〟よりも簡単だ。奥義を習う者は、まずはこれを身につける。──やってみろ」

「やってみろったって……どうすれば……」

「どうすりゃいいと思う？」

「手からプラナを放出するわけだから……まずは、プラナを手に集中させる？」

「正解だ。やってみろ」

「はい」

〝荒神スサノオ〟を唱えて、顔の前に運んだ右手に、歯を食いしばってこれでもかと力を込める。

「違うな。そりゃ、ただ力んでるだけだ」

「え……？」

「力とプラナは違う。奥おう義ぎに必要なのは、力じゃなくプラナだ。目を閉じ、身体からだ中じゆうの力を抜いて、己が内に漲みなぎるプラナの流れを感じてみろ」

「プラナの、流れ……」

「プラナは血液みたいに絶えず全身を巡っている。だが、その流れは一定じゃない。緩ゆるやかだったり激しかったり、不規則だ。奥義を使うにはまずプラナをコントロールできなきゃならん。そのために、まずはプラナの流れを感じ取るんだ」

　僕は頷うなずいて、言われたとおり、目を閉じて全身を弛し緩かんさせた。そして、意識を身体の内側に向ける。

　──熱い。

〝荒神スサノオ〟使用中は、身体がどうしようもなく熱くなる。

　初めのうちは、この熱さに耐えきれずにのたうち回ったものだ。今はもう慣れて耐えられるようになったけれど、改めて意識してみると──やっぱり、熱い。身体の中が燃えているみたいだ。

　プラナは血液みたいに全身を巡ってるって石いし神がみは言った。けれど、僕にはただ熱としか感じられない。

「感じられないか？」

「……はい。ただ、熱いだけで……」

「だろうな。俺おれもプラナを流れとして感じられるようになるまで、三ヶ月かかったよ」

　僕は目を開けた。

「三ヶ月もですか……」

「ああ。それから、プラナを動かせるようになるのに三ヶ月。〝走剣〟一つ修得するのに、なんだかんだで一年かかったな」

「一年……」

　そんなにかかるのか……。

「……奥義、ですもんね……」

　甘かった。

　救済者セイバーや妖獣騎士ドウーム・ナイトに通じるような技が、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につけられるわけがないんだ。

「おまえは今、伸び盛りだからな。俺よりは早く修得できるかもしれん」

　それにしたって、十ヶ月とか八ヶ月とか、短くない時間がかかるはずだ。そもそも、僕が石神より早く覚えられる保証もない。

　なんにしろ、ツォンの次の襲しゆう撃げきには間に合わない。

　ため息をつこうとして、僕は頭を振った。

　駄だ目めだ。なにを諦あきらめようとしているんだ、僕は。

　美み月づきを守るために相棒パートナーとしてできることは全部やるって、決めたんじゃないか。

　信じるんだ。やれるって。

　禁きん呪じゆの──〝絶対英雄ベーオウルフ〟の苦しみにだって耐えられたんだ。

　やってやれないことなんて、あるものか。

「……修得してみせます。必ず」

「その意気だ」

　僕は再び目を閉じて、自分の内で燃え盛る力に向かい合った。




　まずはとにかく、〝荒神スサノオ〟によって増幅された生命エネルギー──プラナの流れを感じ取ること。それが〝走剣〟だけじゃなくすべての奥おう義ぎの基礎だと、石いし神がみは言った。

　だけど、それは簡単なことじゃなくて、毎日〝荒神スサノオ〟が持続する限りプラナに意識を向け続けてみても、プラナを流れとして感じることはできずに──実りのないまま、一週間が経たってしまった。

　もちろんこの間、美月との特訓も欠かしていない。

　奥義の特訓をはじめた日の夜──美月との特訓の後で、僕は気になっていたことを訊きいてみた。

「ツォンは……それにレイも、準備動作なしに魔ま法ほうを使ってきたんだ。あんなことって、可能なのか？」

「可能よ。私にはできないけどね」

　美月によれば、熟練の魔法使いは、呪文スペルの詠唱や術式コードの筆記といった準備動作を済ませた魔法を、自分自身や魔ま器きに蓄えておけるのだという。そうして蓄えられた魔法は、呪文スペルも術式コードも必要なく、ただ魔法名を叫ぶだけで発動させることができる。

「そんなことが、可能なのか……」

「救済者セイバー免許を持つほどの魔法使いともなれば、ストックできる魔法の数は、百を超えるでしょうね」

　魔法使いの最大の弱点である、準備動作なしに魔法を使うことはできないという制約が、ツォンやレイには当てはまらないというのだ。

　さらに、ツォンは魔法使いのもう一つの弱点も克服していた。

　運動能力だ。

〝荒神スサノオ〟を使えない魔法使いの運動能力は、どんなに鍛きたえたところで剣士にはかなわない。剣士の攻こう撃げきを魔法使いが避けるなんてできっこないはずなのに、ツォンはミチルの大鎌の一いつ閃せんを避けてみせた。一体、なぜツォンにミチルの攻撃を避けることができたのか。

「それは、『荒ク神サの剣ナギ』の力ね。天上院所属の魔ま法ほう使つかいに与えられる魔ま器きよ」

　美み月づきは、その疑問にも答えをくれた。

「身につけていれば、魔法使いでも〝荒神スサノオ〟が使えるようになるの。っていっても、効果はたかが知れているんだけどね。剣士の〝荒神スサノオ〟みたいに使い手の実力に応じて効果が上がるようなこともないから、熟練の剣士を相手に白兵戦で勝つなんて、まず無理。ただ、救済者セイバー級の魔法使いとなると白兵戦も鍛きたえている奴やつが多いから、油断はできないけどね」

「準備動作なしに魔法が使えて、しかも運動能力は剣士並……か。死角なしだな……」

「コンビ戦せん闘とうが基本の獣殺士スレイヤーと違って、救済者セイバーは単身戦闘が主だからね」

　改めて敵の強大さを思い知ったのと同時に、もう一つ気になっていたことを訊たずねてみた。

「僕たちは天上院を目指しているんだよな？」

「なによ、今いま更さら」

「天上院を目指している僕たちが、天上院の救済者セイバーを倒しても、かまわないものなのか？」

「天上院の人間を倒したら、天上院には上がれないんじゃないかってこと？　その心配なら要らないわ。天上院は──あそこは、力がすべての機関だから」

「過去は問われないってことか」

　美月は頷うなずいた。

「元凶悪犯罪者なんて、あそこにはゴロゴロしているわよ。あのツォンって奴も、そのクチね。……あいつ、有名な殺人鬼よ」

　とりあえず、色々な意味でツォンを倒すのに気兼ねは必要ないようだった。

　一番の問題は、勝てるのかってことなんだけれど……こればかりはもう、やれる努力をやり尽くしておく他ほかなかった。

　奥おう義ぎの特訓から一週間──この間に、ツォンが僕らの前に姿を現すことはなかった。ミチルの与えた傷が、よっぽど深かったんだろうか。

　そして、ミチルとレイとも、あれ以来顔を合わせていなかった。ふたりとも、ツォンが現れた翌日から学園に来なくなったのだ。

　天上院の襲しゆう撃げきを警戒して、仲間の下に帰ったんだろうか。

　こっちとしては、このまま現れずにいてくれれば一番助かるんだけど……さて。

　美月も、なにも口には出さないものの同じように思っているだろう。

　南みなみと愛あい原はらのふたりは、ミチルたちが学園に来ていないことを残念がっていたけれど。




　それから、さらに三日──。

　ツォンは現れず、ミチルとレイも相変わらず学園には来ていなかったけれど、状況に些さ細さいな変化があった。

　僕が、プラナを流れとして感じられるようになったのだ。

　石いし神がみの言ったとおりだ。たしかに、プラナは血液みたいに全身を巡っている。激しくなったり緩ゆるやかになったり──不規則に、だけど止まることなく、流れ続けている。

　ほんの一分前までは、ただひたすらに熱いとしか感じられなかったのに、なんの前触れもなく──本当に不意に流れとして感じられるようになったのだ。そして、一度流れとして感じられるようになると、むしろ、どうして今まで感じられなかったのかが不思議なくらいだった。




　目を閉じ、全身を弛し緩かんさせて、自分の内に意識を向ける。

　……流れている。

〝荒神スサノオ〟によって増幅された生命エネルギーが、熱く熱く燃え盛りながら、激しく緩やかに、緩やかに激しく、僕の全身を循環している。

　昼休み。暗くじめじめした旧校舎裏で、僕は自らの生命エネルギーを体感していた。

　昨夜、初めて感じられたプラナの流れ。今朝も、そして今も、息を吸って吐はくみたいにごくごく自然に感じることができた。

　とりあえず、これで奥おう義ぎの第一段階はクリアできたってことなんだろうか。

　でも、まだまだだ。まだ、プラナの流れを感じられるようになったってだけで、操れるようにはなっていない。

　自分の意志をプラナに溶け込ませて操るんだ、と石神は言っていた。

　意志をプラナに溶け込ませるってのは、たぶん、できている。っていうか、意志を溶け込ませることでプラナを流れとして感じられている……んじゃないかと思う。

　プラナを操ることも、なんとなく、できそうな気がしないでもないのだけれど……気がするだけで、僕のプラナは僕の意志なんかまるっきり無視して、勝手気ままに流れ続けていた。




　キーンコーンカーンコーン。




　そろそろ昼休みも終わりかな、と思った矢先、予鈴が鳴った。

　ふーっと息を吐はいて、目を開ける。

　正面に、ミチルがいた。

　一体、いつからそこにいたのか。

　左手に大鎌を握りしめ、虎とらの目を見開いて、僕を見ている。

「ミチル……？」

　大鎌を握るミチルの手が、稲いな妻ずまの疾はやさで弧を描いた。

「……！」

　大鎌が僕めがけて一直線に飛んでくる。

　身を撚ひねって辛かろうじて避けはしたものの、大鎌を投げ放つのと同時に駆け出していたミチルの切迫までは避けられなかった。

「が……っ！」

　後頭部に、強烈な衝しよう撃げき。




　キーンコーンカーンコーン。




「美み月づき……っ！」

　意識が砕け散る直前に僕があげた叫びは、たぶん、予鈴にかき消されて誰だれの耳にも届かなかった。




「……僕なんか攫さらって、どうしようっていうんだ？」

　後頭部の鈍い痛みと軽い吐はき気をこらえつつ、僕は罰ばち当あたりにも賽さい銭せん箱ばこに腰掛けているミチルに声をかけた。

　突然現れたミチルに気絶させられた僕が連れてこられたのは、昔、僕とひなたが遊び場にしていた無人の寺の境けい内だいだった。ひなたが根源魔ま法ほうの力に目覚めた場所でもある。

　今は……何時だろうか。

　手足を鎖くさりで縛しばられているおかげで、ケータイで時間を見ることもできない。夜であることは間違いないけど……まだ空の色は黒よりも藍あい色いろに近いから、そう遅い時間じゃないはずだ。なんにしろ、軽く五時間以上は意識を失っていたことになる。ミチルがくれた一発が、それだけ強烈だったってことだ。

「人質に決まってるでしょう？」

　ミチルがぶっきらぼうに答える。

「あんたを人質にして、お姉ちゃんに帰ってきてもらうのよ」

　……やっぱり、そういうことか。

「僕に人質としての価値なんて、ないぞ」

「あるわよ。残念なことにね」

　心底忌いま々いましげに、ミチルは言う。

「お姉ちゃんはあんたを……あんたなんかを、自分を盾にしてまで庇かばった。認めたくないけど、お姉ちゃんはあんたのことを……本当に、相棒パートナーだって思っているのよ」

　ミチルは手にしていた大鎌の柄つかの先でガツガツと地面を叩たたいて、苛いら立だちを表現した。

「だからって、こんな強引な方法……レイは納得したのか？」

　問いながら、僕は縛られている手と足に力を込めた。

　普通の鉄製の鎖なら、〝荒神スサノオ〟を使えば、引きちぎることもできる。だけど……駄だ目めだ。この鎖、鉄製じゃない。色と重さからいって、騎士鋼アロンダイト製だ。美月や石いし神がみならともかく、僕の力じゃどうやったって引きちぎれない。

「あたしだって、こんな……お姉ちゃんを怒らせるような真似まね、したくなかったわよ。でも、しょうがないじゃない。レイが休眠期に入っちゃったんだから」

「休眠期……？」

「年に何度か、レイにはそういう時があるのよ。一度寝ちゃうと、何日か眠り続けるの」

「それが、レイの欠陥なのか？」

　美み月づきが言っていた。ルドラは誰だれしもが身体的な欠陥を抱えているって。美月なら記き憶おくの崩ほう壊かい。ミチルの場合は、痛覚の消失。

「そうよ……って、なんであんたにレイの弱点を教えなきゃなんないのよ！」

　賽さい銭せん箱ばこに腰掛けたまま、ミチルが足を伸ばしてゲシゲシと蹴けってくる。

「いてっ！　いてっ！　やめろって……！」

「ふん。切り刻まないだけ、ありがたく思いなさい」

　大鎌のバカでかい刃が、鼻先に突きつけられる。でも、刃物を突きつけられても怯ひるまない程度には、僕も修しゆ羅ら場ばをくぐっていた。

「レイは、いつから眠り続けてるんだ？」

「あの糸目男が湧わいてきた日の夜からよ」

　糸目男……ツォンのことか。

「ってことは、もう十日以上も眠りっぱなしってことか……」

「ちょっと前までだったら、長くても五日で起きてたのに……最近、長いのよね。半月近く起きないこともあるし……って、だからなんであんたに教えなくちゃなんないのよ！」

　また、ゲシゲシ蹴られる。一発が鼻っ柱をクリティカルした。痛い。

「お姉ちゃんがあんたを見捨てたら、あんたは死ぬんだから。おとなしく念仏でも唱えてなさい」

「美月にはもう、話したのか？　僕を拉ら致ちしたって」

「したわよ。あんたが目を覚ます少し前にね」

　答えてミチルがブレザーのポケットから取り出したのは、僕のケータイだった。

　美月に電話するのに、僕のケータイを使ったのか。

「ずいぶん、時間がかかったんだな」

　ミチルが僕を拉致してから、もうけっこうな時間が経たっている。なんですぐに美月に電話しなかったんだろう。

　ミチルは無言。ふて腐れた顔で僕のケータイを後ろに放り投げた。

「ひょっとして……怖いのか？　美月と戦いになるのが」

　ミチルの要求に応じて、僕の命と引き換えに妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻るか。

　ミチルの要求を蹴って、僕を見殺しにするか。

　美み月づきに与えられた選択肢は、その二つだけじゃない。美月には第三の選択肢がある。つまり、ミチルの要求に応じず、僕が殺されることも許さず、僕を取り戻すためにミチルと戦うっていう選択肢だ。

　美月がその選択肢を選んだ場合、ミチルは美月と殺し合うことになる。少なくとも、戦いになれば、美月はミチルを殺す覚悟で戦うだろう。

　美月とまた一いつ緒しよにいられるか、それとも永遠の決別になるか──その答えが、目前に迫っているのだ。その答えが出る──出てしまう行動を、ミチルは取ってしまったのだ。怖くないはずがない。

「怖くなんかないわよ。怖いことなんて、なにもない。お姉ちゃんが本気であたしを殺そうとするなんて……そんなこと、あるはずないもの」

　ミチルのその言葉は、僕にというより、自分自身に言い聞かせているみたいに聞こえた。

「だけど、美月は──」

「お姉ちゃん」

　ミチルが不意に腰掛けていた賽さい銭せん箱ばこから飛び降りた。

「美月……」

　振り向いた僕は、境けい内だいの出入り口に立つ美月の姿を見た。

「お姉ちゃん……」

「ミチル」

　冷えた声で、美月は妹の名前を呼んだ。

「セーヤを返してもらいにきたわ」

　そして、静かに魔法杖を構える。

　それが、美月の答えだった。

　妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻るつもりもなければ、僕を殺させもしない。

　第三の選択肢を、美月は選んだのだ。

「どうして……？」

　ミチルの声は、震ふるえていた。

「お姉ちゃんは、そんなにこいつが大事なの!?」

「セーヤは、大切な相棒パートナーよ」

「なら、あたしは!?　あたしのことは、好きじゃないの!?」

　美月の顔に悲しい影が差した。

「大好きよ。ミチルを憎いと思ったことなんて、一度もない……。でも……でもね、私が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻ることは、絶対にないの」

「あたしと戦うことになっても……？」

　美月は目を虎とらの目に変えて、頷うなずいた。

　ミチルが肩を、腕を、震ふるわせる。

「……こいつの……」

　そして、顔だけを振り向かせて僕を見た。

「……こいつのせいね……？」

　血色に赫かがやく虎とらの目に見据えられて、僕は震えた。今のミチルの目は、大鎌を突きつけられるよりも、ずっと恐ろしかった。

「……そうだ。こいつのせいだ。こいつがお姉ちゃんをおかしくしたんだ。あたしにも妖獣騎士団ドウーム・ナイツを抜けろとかなんとか言って……全部、こいつが悪いんだ！」

　ミチルが叫んで大鎌を振りかぶる。

「セーヤ！」

「死ね！」

　ミチルが大鎌を僕の脳天に振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、美み月づきの拳こぶしがミチルの横っ面つらを捉とらえた。

　本堂の壁を突き破って倒れたミチルは、大鎌を杖つえ代わりにしてゆっくりと立ち上がると、美月に殴なぐられた右みぎ頰ほおを触って、信じられないといった顔をした。

「……お姉ちゃん……」

　真っ白だった頰が、みるみるうちに赤く腫はれ上がっていく。

　ぎりっ、とミチルは奥歯を軋きしませた。

「……よく……わかったよ……。お姉ちゃんは、あたしよりもそいつのほうが好きなんだって……」

　ぺろりと舌なめずりをして、ミチルは虎の目を見開いた。

「大だい嫌きらい！　お姉ちゃんなんて、大、大、大っ嫌い！」

　大鎌を振りかぶって、本堂から飛び出してくる。

「死んじゃえ！」

「ミチルっ！」

　ミチルの振り下ろした大鎌と美月の振るった魔法杖がぶつかり合って火花を散らす。

　押し負けたのは、美月のほうだった。

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　弾はじき飛ばされた美月に、ミチルの右手から撃うち出された、大人を丸ごと吞のみ込めるサイズの火球が迫る。

　──ミチルも、準備動作なしに魔ま法ほうが使えるのか！

　苦しい体勢ながらもなんとか地面を蹴けって、美月は火球を逃れた。

　一いつ瞬しゆん前まで美月がいた場所に落ちた火球が、炸さく裂れつして広い境けい内だいに灼しやく熱ねつの花を咲かせる。

　──ヤバい……！

「我は盾なり剣つるぎなり」

　灼やけた空気に呼吸器を焼かれないように、僕は咄とつ嗟さに〝荒神スサノオ〟を発動させた。ギリギリだった。あと半はん瞬しゆんでも遅かったら、悶もだえ死んでいただろう。

「ミチル……」

　苦しげに妹の名前を呟つぶやいた美み月づきは、頭を振って、魔法杖を構えた。

「──風よ。五元の二にして悠久の徒──」

　形のいい唇くちびるが呪文スペルを紡つむぎ、白く細い指先がタクトのように躍おどって中空に術式コードを書き刻む。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　美月が力ある言葉を放つのと同時に、ミチルも同じ言葉を響ひびかせた。

　ふたりの全身からほとばしった雷らい撃げきが、絡からみ合って弾はじける。

　灼しやく熱ねつする夜気を、青白い閃せん光こうがズタズタに切り裂いた。













　　　四幕　レイ







　姿見の前に立って、ツォンは右肩から左脇わき腹ばらにかけてにうっすらと残る傷跡を指先で淡く撫なでた。

　痛みは、ない。上半身を大きく撚ひねってみても、身体からだのどこにも響かない。

　──ようやく、完治した。

　くつくつと喉のどの奥で笑う。

　ルドラの少女──ミチルに負わされた傷は、深かった。よくぞ生きていられたものだと思う。

　おかげで、治ち癒ゆ魔ま法ほうを施ほどこしても丸三日動けず、傷が塞ふさがった後も動けば痛いという有様で──戦せん闘とうに耐えられる身体になるまで、時間がかかってしまった。

「ようやく……ようやく壊こわせるのですね。彼女たちを……」

　安あん藤どう美月と火か鳥とりミチル。彼女らを思い出すと、ある衝しよう動どうに全身が震ふるえる。

　破は壊かいだ。

　白くやわらかそうな皮を剝はぎ、肉を切り刻み、あの可か愛わいらしい顔を恐怖と苦痛と絶望に染め上げる。

　ただ、殺すだけじゃ到底、足りない。

　身も心も、徹てつ底てい的てきに破は壊かいし尽くすのだ。

「うふ……うふふふ……」

　想像するだけで、逝いきそうになる。

　ツォンは振り返り、床に散らばる赤く白い肉の一片をつまみ上げ、口に入れた。

　にちゃにちゃ、ぐちゃぐちゃと嚙かみちぎり、嚥えん下かする。

「……うふぅ……」

　ツォンの目の前には、ほんの一時間前まで女だった物が散らばっていた。

　赤いパンプスのよく似合う、綺き麗れいな女だった。

　連続殺人犯として捕らわれたツォンは、天てん上じよう院いんで人類のために戦うことと引き換えに刑事罰ばつを免れたが……救済者セイバーになったからといって、ツォンの本性は変わらなかった。

　ツォンが初めて女を壊こわしたのは、十一歳の時だった。相手は彼自身の母親だ。

　ツォンの母親は、病気で寝たきりの夫にもまだ幼い息子にもかまわず、昼間から男を家に連れ込んでは淫いん行こうにふけっているような──そして、それを息子に見せつけて喜んでいるような、壊れた女だった。

　ツォンが母を殺したのに、たいした理由はなかった。元々壊れた女だったから、どうせならもっと徹てつ底てい的てきに壊してやろうと、ふと思い立ったのだ。

　母の首にナイフを突き立てた時、ツォンは全身に電気が走るのを感じた。そして、これこそが自分の天分だと確信したのだ。

　寝たきりの父親も殺してみたが、こちらはつまらなかった。

　殺して楽しいのは、壊して気持ちいいのは、女だ。

　女という存在を壊すために、自分という存在はあるのだ。

　以来、ツォンにとって女を壊すことは、鳥が羽ばたくのと、あるいは魚が泳ぐのと同じような行為になった。ごくごく自然で当然な──生きていく上で欠かせない行為。

　天上院にバレれば面倒なことになるからと任務に無関係な人間は殺さないつもりでいたが、飢えを抑えきれなかった。

　ただでさえ軟禁生活で欲求が溜たまりに溜まっていたというのに、最高級の獲物に──それも二人も出会ってしまっては、もう、抑えなんてきくはずもなかった。

　この数日、傷の回復を待ちながら適当に女を攫さらって解体してきたが、飢えは一向に満たされなかった。前菜じゃ、腹は膨ふくれない。

　だが、やっと傷が癒いえた。

　これでようやく、メインディッシュにありつける。

　メインディッシュの居所は、把握していた。

　大鎌デスサイズをくらわされた時に、〝貴方に繫がる赤い糸クピード〟をかけておいたのだ。

〝貴方に繫がる赤い糸クピード〟は探知の魔ま法ほう。

　くつくつ、くつくつと笑いながら、ツォンは天上院の黒い制服に袖そでを通した。




　レイは夢を見ていた。

　子供の頃ころの夢だ。

　まだ小さな自分と美み月づきとミチルが三人で、しかめっ面つらを突き合わせている。

　おままごとがしてみたいと美月が言い出して、美月がお母さん、レイがお父さん、ミチルが子供──と役を決めたまではよかったものの、お母さんとはどういうものなのか、お父さんとはなにをすればいいものなのか──という基本的なことが三人ともわからなくて、途方に暮れているのだ。

（お母さんって、きっと優ゆ海みさんみたいなんじゃないかな）

　そう言ったのは、レイだった。

（そうだね！　きっとそうだよ！）

（そーだおそーだお！）

　美月とミチルも賛成して──そして、三人は互いの頭を撫なで合いっこした。いつも、優海がそうしてくれるように。

　それはもう、おままごとでもなんでもなかったけれど……二人から頭を撫でられ、自分も二人の頭を撫でながら、レイは笑っていた。美月も笑っていた。ミチルも、わけがわからないなりに笑っていた。

　懐なつかしい記き憶おく。

　楽しかった思い出。

「……っ」

　夢から覚めたレイは、頰ほおに湿った温ぬくもりを感じて指で触れた。

「泣いているのか、ボクは……」

　ベッドから下りて、立ち上がる。

　そこは、明みよう神じん市し内のビジネスホテルの一室だった。明神市にやってきてからずっと、レイとミチルはこのホテルで寝泊まりしていた。

　部屋に自分以外の人の気配はない。

「ミチル……いないのか……」

　ケータイで日時を確認する。

　眠りについた日から、十一日も経たってしまっていた。

「お……っと……」

　歩こうとして、レイはよろめいた。

　足にうまく力が入らない。

　頭痛や吐はき気もあった。

　最近は休眠から目覚める度たびにこうだった。以前は目覚めてすぐから全力で戦うこともできたし、休眠期間も三日から五日程度だったのに。

「……ん？」

　冷たい水で顔を洗おうと力の入らない足で歩き出したレイは、ふらついて手をついた机の上に一枚の紙切れを見つけた。

　お世せ辞じにも綺き麗れいとはいえない字で、ただ一言、

『ごめんなさい』

　と書かれている。

　ミチルの字だった。

「ミチル……」

　ミチルがなにを謝っているのか、レイにはすぐにわかった。

　美み月づきを連れ戻すために、なんらかの暴力的な手段に出たのだ。たとえば、美月の相棒パートナーの少年を人質にとる──といったような。

「最後……になるかな。これが……」

　天上院がいよいよ妖獣騎士団ドウーム・ナイツの壊かい滅めつに乗り出した以上、いつまでも団を離はなれているわけにはいかない。

　ミチルもだからこそ、一か八かの賭かけに出たのだろう。

　レイは目を閉じ、眉み間けんに人差し指と中指を添えた。

　ミチルの居所を探っているのだ。

　レイには、ミチルの現在地を知る術があった。

　探知の魔ま法ほうである〝貴方に繫がる赤い糸クピード〟を、本人同意の下、ミチルに施ほどこしてあるのだ。

「……？」

　目を閉じたまま、レイは眉まゆ根ねを寄せた。

　自分の施したものとは別に──もう一つ、ミチルから〝貴方に繫がる赤い糸クピード〟の気配を感じたのだ。

「……急いだほうが、いいみたいだね……」

　レイは光こう風ふう学園の制服に着替えて、制服と一いつ緒しよにクロゼットにしまっておいた武器に手を伸ばした。

　レイの手持ちの武器は、三種類。

　長剣ロングソードと短剣ダガーと魔法杖ルーンスタツフ。

　レイはその内から二つ──長剣と短剣を手に取って、ホテルを出た。
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「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

「〝極刑凍土コキユートス〟！」

　美み月づきの炎とミチルの冷気が、正面衝しよう突とつして互いの存在を殺し合う。

　魔ま法ほうの威力は、五分。

　だけど──。

「風よ。五元の二にして悠久の徒──」

「〝死者食む大鷲フレスベルグ〟！」

　美月が新たな魔法の準備動作に取りかかるのと同時に、ミチルがもう次の魔法を撃うってきた。

　百本を超える数の光の槍やりが、美月の頭上に降りかかる。

「……っ」

　横っ飛びでかわしたものの、避けきれなかった一本が左肩を切り裂いた。ちょうど術式コードを書いていたほうの腕だ。だけど、美月の術式コードを書く手は止まらない。痛みをこらえて、美月は魔法を完成させる。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　美月の突き出した魔法杖の先からほとばしった電でん撃げきが、ミチルに襲おそいかかる。

「そんなの！」

　ミチルはそれを、避けるんじゃなく、大鎌を盾にして受け止めた。

──あの大鎌、魔ま器きか。

　普通の武器じゃ、魔法を受け止めるなんてできない。

　ミチルは大鎌を真横に振り抜いて美月の電撃を払い除のけると、

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　巨大な火球を放り投げてきた。

　跳んでかわす美月。だけど、

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　間髪入れずに撃ち出された二個目の火球までは、避けきれなかった。

　直撃だけはなんとか避けたものの爆圧をモロにくらった美月は、紙かみ屑くずみたいに宙を舞って、参道の真ん中に落ちた。

「美月……！」

　僕は自分の無力さに歯は嚙がみした。

　目の前で相棒パートナーが戦い、傷ついているっていうのに、なんの助けにもなってやれないなんて……。

　悔し涙が滲にじみそうになるのを感じて、僕は頭を振った。

──駄だ目めだ。後ろ向きになるんじゃない。

　自分を叱しつ咤たしつつ、体内に漲みなぎり流れるプラナに意識を向ける。

　美み月づきとミチルの戦いがはじまってからずっと、僕はプラナを操ろうと試みていた。

　僕の手足を拘束している鎖くさりは騎士鋼アロンダイト製だ。僕の力じゃ引きちぎれない。けれど、プラナを腕に集中することができれば、あるいは──と考えてやっているのだけれど、プラナは僕の意志なんておかまいなしに、勝手気ままに流れ続けていた。

「まだ……まだ……っ」

　美月がふらつきながらも立ち上がって、魔ま法ほうの準備動作に入る。

「地よ。五元の四にして、揺るがざる意志──」

　美月の戦意はまだまだ衰おとろえちゃいない。その証拠に呪文スペルを詠唱する美月の声にはわずかな淀よどみもなかった。術式コードを虚こ空くうに描く指の動きも切れている。

「〝黒の聖女ブラツクマリア〟！」

　だけど、対するミチルは呪文スペルの詠唱も術式コードの筆記も必要なく、魔法を繰くり出してくる。

　圧倒的な不利。

　それでも、美月は怯ひるまない。

　虚空からにわかに湧わき出してきた、夜の色よりも暗い腐食の闇やみを跳び退のいてかわしつつ、魔法を完成させる。

「〝女神の大槌マグナ・マテル〟！」

　地面を貫き天に向かって伸びた無数の土の槍やりが、ミチルを大きく跳び退のかせる。

　互いに後退して間合いが大きく広がったことで、ふたりの魔法戦は加速した。

「〝死者食む大鷲フレスベルグ〟」

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

「〝女神の大槌マグナ・マテル〟！」

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

「〝極刑凍土コキユートス〟！」

「〝黒の聖女ブラツクマリア〟！」

「〝清浄なる乙女アナーヒター〟！」

　ふたりの間を幾いく度どとなく魔法が飛び交う。

　超常の力が息つく間もなく荒れ狂い続ける光景は、否いや応おうなくこの世の終わりを連想させる。それほどの、激しい魔法の応おう酬しゆう。

　美月とミチルじゃ手数が違う。魔法戦じゃ白兵戦以上に美月が不利──のはずなのに、美月は負けていなかった。直ちよく撃げきを上手うまく避けながら、ミチルの避けにくいタイミングをついて魔法を繰くり出している。

　ミチルの癖くせは知り尽くしているってことなのか、それとも今までの攻防でミチルの癖を見切ったのか──どちらにしろ、やっぱり美み月づきは凄すごい。

　とはいえ、ミチルだってただの一発だってまともにはくらっちゃいないから、美月優勢ってわけでもない。

「この……っ！」

　ミチルが美月の撃うち出した火球の雨を強引にかいくぐって、間合いを詰めてきた。

　魔ま法ほう戦せんじゃ埒らちがあかないと踏ふんで、白兵戦に切り替えてきたんだ。

　美月は間合いを保とうと跳び退いたけれど、ミチルの足のほうが疾はやい。

　弾丸めいた疾さで肉にく薄はくしてきたミチルの大鎌と美月の魔法杖がぶつかり合い──またしても美月が押し負けた。身体からだごと吹っ飛ばされる。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　中空を舞う美月を、ミチルの魔法が追い打った。

　荒れ狂う風刃が美月をズタズタに切り裂いて地面に叩たたき落とす。

「痛い、お姉ちゃん？　ねえ痛い？　怪け我がをすると痛いんだよね？　痛いって、辛つらいんだよね？」

　立ち上がるだけで精一杯の美月に、答える余裕なんてあるはずもない。

「お姉ちゃんが悪いんだからね？　お姉ちゃんが帰ってきてくれないから！　あたしのお願い、聞いてくれないから……っ！」

　ミチルが声を裏返させながら振るった大鎌が、美月の左の太ふと腿ももにざっくりと突き刺さった。

「痛いでしょ？　辛つらいんでしょ？」

　刃を突き刺したまま、ミチルは柄つかを握る手首を捻ひねった。

　ぐちゃっ、と肉の抉えぐれる音が僕の耳にも聞こえた。

　美月は倒れも悲鳴をあげもしない。目を剝むき、歯を食いしばって壮絶な痛みに耐える。

「痛いって言ってよ！　悲鳴をあげてよ！」

　叫びながら、ミチルは美月の右太腿にも同様の攻こう撃げきを見舞った。大鎌を突き刺し、肉を深く抉る。

　既すでに十分傷だらけだった美月の白い脚が、左右ともいよいよ真っ赤に濡ぬれ染まった。

「ごめんねって……助けてって、言ってよ……」

　両脚を潰つぶされても、美月はまだ立っていた。全体重を魔法杖に預けて、見開いた虎とらの目でミチルをまっすぐに睨ねめつけている。

「死んじゃうよ、お姉ちゃん？　本当に殺しちゃうよ？」

　美月の血にまみれた長重の刃が、高く振りかぶられる。

「やめろ！」

　僕は叫んだ。

「おまえは美み月づきが好きなんだろ!?　大好きなんだろ!?　大好きな相手にこんなことをして、心が痛まないのかよ！」

「痛くないよ？　痛いわけないじゃない。だってあたしには、痛みなんて──そんなもの、初めっからないんだから」

「身体からだの痛みと心の痛みは違う！　美月を殺して、それで一番辛つらい思いをするのは、他ほかの誰だれでもない──おまえなんだぞ!?」

「うるさいうるさいうるさいっ！」

　がなって、ミチルは大鎌を振り下ろした。

　刃は美月の左肩に背中側から刺さって、美月を手前に引き倒した。

「美月！」

　美月がいくら打たれ強くても、これはもう立ち上がれない。

「もう一回……最後にもう一回だけ、訊きくよ？　本当の本当に、これが最後だよ？」

　はぁはぁと息荒く、ミチルは美月に問う。

「あたしたちのところに……あたしのところに……帰ってきてくれるよね？」

　美月がうつ伏せられていた顔を上げて、ミチルを見た。

「お願い、お姉ちゃん……お願いだから、帰るって言って……」

　声を震ふるわせつつ、大鎌を振りかぶるミチル。大鎌を持つ手も震えていた。

　崖がけっぷちの美月に、選択肢はもう二つしかない。

　ミチルの要求に応じるか、このまま殺されるか。

　だけど、美月が前者を選ぶことは、絶対にない。それは僕にも、そしてミチルにもわかっていることだった。

「ミチル……」

　美月が呻うめき交じりに答える。

「何度訊かれても、私の答えは変わらないわ。……私は、帰らない」

　答えて、そして美月は力尽きたようにうなだれた。

「お姉ちゃん……？」

「……美月？　噓うそだろ……？」

　呼びかけにも、美月は応こたえない。

「死んじゃったの？　お姉ちゃん……」

　美月の背中を揺すろうとしたんだろう。ミチルがしゃがんで手を伸ばそうとした時、視界の隅でなにかが光った。

　光った──と認識した時にはもう、それはミチルを捉とらえていた。

　一筋の青白い電光。〝烈しき雷帝インドラ〟の魔ま法ほうだ。

　まともにくらったミチルは、おはじきみたいに吹っ飛んで、また本堂の壁を突き破らされた。

「誰だれだ──!?」

　電光の来た方向に顔を向けた僕は、そこに最悪の男の姿を見た。

　元々細い目を、糸みたいに細めて、その男──ツォンは、くつくつと不気味に喉のどを鳴らした。

「困りますねぇ。そのお嬢じようさんを殺すのは、私なんです」

「また、おまえか……」

　本堂から歩み出てきたミチルが、虎とらの目を血走らせてツォンを睨にらむ。

　派手に吹っ飛んだ割に、ダメージはたいしてないように見える。

「はい、また私です。呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃ～ん、ってね？」

「お呼びじゃないっての！」

　ミチルが地面を蹴けって、ツォンに斬きりかかる。

　真っ正面からの、勢いまかせの突とつ撃げき。

──駄だ目めだ！

　ミチルは完全に頭に血が上ってる。

　僕みたいな半人前相手ならともかく、救済者セイバー相手にそんな猪ちよ突とつ猛もう進しんが通じるわけがない。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　案の定、ミチルはツォンの電撃に迎え撃うたれて吹っ飛ばされた。美み月づきの魔ま法ほうを防いだ大鎌も、ツォンの魔法は防げなかった。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　倒れたミチルを三み度たび、ツォンの電撃が打ち据えた。小さな身体からだが何度も大きく跳ねる。

　僕なら軽く十回は死ねそうなダメージ。だけど、ミチルは立ち上がった。ツォンを睨むその顔に苦痛の色は見られない。

「でえええええいっ！」

　雄お叫たけびをあげてツォンに斬きりかかろうとしたミチルは、駆け出してわずか三歩で、倒れた。糸の切れた操り人形みたいな、生命感のない倒れ方だった。

──やっぱり……。

　痛みを感じない体質のせいで平気な顔をしていたけれど、ミチルのダメージは深刻なんだ。

「おやおや、効いていないのかと、ちょっぴり焦あせってしまいましたよ」

　ミチルが大鎌を杖つえ代わりにして立ち上がる。──けど、立ち上がっただけで動く気配はない。

「殺してやる。殺してやる。殺してやる……っ！」

「おお、怖い怖い」

　ミチルの怨えん嗟さの声をせせら笑って、ツォンは黒光りするオールバックの髪をつるりと撫なでた。そして、ミチルに魔法杖を向ける。

「念のためにもう一撃しておきましょうか。──〝死者食む大鷲フレスベルグ〟」

　ツォンの魔法杖の先にポツポツと浮かんだ光の点が、矢となって一斉に疾しつ走そうを開始する。

「美み月づき！」

　ミチルに向けられた攻こう撃げきなのに、僕は違う名前を叫んでいた。

　美月が──ミチルとツォンの間に倒れていた美月が、不意に立ち上がってミチルに覆おおい被かぶさったのだ。まるで、ミチルの盾になるように。

「お姉ちゃん!?」

　美月の背中に、無数の光の矢がざくざくと突き刺さる。

　美月は大きく仰のけ反って──だけど、倒れなかった。

「ミチ……ル……」

　両の腕にしっかりとミチルを抱きしめて、美月は言った。

　苦しげに、愛いとおしげに。

「大好き……よ。しあわ、せ、に……なっ……て……。あな、た……は……」

「お姉ちゃん……？」

　血に染まった赤い頰ほおを妹の白い頰に重ねて美月は微笑ほほえみ──全身を弛し緩かんさせた。

　大鎌を放し、美月の背中に両手を回して、ミチルは美月もろともその場にがっくりと膝ひざをついた。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん！」

　ミチルが悲痛な叫びをあげても、美月の目は開かない。

「美月……」

　美月の背中は、かすかに──本当にかすかにだけど、上下していた。

「麗うるわしい姉妹愛ですねぇ。実に感動的です」

　ツォンがパチパチと手を叩たたきながら、美月とミチルに歩み寄っていく。

「感動冷めやらぬうちに、仕上げといきましょうか」

　歩きながら、ツォンは懐ふところから片刃の小剣シヨートソードを抜き出し、大きく反った峰みねに唾だ液えきまみれの舌を這はわせた。

「ゆる……さない……」

　そんなツォンを真っ赤な目で睨ねめ上げて、ミチルが腹の底から低い声を搾しぼり出す。

「おまえは……おまえだけは、絶対に許さない……」

〝癒しの秘蹟サクラメント〟と、二度小さく呟つぶやいて、ミチルは美月をそっと横たえた。そして、立ち上がる。

「おや、まだ立ち上がりますか」

　口くち許もとに余裕の笑みを滲にじませつつも、ツォンは油断なく跳び退のき、距きよ離りを取った。

『荒ク神サの剣ナギ』で運動能力が向上しているとはいえ、ツォンは魔ま法ほう使つかい。白兵戦はミチル有利だ。もっとも、それもミチルにまともに戦うだけの力が残っていればの話だけど……。

「う……ぐ……」

　ミチルは砕ける勢いで歯を食いしばって唸うなると、

「がああああああああああっ！」

　ドラゴンみたいな咆ほう吼こうをあげて、ツォンに向けて両手を突き出した。

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　巨大な火球が夜気を焦こがしてツォンに迫る。

「〝悪魔は光を嫌うルキフグス〟」

　だけど、ミチルの怒りを具現化したように激しく逆巻くそれは、ツォンの身に届く前にフッと──まるで息を吹きかけられたロウソクみたいにかき消えてしまった。

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！　〝極刑凍土コキユートス〟！　〝邪なる風神ハストウール〟！」

　ミチルは驚おどろきも怯ひるみもせずに、力ある言葉を繰くり返す。

「〝悪魔は光を嫌うルキフグス〟〝悪魔は光を嫌うルキフグス〟〝悪魔は光を嫌うルキフグス〟」

　結果はさっきと同じだった。

　ミチルの放った魔ま法ほうは、すべてツォンの呪じゆ滅めつ魔法にかき消されてしまった。

　呪滅魔法は、文字どおり、魔法を打ち消す魔法だ。強力な魔法ではあるけれど、使い手の魔力が相手の魔力を上回っていなければ効果を発揮しない上に、効果を発揮したとしても、完全消滅させるのは容易じゃない。完全消滅なんて、よほどの魔力差がないとできない芸当だ。

　ミチル相手に易やす々やすとそれをやってのけてしまうのだから、ツォンの魔力はとんでもない。

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　懲こりずに、ミチルは魔法を繰くり出す。

「無む駄だですよ。──〝悪魔は光を嫌うルキフグス〟」

　ハエを払うように軽く手を振って迫り来る炎の津波をかき消すツォン。──と、余裕に満ちていたその顔が不意に引きつり──そこに、炎を放つのと同時に駆け出していたミチルの拳こぶしがめり込んだ。

「──ぶっ！」

　吹っ飛んだツォンが、無造作に参道を転がっていく。

「ぐ……げ……が……」

　十メートル近くも転がってようやく止まったツォンは、立ち上がろうとして、立ち上がれなかった。

「あ……が……が……」

　四つん這ばいになって、鈍く呻うめく。

　前歯は欠け、ひん曲がった鼻からはボタボタと血が滴したたっていて、敵ながら痛々しい。同情なんてこれっぽっちも湧わいちゃこないけれど。

──とどめだ！

　僕は心の中でミチルに叫んだ。

　ミチルとツォン。僕からすれば、どっちも美み月づきを傷つけた敵だ。でも、ここでミチルがツォンに倒されれば、美み月づきは確実に殺される。

　とにかく、ここはミチルに勝ってもらうしかない。

　ツォンは動けない。今なら僕だって簡単にとどめを刺せる。

　なのに、ミチルはとどめの一いち撃げきを撃うとうとはしなかった。──いや。撃たないんじゃない。撃てないんだ。

「く……そ……っ」

　悔しげに歯を食いしばって、ミチルは片かた膝ひざをついた。

　気迫でツォンを殴なぐり倒しはしたものの、ミチルだって限界なんだ。

「やって……くれましたね……」

　ツォンが手て許もとに転がっていた魔法杖を支えにして、立ち上がった。

「〝癒しの秘蹟サクラメント〟」

　折れた前歯の隙すき間まからひゅーひゅーと息の音を漏もらしながら、ツォンは自身に回復魔ま法ほうを唱えた。そして、ミチルに魔法杖を向ける。

「〝烈しき雷帝インドラ〟」

　今のミチルに、文字どおり、稲いな妻ずまの疾はやさで迫るそれを避けられるはずもない。

　まともに撃たれて、ミチルはばったりと倒れた。

　……決まりだ。

　これは、もう立てない。立てるはずがない。

　なのに──。

「……させない。お姉ちゃん、は……殺させない……」

　立ち上がる力なんてもうこれっぽっちだって残っちゃいないはずなのに、ミチルは立ち上がっていた。

　ツォンが痛みと怒りに歪ゆがんでいた顔を驚おどろきに引きつらせて、独白する。

「ルドラの生命力が、こうも凄すさまじいとは……」

　違う、と僕は胸の内でツォンに反論した。

　ミチルを立ち上がらせたのは、ルドラの生命力──それだけじゃない。無痛症のおかげでもない。美月を傷つけたツォンへの怒りが、ミチルにツォンを殴なぐり飛ばすだけの力を与え──そして今、美月を守りたいっていう絶対の意志が、もう立てないはずのミチルを立たせているんだ。

「だが、もはや限界のはず。──〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟」

　ツォンがおもむろに差し出した掌てのひらから噴き出した虹にじ色いろの糸がミチルに絡からみつき、もう既すでに動けない彼女から完全に自由を奪った。口も塞ふさがれているから言葉を発することもできない。

「気が強いのは結構ですが……お嬢じようさん、貴女あなたは少々おいたが過ぎました」

　ツォンはポケットから取り出した白いハンカチで鼻血を拭ぬぐいながらミチルの目の前まで歩くと、真っ赤に汚れきったハンカチを放り捨てて、両手で魔法杖を振りかぶった。

「悪戯いたずらっ子には、折せつ檻かんをしないといけませんよねぇ！」

　ツォンの振り下ろした魔法杖がミチルの頭を打ち据えて、鮮血が飛び散った。

　ミチルは、倒れない。虎とらの目をいっぱいに剝むいてツォンを睨にらむ。

「いいですともいいですとも。簡単に倒れられたんじゃ、つまりませんからねぇ」

　くつくつと不快な笑い声をたてながら、ツォンはミチルの──今度は腹に、魔法杖を突き入れた。

　ミチルは、倒れない。

　ふん、と鼻を鳴らして、ツォンは魔法杖を下から上に振り抜いた。

　顎あごをかち上げられたミチルが、大きくよろめく。けれど、倒れない。

「まだ、倒れませんか。なら──」

　ツォンは魔法杖を矢継ぎ早に振るって、ミチルの顔を、腹を、腕を、脚を──撲うって撲って撲ちまくる。

「ミチル……」

　撲たれても撲たれても、ミチルは倒れない。

　血を吐はき、顔の形が変わっても、美み月づきを守りたい一心で立ち続ける。

　その姿に──そして、なにもできない自分の無力さに、涙が出た。

「頼たのむ……」

　僕は懇こん願がんした。

　自分自身のプラナに。

　頼む。

　頼むから、僕の言うとおりにしてくれ。

　今、ここでなにもできなかったら、僕は──僕は本当にただのお荷物になってしまう。虫ケラになってしまう。

　僕は美月の相棒パートナーなんだ。

　僕は美月の相棒パートナーでいたいんだ。

　だから、どうか──。

　僕のプラナよ。生命の流れよ。

　どうか。




　僕に力を貸してくれ──！




　心の中で叫んだ瞬しゆん間かん、体内を燃え盛りながら流れ続けていたプラナが、ピタリと流れを止めた。

　これは……。

（力を貸してやる）

　声が聞こえた気がした。

　耳にじゃない。頭の中に──ってのも違う。

（おまえが望むのなら、力を貸してやる）

　また、聞こえた。

　気のせいなんかじゃない。

　誰だれかが──あるいはなにかが、僕に──僕の全身に声を響ひびかせている。

　僕自身のプラナの声──なのか？

　わからない。

　わからないけど──プラナに呼びかけて声が返ってきたんだ。ならば、これはきっとプラナの声だ。

　たとえ違っていたとしても、力を貸してくれるのなら、神だろうと悪あく魔まだろうとかまわなかった。

「ああ、力を貸してくれ」

　全身に響く声に声を返して、僕は両手に拳こぶしを作った。そして、流れを止めたプラナに命じる。両腕に集つどえ、と。

　僕の意志に応こたえて、止まっていたプラナが再び流れ出す。僕の意志どおり、左右の腕に向かって、まっすぐに流れていく。

──いける！

　歯を食いしばって、僕は両腕を動かした。

　さっきまでどんなに力を入れてもビクともしなかった騎士鋼アロンダイト製の鎖くさりが、あっけなく──拍子抜けしてしまうぐらいに簡単に、砕け散った。

　その手で足を縛しばっていた鎖も引きちぎって、立ち上がる。

「しぶといお嬢じようさんだ。いい加減に腕が疲れてきましたよ。といっても、やめませんがねぇ！」

　僕なんかには目もくれず、ツォンはミチルを殴なぐり続けている。──チャンスだ。

　僕は腰の長剣に手を掛けて、抜いた。そして、両腕に結集させていたプラナを両脚に移動させる。

　両腕から熱が失うせていく代わりに、両脚が熱く熱く、生命の炎を滾たぎらせていく。

　プラナを特定の部位に結集させれば、その部位の性能が爆発的に向上することは、わかった。

　プラナを結集させた足で、地面を蹴ける。

　一いつ瞬しゆん──もかからなかった。僕がツォンとの間にあった十数メートルの距きよ離りをゼロにするのに。

　自分のものとは思えない、驚きよう異い的てきな脚力。

「な──!?」

　糸目を見開いたツォンの顔が、すぐ目の前にある。

「おおおおおっ！」

　腹の底から声をあげて、僕は剣を繰くり出した。

　このタイミングなら、絶対に当たる！

　だけど、僕の手に肉を切り裂く感触が伝わってくることは、なかった。──避けられた。

　大きく跳び退のいたツォンが着地する姿が視界の隅に見えた。

「くそ……っ！」

　なぜ避けられるはずのない剣が避けられてしまったのか──原因は瞬しゆん時じに理解できた。

　ツォンの反応速度が僕の予想を上回っていたから──じゃない。

　僕の斬ざん撃げきが遅かったせいだ。脚力を爆発的に高めるために足にプラナを集中させて──そのせいで上半身の強化ができなくなって──それで斬撃のスピードが落ちてしまったんだ。

　使っていたのが軽量な小剣なら、避けられずにすんだかもしれない。でも、僕が今手にしているのは鉄よりも重い騎士鋼アロンダイト製の長剣だった。

　特定の部位の筋力を格段に強化すれば、その分他の部位が弱くなるだろうってことは、予想していた。だから、斬撃の瞬間にプラナの両脚への結集を解除しようとしたのだけれど、両脚で燃え盛るプラナは、僕の言うことを聞いてはくれなかった。

「端は役やくが！　分もわきまえずに！」

　糸目を吊つり上げ、鼻血で汚れた歯を剝むき出しにして、ツォンが魔法杖を向けてくる。

──間に合えっ！

　僕は力いっぱいに地面を蹴けった。プラナはまだ両脚に漲みなぎっている。

「〝怒イれグるナ──〟」

　ツォンが力ある言葉を放ち終える前に、僕はツォンの懐ふところに飛び込んでいた。──間に合った。

　だけど、このまま──腕力が強化されていない状態のまま斬撃を繰り出しても、絶対に当たらない。魔ま法ほう使つかいでありながら、ツォンはミチルの攻撃を軽々と避けられるだけの白兵戦能力を持っているんだ。

　だから、僕は剣じゃなく、脚を出した。

　プラナの漲る足を、ツォンの尖とがった顎あごめがけ振り上げる。

「ぶ──げあっ！」

　骨を砕くたしかな手て応ごたえとともに、ツォンの身体からだが宙に舞った。

──もう一撃！

　放物線を描いて落ちていくツォンを睨にらみながら、僕は両脚のプラナを全身に巡らせようとして──歯は嚙がみした。

　さっきと同じだ。プラナが、動いてくれない。

「くそ……っ！」

　自分の未熟さが呪のろわしかった。プラナを局部集中させることはできても、局部集中させたプラナを再び全身に巡らせることが、できない。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　仕方なく、僕は〝荒神スサノオ〟を一度解いて、再発動させた。

　プラナが全身を巡りはじめる。

──よし！

　視界の端はしに黒い人影が映ったのは、剣を構えて駆け出そうとした瞬しゆん間かんだった。

──誰だれだ!?

　と思った時にはもう、そいつは僕の目の前に立ちはだかっていた。

　そいつの手にしている白刃が、ギラリと光って僕を押し止とどめる。

「あんたは……」

　僕はそいつを──その女を、知っていた。

「また会ったね、少年」

　北ほく斗と──。

　ひなたを連れ去った天上院の女剣士が、微笑とともに僕に刀の刃先を向けてきた。




　最悪の展開だった。

　天上院の人間が、もう一人現れるなんて。

　掌てのひらが汗ばんでいくのを感じながら、僕は剣の柄つかを握り直した。

「ぐ……げ……が……」

　北斗の背後に落ちたツォンが、苦く悶もんの声をあげつつよろよろと立ち上がる。

「はか、が……が、く、へい、に……っ」

　半開きになっている口から、ごぼっと血があふれた。僕の蹴けりは、手て応ごたえどおり顎あごを砕いていたんだ。

　あと一いち撃げき……あと一撃で倒せるっていうのに。

「少年。悪いけど、キミにこいつを倒させるわけにはいかない」

　北斗はそう言うと、おもむろに刀を振りかぶり──。

「こいつは、天上院でカタをつけるからね」

　くるりと踵きびすを返して、振りかぶった刀をツォンへと振り下ろした。

「げあ……っ！」

　刃での攻撃じゃない。峰みね打うちではあったけれど、首筋を強く打たれて、ツォンはたまらず倒れた。

「な……ん……で……」

「言ったはずよ。目標以外の人間を傷つけるなって」

「……っ……」

「あんたが任務の合間になにをしているのか、天上院が把握していないとでも思っていたのかい？　前回は三人。その前は二人。今回にいたっては五人だ」

　苦痛に歪ゆがんでいたツォンの顔が、はっきりと強こわ張ばった。

「あんたは戦績優秀な救済者セイバーだからね。今までは天上院も見て見ぬフリをしてきたけれど、仏の顔も三度までって言うだろ？　……いや、仏じゃないか。ここまであんたの凶行を放置してきたんだからね」

　なんの話だろう、と思って……ふと、何日か前に美み月づきから聞いた話が脳裏をよぎった。ツォンが元は連続殺人犯だったって話だ。

　ひょっとして、ツォンは救済者セイバーになった現在でも、殺人を続けているのか？

「なんにしろ、三振アウトよ。あんたの救済者セイバー免許は剝はく奪だつされる。身柄も拘束させてもらう」

　北ほく斗とは再び刀を振りかぶる。

「ひ……ひんどら！」

　ツォンが手て許もとに転がっていた魔法杖を拾い上げて抵抗を試みる。だけど、顎あごの砕けているツォンに、力ある言葉を放つことはできなかった。

　魔ま法ほう名めいを正しく発音しなければ、魔法は発動しない。

「無ぶ様ざまね」

「ひぎゃっ！」

　北斗の振り下ろした刀の峰みねが、ツォンの脳天を捉とらえてがつっと痛そうな音を響ひびかせる。

「……あ……はぁ……」

　ツォンは白目を剝むいて倒れた。

「やれやれ……」

　疲れたようなため息をついて、北斗がこっちを振り返る。

「改めて、久しぶりだね、少年。元気にしてたかな？」

「友達みたいな態度はやめろ。僕はあんたが嫌きらいなんだ」

　ひなたを根源魔ま法ほうに目覚めさせるためとはいえ、こいつがひなたを傷つけたって事実に変わりはない。僕はそれを断じて許すつもりはなかった。

　それに……ツォンが戦せん闘とう不能になったとはいえ、こいつだって天上院の人間なんだ。

「答えろ」

　苦笑交じりに肩を竦すくめる北斗に、僕は問いをぶつけた。

「あんたも、美月を殺すつもりなのか？」

「いいや」

　答えて、北斗は目線を横に動かした。そして、言う。

「また、会ったわね」

　北ほく斗との目線を追って首を捻ひねった僕は、そこに魔法杖を支えにして立つ美み月づきの姿を見た。

「美月！」

　駆け寄って、支える。

「立って、平気なのか？」

　美月は頷うなずいた。

「平気よ。ミチルが〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけてくれていたし、ルドラの回復力は知ってるでしょう？」

「美月……」

　とてもじゃないけど平気には見えなかった。顔色は青いし、足にもほとんど力が入っていない。

「辛つらそうね。でも、安心して。あなたを殺しはしないから」

「どうしてだ？　天上院はルドラを皆殺しにするんじゃないのか？」

　北斗はまた肩を竦すくめて、それから首を横に振った。

「違うのか？」

「ああ。マオ様が命じたのは、あくまでも妖獣騎士ドウーム・ナイトの殲せん滅めつなんだ」

「……ってことは……」

「そう。妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃない……妖獣騎士団ドウーム・ナイツに与くみしていないルドラは、抹まつ殺さつの対象にはならない」

「だったら、美月は……」

「彼女は、妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃないんだろう？」

「あ、ああ……」

「彼女が妖獣騎士団ドウーム・ナイツと袂たもとを分かったルドラだってことは、マオ様が保証した」

「マオが……」

　左右で瞳ひとみの色の違う、緑の髪の少年の姿が脳裏をよぎった。

　世界に数人しかいない導師スペルマスターの一人で、天上院の重要人物でもあるというあの少年は、美月とも顔見知りみたいだった。

　マオは天上院の幹部で、昔は美月だって天上院にいたわけなんだから、顔見知りなのは当然といえば当然だ。けれど、ふたりの間にはなにかしら因いん縁ねんがあるふうに見えた。少なくとも、美月はマオに対して敵意に近い感情を見せていた。

「美月が妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃないってわかっているのなら、なんでツォンは美月を狙ねらったんだ？」

「それは、こいつが──」

　北斗は足あし許もとに意識なく転がるツォンの頭を、爪つま先さきで小突いた。

「任務を勝手に拡大解釈したのさ。自分に都合のいいようにね」

「どういうことだ？」

「要するに、こいつは彼女を気に入ったのさ。獲物として、ね」

　北ほく斗とによれば──。

　妖獣騎士ドウーム・ナイト抹まつ殺さつの任務を与えられた救済者セイバーには、非妖獣騎士ドウーム・ナイトも含んだルドラ全員分の資料が手渡されたのだという。資料には顔写真も添付されていて、ツォンは美み月づきの顔写真を見て気に入ったのだろうということだった。

「まあ、ツォンが対象外のルドラを狙ねらっていることを把握していながら野放しにしておいた天上院にも問題はあるんだけどね」

「じゃあ、もし、ツォンが一般人に手を出していなかったら、天上院は抹殺対象外の美月が殺されてもおかまいなしだったって、そういうことかよ」

　北斗はため息交じりに答える。

「その答えは、是であり非でもある。……一枚岩ってわけじゃないんだよ、天上院も」

「相変わらずみたいね、賢人連は」

「まあね」

　うんざり顔で、北斗は前髪を搔かき上げた。

「なんにしろ、キミには謝らなくっちゃね」

　謝ってすむ話か！　美月は死にかけたんだぞ！　──と、そう怒鳴ってやりたい気持ちをこらえて、僕は言った。

「約束しろ」

「うん？」

「天上院は、もう二度と美月を狙わないって」

　うん、と北斗は頷うなずいた。

「約束するよ。天上院は二度と彼女を狙わない。狙わせない」

　ただし、と北斗は付け加えた。

「彼女が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻ったり、手を貸したりした場合には、その限りじゃないけどね」

　それには、美月自身が答えた。

「問題ないわ。その可能性は、万に一つもないから」

「そう願うよ」

　いろいろと納得はいかなかったし、北斗の言を一〇〇％信用するわけにもいかなかったけれど、とりあえずこの場の戦いは終わった……と考えていいんだろうか。

──いや。まだだ。

　安心しかけて、僕は頭を振った。

　この場にいるルドラは美月一人じゃない。

　ミチルがいる。そして、ミチルは妖獣騎士ドウーム・ナイトだ。

　ツォンの殴おう打だに耐え続けたミチルは、魔ま法ほうの糸に拘束されたまま、今もまだ立ち続けていた。顔は下を向いていて、見えない。意識はあるんだろうか。

「ミチルは、どうするんだ？」

　僕の問いに、北ほく斗とは刀を構えることで答えた。

　……やっぱり、か。なら──。

　僕は美み月づきから離はなれて、両手で剣を構えた。

「セーヤ……」

　僕は美月に目で言った。

　僕が時間を稼かせぐから、その間にミチルを連れて逃げてくれ、と。

　美月もミチルもボロボロだけど、ふたりはルドラだ。回復は早い。とにかく一度この場から逃れて、戦えるレベルにまで回復すれば──そして、姉妹で協力して戦えば、北斗を撃げき退たいすることだってできるはずだ。

　問題は、北斗相手に僕がどれだけ持ち堪こたえられるかってことだけど……。

「少年、馬ば鹿かな真似まねはやめたほうがいい」

　北斗が目つきを険しくした。

「妖獣騎士ドウーム・ナイトを庇かばい立てするなら、キミも妖獣騎士ドウーム・ナイトに与くみする者として見なさなければならなくなるぞ」

「忠告ありがとう。けど、さっきも言っただろ？　僕はあんたが嫌きらいなんだ。あんたの言葉に従う気は、ないね」

「そうか……」

　北斗はため息をついた。

「それがキミの覚悟なら、もうなにも言わない」

　北斗はため息とは別種の息を細く静かに吐はくと、僕の目に鋭利なまなざしを突き刺してきた。

　美月と出会う前の僕なら、この眼力だけで腰を抜かしていただろう。一ヶ月前の僕なら、腰は抜かさなくても、後ずさりせずにはいられなかっただろう。

　けど、今は──今の僕は、腰を抜かしも後ずさりもしなかった。

　真っ向から睨にらみ返して、一歩前に出る。

　一分は無理でも、せめて三十秒は持ち堪こたえてみせる！

「ふんっ」

　夜気がピリピリと張りつめていく中、気迫のこもった鼻息が聞こえて、北斗が目を見張った。

「邪じや魔まよ、犬コロ」

　美月か？　と思って振り向こうとした僕の隣となりに、大鎌を手にした少女が立った。

「ミチル……どうして……」

「あんたバカ？　戦うために決まってんでしょうが。殺やらなきゃ殺られるんだから」

　ドン、とミチルは大鎌の柄つかの尻しりで力強く地面を叩たたいた。

「戦える……のか？」

　ミチルのダメージは美み月づきと同等か、それ以上だったはずだ。なのに地を踏ふみしめる足にはしっかりと力が入っていた。腫はれで形の変わっていた顔も、痣あざや血の跡は残っているものの、腫れは引いている。

　ミチルの回復力は、美月以上ってことか。

「なかなか豪快ね。ツォンの〝深淵に巣くう蜘蛛アトラナート〟を力で引きちぎるなんて」

　北ほく斗とが言った。

「あんたの首も引きちぎってやるわよ」

　ミチルが一歩前に出て、獲物を狙ねらう猫みたいに低く構える。

「犬コロ」

　目に見えそうなぐらい濃い殺気を全身からくゆらせながら、ミチルは僕に声をかけてきた。

「お姉ちゃんを連れて、逃げて」

　そう言うと、ミチルは殺気を爆発させて地面を蹴けった。

『ミチル！』

「でええええええええええいっ！」

　美月と僕のあげた叫びをかき消すような大だい音おん声じようとともに、大鎌を袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　疾はやさも迫力も申し分ない、ドラゴンの骨さえ断ち切りそうな一いち撃げき。

　だけど、天上院の女剣士・北ほく斗とは、顔色一つ変えずに半身を撚ひねりながら一歩横に動いただけで、ミチルの大鎌をかわしてしまった。
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　攻こう撃げきをしくじれば、次に待っているのは反撃だ。

　鋭くもなめらかな動きでミチルの懐ふところに入り込んだ北斗が、ミチルの胸に掌てのひらを押し当てる。

　ドン、と太たい鼓こを叩たたいたような音が夜気を揺さぶって、ミチルが吹っ飛んだ。

「ミチル！」

　美み月づきが動いた。

　魔法杖をかなぐり捨てて、ミチルを身体からだで受け止める。

　僕は北斗の追撃を阻はばむために、北斗とミチルの間に割って入った。

「やらせない！」

「邪じや魔まだ！」

　僕の振り下ろした剣と北斗の振り上げた刀がぶつかり合い──。

「……っ！」

　僕の剣が──鋼鉄よりも遥はるかに頑強な騎士鋼アロンダイト製の長剣が、柄つかだけを残して粉々に砕け散った。

「どいていろ！」

　そして、次の瞬しゆん間かんには僕は宙を舞わされていた。胸倉をつかまれて、放り投げられたんだ。

　視界に夜空が広がる。

「──!?」

　人がいた。

　空に。

　満ちかけの月を背負うようにして、長剣を手にした金髪の青年が夜空に立っている。

　僕と目が合うと、彼は穏おだやかに微笑ほほえみ、虚こ空くうを蹴けって矢の疾はやさで夜気を滑すべり降りはじめた。

「レイ──！」

　すれ違う一瞬──叫んだ僕の肩に、レイの手が触れた。

「〝愛の言の葉サラスヴアテイー〟」

　一言、聞き覚えのない単語を残して、レイは降りていった。




　三十メートル以上の高さからの落下。

　受け身は取ったけれど、それでもけっこうな衝しよう撃げきだった。

「……っ……あ……」

　頭がクラクラする。呼吸も苦しい。だけど悠長に寝てなんていられない。

　歯を食いしばって、起き上がる。

　僕が放り投げられてから起き上がるまでの十秒足らずの間に、状況は変わっていた。

　北斗が、がっくりと片かた膝ひざをついていた。

　歯は嚙がみしている彼女の左腕には、短剣が刺さっている。

　投とう擲てき用の短剣だ。刀身は通常の短剣よりも小さくて、果物ナイフ程度しかない。だから、それが腕に刺さったからって深刻なダメージになるはずがないのに、なのに北ほく斗とは片かた膝ひざをついたまま動けずにいた。

「仲間が作った、対高位妖獣ドウーム用の神経毒です。あなたなら自力解げ毒どくが可能でしょうが、しばらくは動けませんよ」

　そう言ったのは、北斗の正面に立つレイだ。北斗に弾はじき飛ばされたんだろう──手にしていた長剣は、少し離はなれた所に転がっている。

「く……っ」

　北斗が震ふるえる右手で左腕に刺さっている短剣を引き抜き、投げ捨てた。けど、それが限界だった。戦うどころか、北斗は立ち上がることもできない。

「あなたは、そこで見ていてください」

　レイはそう言うと、美み月づきと、美月に抱き止められているミチルを振り返り、身震いするほどの冷えきった声こわ音ねで、宣言した。

「安あん藤どう美月、並びに火か鳥とりミチル……二名の背徳者は、ボクの手で始末する」

　え……？

「な……に、を……」

　声帯すら麻ま痺ひしているのか、北斗が掠かすれた声を出した。

「団に背そむいた裏切り者は団員の手で始末する、ということですよ」

　ど……。

「どういうことだよっ!?」

　僕は叫んでいた。

「どうもこうもない」

　レイが声音と同じ、冷えきった目を僕に向けて言った。

「ボクがこの都市に来たのは、美月を……裏切り者を始末するためなんだから」

　レイの冷えきった目が、殺意の目に──虎とらの目に変わる。

「レイ……」

　弱々しく幼おさな馴な染じみの名前を呟つぶやいたのは、美月だ。

　ミチルは美月に抱かれたまま、いっぱいに見開いた目でレイを見上げている。

「残念だよ、美月。キミが素直に戻ってきてくれれば、こんなことにはならなかったのに」

　レイは浅くため息をついた。

「ミチル、キミもだよ。実に残念だ。妹のように可か愛わいがってきたキミまで殺さなきゃならないなんて」

「ミチルまで、どうして……」

「キミを庇かばったからだよ、美み月づき。裏切り者を庇うのも、立派な背信行為だ」

　僕は混乱していた。

　レイは、なにを言っているんだ？

　あの夜、僕を呼び出して言った言葉は、なんだったんだ？

　美月を愛しているって。

　美月の幸せのためなら、なんでもできるって。

　あの言葉は、噓うそだったのか？

　いや……いや……。

　でも、あの時、レイの見せた目は──美月を愛していると言ったレイの目は、本物だった。噓を言っている目じゃなかった。

　なのに、どうして？

　ひょっとして──レイは芝居を打っているのか？　たとえば、仲間割れしているように見せかけて、北ほく斗とを油断させようとしているとか。

　だけど、レイが美月とミチルに向けている冷えきった目と声は──そこに込められている殺意は、紛まぎれもなく本物だった。目が合った瞬しゆん間かん、全身の血が凍ったんじゃないかと錯さつ覚かくしたぐらいだ。

　それに、レイはもう既すでに北斗に実質、勝っている。油断させる必要なんて、ない。

　なら、やっぱり、僕が騙だまされたのか？　あの夜のレイの言葉は、美月への気持ちは──全部、噓だったのか？

「レイ……」

　ミチルが目を見開いたまま、美月の腕の中から立ち上がった。

「噓……だよね……？　レイがあたしを殺すなんて、そんなの、噓だよね……？」

　声を震ふるわせて問うミチルを、レイは頭一つ分高い位置から冷たく見下ろす。

「裏切り者には死を。団の掟おきては、ミチルだって知っているだろう？」

「でも、兄様はお姉ちゃんを説得に行ってもいいって……」

「うん。けどね、霞か月づきはその後でボクに言ったんだ。もし、ミチルが裏切るようなら、美月ともども殺せって」

「噓……」

「噓じゃないよ。ボクは霞月に噓はつけない。霞月は、全部見ているんだから」

　レイは自分の左目の下した瞼まぶたを、中指でトントンと叩たたいてみせた。

「だから、ミチル……これは、霞月の裁きだよ」

　次の瞬間、ミチルの身体からだが宙を舞った。

　自分で跳んだのでも、僕みたいに放り投げられたのでもない。

　ミチルを宙に舞い上げたのは、レイの拳こぶしだ。

　容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもない鉄てつ拳けんだった。

「レ……イ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた美み月づきの後ろに、ミチルが頭から落ちた。

「立つんだ、ミチル。キミには背信の罪の重さを嚙かみしめながら死んでもらう」

　ツォンの猛攻に耐え抜いたミチルは、レイの鉄拳にも意識を失ってはいなかった。

　おもむろに立ち上がって、額から流れる血を手の甲で無造作に拭ぬぐう。

「レイ……本気なんだね……」

「もちろん」

「お姉ちゃんのことも、殺すの……？」

「そう言っているだろう？」

「だったら……」

　ミチルは深くうつむいて一度大きく深呼吸すると、

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　顔をはね上げ、レイに向けて片手を突き出した。

　五本の指先それぞれからほとばしった青白い電光がレイに絡からみついて、烈はげしく輝かがやく。

　直ちよく撃げきだ。なのに、レイは眉まゆ一つ動かさない。

「効くと思っているのかい？　この程度の魔ま法ほう」

　片手を軽く一振り。それだけで、ミチルの〝烈しき雷帝インドラ〟はかき消されてしまった。

──噓うそだろ!?

　ミチルの魔法の威力は、美月と同等かそれ以上だ。それを魔法も使わずにかき消すなんて。

　だけど、ミチルはこの事態を予想済みだったのか、もう次の攻撃に移っていた。

　斜め後方に回り込んでの──死角からの肉にく薄はく。渾こん身しんの左ストレート。レイは、まだ振り向いていない。これは、当たる。

　だけど、この攻撃もレイには通じなかった。

　ミチルの拳こぶしはレイの顔の数センチ脇わきを虚むなしく切り裂いただけに終わり──代わりに、レイの肘ひじがミチルの鳩尾みぞおちに食い込んでいた。

　痛打だ。肋ろつ骨こつが何本がイったかもしれない。

「う……ああっ！」

　ミチルは止まらない。痛みの感覚のないミチルは、いよいよ身体からだが動かなくなるまでは戦い続ける。

「噓だ！　噓だ！　噓だ！　レイがあたしとお姉ちゃんを殺そうとするなんて、そんなの絶対に噓だあっ！」

　泣き叫びながら、ミチルは拳と蹴けりを雨あめ霰あられと繰くり出す。

　ミチルのラッシュは、だけどレイにかすりもしない。身体の角度をほんの少し変えるだけの必要最小限の動きで、悉ことごとくかわされてしまう。

　……強い。

　毒を使ったとはいえ北ほく斗とをあっと言う間に戦せん闘とう不能にした上に、美み月づきを圧倒したミチルをまるっきり子供扱いだ。

　レイの強さは次元が違う。

「勘違いしちゃいけないよ、ミチル。裏切ったのはボクじゃない。キミなんだ」

　ミチルの大振りに合わせてレイの繰くり出した蹴けりが、ミチルの横っ面つらを捉とらえて彼女を吹っ飛ばした。

　本堂脇わきの太い木に背中から激突して、ミチルはぐったりと全身を弛し緩かんさせた。

「まだだよ、ミチル。まだまだ、この程度じゃ、団を裏切った罪は贖あがなえない」

　白い十本の指をゴキゴキと鳴らしながらミチルに歩み寄ろうとするレイ。

　その前に、美月が立ち塞ふさがる。

　手には魔法杖を握りしめ、目には哀かなしい決意を漲みなぎらせて。

「レイ……戦いたくなかったわ。あなたとだけは」

「でも、覚悟はできているんだろう？」

「ええ……」

　美月はおもむろに魔法杖を構えると、地面を砕く勢いで蹴って、レイに肉にく薄はくした。

　魔法杖が唸うなりをあげる。単発じゃない。息もつかず嵐あらしみたいに振り回す。狙ねらいなんてろくすっぽつけちゃいない、がむしゃらな攻こう撃げき。

　けれど、当たらない。当たらない。

　僕は腰の剣帯から小剣を抜いて、構えた。とにかく、美月の援護をしないと。

「おおおおおっ！」

　レイの注意をこっちに向けさせるために雄お叫たけびをあげて、僕は地面を蹴った。

　レイが僕を見た。美月から注意が逸それた。逸れたはず──なのに、美月の魔法杖は当たらない。美月のほうを見もせずに、レイは殴おう打だの嵐をいなし続ける。──やっぱり、実力の次元が違う。

　僕はレイに肉薄する前に足を止めた。これ以上近づくと美月の攻撃に巻き込まれる。

「滑こつ稽けいだね、美月。この程度で霞か月づきを斃たおそうだなんて。滑稽すぎて、いっそ哀あわれだよ」

　レイが反撃に出た。長い脚が綺き麗れいな弧を描いて美月の脇腹を打ち据える。

　魔法杖を空振ったところにカウンターで入った。効かないわけがない。

　短い悲鳴をあげて倒れた美月に、レイの手が伸びる。

　レイは美月のトレードマークでもあるサイドポニーを鷲わし摑づかみにして無理やり立ち上がらせると、大きく仰のけ反らせた頭を、美月の鼻っ柱に突き下ろした。飛び散った血が、ふたりの綺麗な顔を凄せい惨さんに汚す。

　レイはさらに美み月づきの腹をめった撲うちにして血の混じった胃液を吐はかせると、首根っこをつかんで、美月をゴミみたいに投げ捨てた。

　無造作に参道に転がった美月は、そこでもまた血の混じった胃液を吐いて、動かなくなる。

「く……そ……」

　僕は震ふるえていた。

　レイの冷たすぎる殺気に怯おびえきった僕の身体からだが、本能が、この場から逃げさせてくれと必死に訴えかけてきているようだった。

「キミは──」

　レイが横目で僕を見た。

「かかってこないのかい？」

　勝手に後ずさりそうになる足に下がるなと命じながら、僕はレイに問い返した。

「噓うそ、だったのか？」

「なにがだい？」

「美月を愛しているって、あんたは言った。あれは噓だったのか？」

　レイの凍った顔にかすかな笑みが差した。

「噓じゃないさ。ボクは美月を愛している。愛しているからこそ、許せないんだ。ほら、言うだろ？　可か愛わいさ余って憎にくさ百倍って」

　言いながら、レイは美月の横っ面つらを踏ふみつけた。

「やめろ！」

「なら、力ずくでどうぞ」

　レイの足が美月の顔を容よう赦しやなく踏みにじる。

「く……」

　どうしても、僕は理解できなかった。

　あの夜のレイと今のレイが、どうしても一致しない。

　美月の幸せを真しん摯しに願っていた、レイ。なのに、結局、美月を仲間に戻す具体的な行動を見せないまま、彼は美月を殺そうとしている。

　他人の思考を理解することは、難しい。僕の理解が及んでいないだけで、レイ本人には自分を納得させられるだけの理屈があるのかもしれない。ただ、それだけのことなのかもしれない。

　だけど──。

「犬コロ、どいて」

　背後から、声。

　振り向こうとした僕を押し退のけて前に出たのは、ミチルだ。手には大鎌を握りしめている。

「お姉ちゃんから足をどけて、レイ」

「お断りだよ。キミのわがままにはもううんざりなんだ」

　言って、レイは美み月づきの顔をさらに踏ふみにじった。

「レイ……っ」

　いっぱいに見開かれた虎とらの目は、赤く赤く、赫かがやいていた。

「許さない！　あたしを裏切って、お姉ちゃんを傷つけて……！　絶対に、絶対に許さない……っ！」

「裏切ったのはボクじゃない。キミたちだよ」

「わああああああああああああああああああああっ！」

　ミチルが天に向かって吼ほえた。

　彼女のやりきれない怒気がレイの殺気で冷えきった夜気を焦こがし、地をも震ふるわせた。

　大鎌を両手で振りかぶって、ミチルは跳んだ。

「いい気迫だね。だけど──」

　怯ひるみも焦あせりもせずに跳び退のこうとしたレイの顔が、不意に強こわ張ばった。

　レイは、跳び退かない。跳び退けない。

　レイが見開いた目を足下に向ける。

「美月……！」

　美月だ。

　レイに踏みにじられていた美月が、歯を食いしばってレイの足首をつかんでいた。

　動けないレイに、ミチルが──ミチルの大鎌が迫る。

　三人でも四人でもまとめて薙なぎ払えそうな長大かつ超重な刃が、ミチルのありったけの力と気迫と殺意を込めて袈け裟さ懸がけに振り下ろされる。

　そして──。

　それが振り抜かれ、地面に深々と突き立った時、レイの姿は数メートル後方にあった。

　ミチルの渾こん身しんの一撃は、レイの命を刈り取ることはできなかった。しかし、空振りに終わったわけじゃない。

　ぼとり、とミチルとレイの間に、ミチルの大鎌に斬きり飛ばされたレイの左腕が落ちた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、レイの左腕の付け根──腕の切断面から、血が噴き出した。

　真っ黒な血が。

──なんだ……!?

　夜の色のせいで黒く見えたのかと思ったけれど、違う。目を凝こらして見てみても、レイの傷口から滴したたる血は、黒かった。

　明らかに、それは人の血の色じゃなかった。

　レイはルドラだ。厳密に言えば人間じゃない。けれど、同じルドラである美月やミチルの血の色は普通の人間と変わらない。

　これは……一体、どういうことなんだ？

「レ……イ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた声の主は、美み月づきだ。

　美月は立ち上がりかけの片かた膝ひざをついた姿勢で、レイに大きく見開いた目を向けていた。

　一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬だけ哀かなしげに微笑ほほえむと、レイは美月から目を逸そらした。

「が……ああっ！」

　獣けものめいた叫び声をあげたのは、ミチルだ。

　地面に深く突き刺さった大鎌を引っこ抜いて、レイに飛びかかる。

「があっ！」

　力任せだけど恐ろしく疾はやい一いつ閃せんを横っ飛びでかわしたレイは、着地した地点に転がっていた彼自身の長剣を手に取って振るい、追いかけてきたミチルの斬ざん撃げきを弾はじき返した。

　レイがついに剣を手にしても、ミチルは怯ひるまない。

「わあああっ！　あああああっ！」

　叫びながら、大鎌を乱舞させる。

「美月」

　僕は片膝をついた姿勢のままの美月に声をかけた。

「レイ……そんな……でも……」

　だけど、美月は呆然と呟くばかりで、返事をしてくれない。

「美月！」

「でも、そんなのって……」

　大きな声を出してみても、駄だ目めだった。

　その間にも、ミチルとレイは大鎌と長剣を激しくぶつけ合わせていた。

　ミチルの攻撃は一撃ごとに威力と疾さを増しているように見えた。身体からだはこっぴどく傷ついているはずなのに……。

　今のミチルは、まさに鬼神だ。美月を守りたいと思う強い気持ちと、一番信じていた相手に裏切られた怒りが、ミチルに限界を限界でなくさせている。

　対するレイは、怪け我がのせいか動きにさっきまでの余裕がなくなっていた。それでも、ミチルの猛攻を片手で受け止め続けているんだから、とんでもない。

　二つの刃が激突する度たびに、空気が裂け、地が砕ける。

　超人同士の常軌を逸した死し闘とう。

　僕なんかが立ち入れる隙すきは、どこにもない。

　と、レイの動きが不意に止まった。

──目が……！

　レイの動きを止めたのは、彼自身の左目だった。

　切断された左腕の傷口から飛び散った血が、左目に入ったんだ。

「りゃあああああ！」

　ミチルの大鎌が、左方──死角から唸うなりをあげてレイに迫る。

「──っ！」

　咄とつ嗟さに跳び退のいたレイの胸から、黒い血が飛び散った。

「強くなったね、ミチル」

　淡く笑んだレイに、ミチルが手負いの魔ま獣じゆうさながらに襲おそいかかる。

「レイ……わかったわ……」

　美み月づきが言って、立ち上がった。

「美月……？」

　魔法杖を握りしめ、ミチルとレイの戦いをまっすぐに見据える美月の目に、僕は涙を見た。

　一ひと雫しずく、頰ほおを伝って落ちる。

　それは、初めて見る美月の涙だった。

　涙ぐんでいるだけなら見たことはある。けれど、涙を流しているのを見るのは、初めてだった。

　涙を流しながら、だけど、美月の目には決意が漲みなぎっていた。

「……あなたは……私が殺す」

　断固たる決意に虎とらの目を赫かがやかせて、美月は嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「みづ……」

　一体、なにがわかったっていうのか。レイのあの黒い血はなんなのか。

「セーヤ、あなたは下がっていて」

　問おうとした僕を遮さえぎってそう言うと、美月はレイに突とつ撃げきを敢行した。

　ミチルと斬きり結んでいるレイに横手から肉にく薄はくして、「はあっ！」、気合い一いつ閃せん、魔法杖を横一文字に振り抜く。

「──っりゃあっ！」

　紙一重で避けたレイに、すぐさまミチルの大鎌が襲いかかる。苦しい体勢ながらも長剣で受け流すレイ。すかさずそこに美月の魔法杖が迫る。

　美月とミチル──姉妹による波状攻撃が、息つく間さえなくレイを攻め立てる。

　美月もミチルと同じだ。立っているのもやっとのはずなのに、動きにはいつも以上の疾はやさと力強さがあった。

　決意だ。怒りがミチルの限界を限界でなくさせているように、レイは自分が殺すという断固たる決意が、美月に己の限界を突破する力を与えているんだ。

　さすがのレイも、片腕を失い、片目も塞ふさがった状態でミチルと美月の二人を同時に相手にするのは厳しいようで──じわじわと押されはじめていた。

　……僕は、どうすればいいんだろう。

　援護しようにも、あの超高速戦せん闘とうに割って入ることは、できない。援護どころか邪じや魔まになるだけだ。美み月づきにも下がっていろと言われてしまった。

　でも……。

　僕は振り向いて、天上院の女剣士・北ほく斗とを見た。

　北斗は片かた膝ひざをついた体勢のまま、じっと三人の戦いを見つめていた。右手は短剣を投げ捨てた時の形のまま固まっている。とりあえず、しばらくは放っておいても問題なさそうだ。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　ミチルの声が強く響ひびいて、僕は前に向き直った。

　ミチルの指先からほとばしった無数の青白い光の筋が、レイの掲げた長剣に当たって、再び夜気を奔はしりはじめる。

──魔ま法ほうを反射した!?

　反射された雷光の向かう先は、左方からレイに迫っていた美み月づきだ。

　美月は──くらわない。横っ跳びでかわして、突とつ撃げきを再開する。

──魔法を反射するなんて……。

　レイがなにか魔法を使った気配はなかった。ってことは、あれはあの剣の力……なのか？

　今まで気にする余裕もなかったけれど、注視してみると、レイの手にしている長剣は刀身全体がほんのりと緋ひ色いろがかっているように見えた。

　まさか、あの剣、ヒヒイロガネ製……なのか？

「はあっ！」

　ミチルの大鎌をかわして体勢を悪くしたレイの横っ面つらに、美月の鞭むちみたいな蹴けりが炸さく裂れつした。ちょうど、血で塞ふさがった左目のあたりだ。

　間髪入れず、ミチルの大鎌がレイの脇わき腹ばらをかすめて鮮血を散らす。

　いよいよ、レイは追いつめられつつあった。

　ミチルはたぶん、もう敵にはならない。北斗も戦闘不能だ。レイが倒されれば、この戦いは終わる。

　でも、それでいいのか？

　美月に──。

　ミチルに──。

　レイを殺させて、いいのか？

　美月にとってもミチルにとっても、レイは兄弟も同然の存在だ。

　……わからない。

　少なくとも、美月には覚悟がある。だけど、それは傷つかないってこととイコールじゃない。

　僕は美月に傷ついてほしくない。

　でも、美月を止めることはできない。それは、美月の決意と覚悟への冒ぼう瀆とくでしかないから。

　なら、今、僕にできることは……。




『杉すぎ崎さきくん』




「え……？」

　不意に聞こえた声が、僕の思考を断ち切った。

「なんだ……？」

　すぐ近くで聞こえた気がしたのに、見回してみてもまわりには誰だれもいない。

　男の声だった。

　穏おだやかで優しいこの声の主は……。

『聞こえているみたいだね、よかった』

「……レイ!?」

『うん、ボクだよ』

　レイは僕の視線の先で、今も美み月づきとミチルの二人を相手に激しく斬きり結んでいる。

　なのに、どこからか聞こえてくるその声は、たしかにレイの声だった。

──……これは、一体どういうことなんだ……？

『念話の魔ま法ほうだよ。今、キミとボクは心で会話できる状態にある』

　僕の声には出さなかった問いに、答えが返ってきた。

──念話の魔法……？

　そんな魔法、知らない。

『〝愛の言の葉サラスヴアテイー〟……一応、禁きん呪じゆだよ』

　その単語には、聞き覚えがあった。

　さっき、レイが僕の肩に触れて言った言葉だ。あれは禁呪だったのか……。

──この会話は、美月たちには聞こえていないんだな？

『うん。キミだけに聞いてほしい話があるんだ』

　美月の魔法杖をかわしミチルの大鎌を長剣で弾はじきつつ、レイは一いつ瞬しゆん、僕を見た。

『話……っていうか、お願いかな。キミを美月の相棒パートナーと見込んで、頼たのみがあるんだ』

──頼み？　僕に……？

『うん。……キミに、殺してほしいんだ。──ボクを』

「え……？」

　思わず声をあげた僕の視線の先で、ミチルの大鎌を背中に受けたレイが、ついに倒れた。

『ボクは、もうじき、死ぬ』

　倒れながらも、レイは僕の頭の中に声を送り続けてきた。

『ボクの血の色……見ただろう？』

　ミチルの大鎌が、レイの背中めがけ振り下ろされる。

　レイはそれを、身体からだをごろんと横に回転させて、ギリギリで避けた。避けた勢いで立ち上がって、美み月づきの魔法杖を受け流す。

『ボクは、心臓を妖獣ドウームに巣くわれているんだ。そいつが、ボクの血を汚染している』

──それって……。

『美月と似たようなものさ。美月の脳に巣くった妖獣ドウームがマナを餌えさにして成長していくように、ボクの心臓に巣くった妖獣ドウームは、ボクの血を餌にして成長していくんだ』

──じゃあ、あの黒い血は……。

『そう……餌になった血だよ。こいつは、餌にしたボクの血を自分の血に変えているんだ。ボクを乗っ取るためにね』

　乗っ取るって、それって……つまり……。

『ボクは、いずれ妖獣ドウームになる。そして、その時はもうすぐそこまで迫っている。一月後か十日後か……あるいは、明日かもしれない』

──進行を止める方法は、ないのか？

　美月の場合は、妖獣ドウーム化の進行を止める方法が、一応あるにはある。魔ま法ほうを使わないことだ。戦いの人生を選択した美月にとっては、限りなく困難な方法ではあるけれど……。

『美月の脳の妖獣ドウームと違って、ボクの心臓の妖獣ドウームは血を餌にしているからね。どうにもならないんだ』

　絶望なんてかけらも感じさせない穏おだやかな声こわ音ねで、レイは絶望的な答えを返す。

──なら、美月は知ってるのか？　あんたの身体のこと……。

『いや。ボクの心臓の妖獣ドウームが成長をはじめたのは、美月が団を離はなれた後だったからね』

──ミチルは？

『ミチルも知らないよ。……というより、誰にも話していないんだ。でも、さすがに美月には気づかれたみたいだね』

（私が妖獣ドウームになったら、その時は、あなたの手で殺してほしいの）

　美月がアンラ・マンユとの戦いの後で言った言葉が脳裏をよぎった。

──そうか……それで、美月は……。

　レイの黒い血を見て、美月はレイの身になにが起きているかを悟ったんだ。そして、レイが妖獣ドウームにならないように……レイがレイのまま最さい期ごを迎えられるように、自分の手でレイを殺そうとしている……。

「〝怒イれグるナ火イ神ト〟！」

　ミチルの放った火球が、レイの剣にはね返されてミチルの脇わきで爆発する。

　紙かみ屑くずみたいに吹っ飛ばされて地面に叩たたきつけられたミチルは、

「わあああああっ！」

　すぐさま立ち上がって、叫びながらもう何度目ともつかない突とつ撃げきを敢行する。

　半ば我を忘れているミチルは、レイの身に起きている異変にも気づけていないようだった。

『ボクはね、死ぬことは別に怖くないんだ。ずっと死と隣となり合わせの人生だったからね』

　黒い──妖獣ドウームの血をまき散らしながら、レイは語る。

『でも、こんなボクにも一つだけ、心残りがあってね』

──美み月づき……か。

『うん。美月とミチルが袂たもとを分かったままなのが、どうにも辛つらくてね』

──それで、美月を連れ戻しにきたのか。わざわざ光風学園に編入してきてまで……。

『あはは』

　レイが鬼気迫る表情でミチルと刃をぶつけ合いながら、心の声だけで笑った。

『ボクは、美月に帰ってきてほしいなんて思っていないよ』

──え……？

　僕は目を丸くした。

──でも、あんたは美月の幸せのためならなんでもするって……。美月の幸せのために、美月を連れ戻すって……。

『美月の幸せのためならなんでもする、とはたしかに言ったけどね。そのために美月を連れ戻すとは言っていないよ』
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──そう……なのか？

　あの夜の、レイとの会話を思い返してみる。

──言われてみれば、たしかに……言っていない……か？

『ボクは美み月づきに幸せになってほしい。その気持ちに噓うそ偽いつわりはないよ。だから、ボクは美月に戦いとは無縁の、穏おだやかな暮らしをしてほしいんだ。ミチルと一いつ緒しよにね。でも、それは団にいたんじゃ決して叶かなわないことだよね』

──なら、あんたは……。

『ボクは美月を連れ戻しにきたんじゃない。ボクは、ミチルを団から抜けさせるためにきたんだ。美月とミチルが、また一緒に暮らせるようにね。……ボクがミチルを急に裏切り者呼ばわりして、おかしいって思ったかい？』

──ああ。

『霞か月づきがね、見ているんだよ。ボクの左目を通してね』

──どういうことなんだ？

『ボクの左目はね、霞月の作った魔ま器きなんだ。ボクの左目として機能しながら、ボクが目にした光景を霞月に送ってもいるんだ』

──つまり、監視カメラってことか？

『まさに』

　ただし、送られるのはあくまでも映像のみ──つまり、音や声が送られることはないと、レイは補足した。

──今は？　今も、あんたの左目は美月の兄貴に繫つながっているのか？

　血で塞ふさがっていたレイの左目は、美月の蹴けりをまともにくらって完全に潰つぶれていた。

『いいや。こいつの機能はもう完全に失われているよ。監視カメラとしてもボクの左目としても、ね』

──でも、美月の兄貴はなんだってそんな物を……。

『霞月は不安で仕方がないんだよ。近しい者が自分から離はなれていくのが。霞月は寂しがり屋だからね』

──なら、ミチルにも？

『いや。ボクだけだよ。これは、美月の離り反はんを止めなかった罰ばつでもあるから』

──止めなかった？　美月が団を裏切るのを、あんたは止めなかったのか？　止められなかったんじゃなくて？

『うん。ボクは、美月にもミチルにも団を……というより、霞月の傍そばから離れてほしいと思っていたから。本当はあの時、ミチルも一緒に離反させられればよかったんだけど……かなわなかったんだ。ミチルにとって霞月は絶対的な支配者だったし、あの時はまだ、ボク自身にも迷いがあったからね』

──あんたが急にミチルを裏切り者呼ばわりして攻こう撃げきしたのは、ミチルに団を抜けさせるためだったんだな。

『うん。ミチルは霞か月づきが見ていることを知っているからね。ボクを攻撃してしまった以上、ミチルはもう霞月の下には帰れない。強引なやり方になってしまってミチルにはすまないと思っているんだけど……ボクにはもう時間がなかったから……』

　レイがミチルの大鎌をかい潜くぐって繰くり出した蹴けりが、ミチルを本堂の屋根まで吹っ飛ばした。けれど、レイには息をつく間もない。美み月づきがその間を与えない。

　美月の振り下ろした魔法杖とレイの振り上げた長剣が激突して、金色の火花を散らす。

『でも、これで美月とミチルは殺し合わずにすむ』

　美月と打ち合うレイの口くち許もとに、かすかな笑みが浮かんで見えた。

『それに、ミチルがもう妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃないってこともアピールできたしね』

　ああそうか、と僕は納得した。

　レイが北ほく斗との動きを封じながらも、とどめを刺していない理由。

　ミチルはもう妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃないと天上院に認識させられれば、今後、ミチルが天上院に命を狙ねらわれることはなくなる。

　そのために、レイはあえて天上院の人間である北斗を生かしているんだ。

『──それで、キミへのお願いに戻るんだけど……』

　レイが強く踏ふみ込んで繰り出した斬ざん撃げきが、美月の魔法杖を弾はじき飛ばした。

『言ったとおり、ボクはもう長くない。でも、それは別にいいんだ。一番の心残りもなくなったしね。だけど、妖獣ドウームになって死ぬのは……自分が自分でなくなってしまうのだけは、絶対に嫌いやなんだ。恐ろしくてたまらないんだ。だから──』

　魔法杖を失っても、美月は下がらなかった。下がるどころか踏み込んで、レイの胸に掌しよう底ていを叩たたき込む。

　ミチルの大鎌に切り裂かれた箇所への攻撃。さしものレイも効かないはずがない。──なのに、レイはよろめき血を吐はきながらも倒れなかった。

　長剣を地面に突き刺し、それを軸足の代わりにして、蹴りを繰り出す。

　反撃がくるとは思っていなかったのか、美月はモロにくらって吹っ飛んだ。

『──だから、ボクは妖獣ドウームになってしまう前に……ボクがボクであるうちに、死にたいんだ。美月がボクの気持ちを理解して、ボクを殺そうとしてくれているけれど……』

──わかるよ。

　レイがどうして僕に殺してくれと頼たのんできたのか、僕にはもうわかっていた。

──美月に悲しい思いをさせたくないんだろ？　ミチルにも。

　美月にとってレイは、僕にとってのひなたと同じような存在だ。育った環境が特殊な分だけ、ふたりの絆きずなの強さは僕とひなた以上かもしれない。ミチルだって同じだ。

　もしも──。

　もしも、僕が自分の手でひなたを殺したとしたら──たとえ、そこにひなたを殺さざるを得ない理由があったとしても──僕は一生苦しむだろう。

　悲しくて、悲しくて、どうしようもなく自分が呪のろわしくて、生きていられないかもしれない。

　レイは、美み月づきにもミチルにもそんな思いをしてほしくないんだ。

　そして、レイのその気持ちは痛いぐらいに理解できた。

『キミにしか頼たのめないことなんだ』

「あああああっ！」

　本堂の屋根の上に倒れていたミチルが、バラバラと瓦かわらをまき散らしながら立ち上がった。その手には今もしっかりと大鎌が握られている。

『杉すぎ崎さきくん。どうか、ボクを殺してほしい』

　屋根を蹴けってミチルが跳んだ。大鎌を両手で大きく振りかぶり、レイに頭上から迫る。

　レイは地面に突き立てた長剣をそのままに後方に跳んだ。

　ほんの半はん瞬しゆん前まえまでレイのいた場所をミチルの大鎌が薙なぎ払い、地面を吹き飛ばした。それはもう斬ざん撃げきじゃない。爆発だ。

　ミチルの攻撃は終わらない。

　虎とらの目を剝むいて、砕けた地面を蹴る。

「〝烈しき雷帝インドラ〟」

　レイが走りながら電でん撃げき魔ま法ほうを放つ──が、当たらない。

　横っ飛びでかわしたミチルが、再度地面を蹴って、レイに迫る。

　レイの足よりも、ミチルの跳ちよう躍やくのほうが疾はやい。レイに肉にく薄はくしたミチルが、彼を爆砕せんと大鎌を振りかぶる。

　ミチルはだけど、それを振り下ろすことはできなかった。

　背後から大鎌に絡からみついた電撃が、激しく光ってミチルにも絡みつく。

「──っ！」

　声にならない悲鳴をあげて、ミチルは倒れた。

　ミチルを撃うった電撃は、さっきレイが放った〝烈しき雷帝インドラ〟だ。

　避けられてしまったはずのそれが、どうしてミチルを捉とらえたのか。僕には見えていた。

　魔法を反射する力を持っているらしい、レイの長剣。

　レイは、地面に突き立てたそれに〝烈しき雷帝インドラ〟を反射させて、ミチルにくらわせたんだ。

　──やっぱり、強い。

　腕と目を片方ずつ失っても、レイにはそれを補えるだけの技術が──老ろう獪かいさが──ある。

『杉崎くん』

　頭の中に語りかけてくる声は変わらず穏おだやかだったけれど、レイは──さすがに限界を迎えつつあるようだった。

　顔からは血色が失われていたし、呼吸も荒れている。そもそもレイの負っている傷は、常人ならとっくに死んでいるレベルの深手なのだ。未いまだに立っていられるのが不思議なくらいだった。

『次に美み月づきかミチルが仕掛けてきたら、キミのほうに跳ぶ。──どうか、キミのその剣で、ボクの心臓を貫いてほしい』

　レイの潰つぶれていない右目が、横目で僕を見た。

　僕は小剣を握り直し、頷うなずいて答える。

──わかった。

「レ……イ……っ」

　レイに蹴けり飛ばされて石段の手前に倒れていた美月が立ち上がった。

「──う……く……っ」

　ミチルも、まだ意識はあるらしく立ち上がろうと身じろぎしているものの、こちらはもう立ち上がれそうにない。

　立ち上がった美月が、ぐらつきながらも魔法杖を拾い上げて、構える。

　レイが妖獣ドウームになってしまう前に、せめて幼おさな馴な染じみである自分の手で終わらせてやろうという悲しい執念が、美月を支えている。

　一方のレイは、美月に十字架を背負わせないために、僕に自分を殺してほしいと頼たのんできた。

　美月はレイを、レイは美月を思っているのに──美月がレイを殺そうと、僕がレイを殺そうと、そこに待っているのは、レイの死という悲しい結末だ。悲しみを避けることは、できない。

　でも。

　だけど。

　避けることの叶かなわない悲しみだからこそ、僕は──。

「レイ……あなたを妖獣ドウームにはしない。あなたは、私の手で……！」

　美月が明らかに力の入っていない足で、それでも強く地面を蹴って、レイに肉にく薄はくする。

　レイもまた、地面を蹴った。美月が全身を投げ出すようにして繰くり出してきた魔法杖の一いつ閃せんを、後ろに跳んでかわす。

　着地したのは、僕の目の前。

　無防備な背中が、手を伸ばせば届く距きよ離りにさらされる。

「レイ」

　僕は声に出して彼の名前を呼んだ。

　まるで、僕の存在を失念していたかのように驚おどろきの気配を発して、レイは顔だけを振り向かせる。──完かん璧ぺきな演技だ。

　あとは、僕が彼のがら空きの背中に剣を突き立てれば、それで彼の望みは叶う。

　彼は彼のままで逝ゆくことができる。

　だけど、僕には彼の望みを叶かなえてやるつもりは、なかった。

　右手に握りしめていた小剣を投げ捨てて、僕はその手で拳こぶしを作った。

『なにを──!?』

　そして、演技じゃなく本当に驚おどろきの表情を浮かべたレイの顔に、固めた拳を身体からだごと叩たたき込んだ。

「セーヤ!?」

　受け身すら取れずに倒れたレイが、倒れたまま、見開いた右目で僕を見上げる。

「杉すぎ崎さき……くん……？」

「僕は認めない。あんた、言ったよな？　美み月づきを愛しているって。美月の幸せのためなら、なんでもできるって」

「セーヤ……？」

　美月のきょとんとした声が聞こえたけれど、僕はレイから視線を外さずに、続けた。

「だったら、生きろよ。あんたがあんたでいられる最後の一いつ瞬しゆんまで、美月の側そばにいてやれよ」

「杉崎くん……」

「ミチルだって……せっかく団を抜けて美月と一いつ緒しよにいられるようになったからって、あんたがいなくなったら嬉うれしいなんて思えるわけ、ないだろ」

　レイはおもむろに上体だけを起こして、言う。

「ミチルは……平気だよ。ボクはもう、彼女にとっては憎い裏切り者でしかないんだから」

「そんなわけ、ないだろ。そもそも、あんたはミチルを裏切ってなんていないじゃないか。あんたは──」

「どういう……ことよ……」

　弱々しい声に遮さえぎられて、僕は視線を声の主に向けた。

「レイが……裏切ってないって……」

　しばらくは目を覚まさないだろうと思っていたミチルが、横たわったまま、見開いた目でレイを見ていた。

「説明……しなさいよ……犬コロ……」

「ああ」

「杉崎くん！」

　レイが僕を止めようと叫んだ。

　当然だろう。ここで僕がミチルに真相を話してしまったら、ミチルの罪悪感や悲しみを最小限に抑えようとした、レイの努力が無む駄だになってしまうんだから。

　でも、僕は話した。

　レイの身体のことを。そして、レイがミチルを裏切り者と断じた、その本当の理由を。

　ミチルがレイを誤解したままでいるのが、僕にはどうしても認められなかったから。

　ミチルのためでもレイのためでもなく──美み月づきのために。

　校舎の屋上で、美月はレイを悪く言ってほしくないと言って、涙ぐんでいた。

　そんな美月が、ミチルがレイを憎んだままでいるなんて──そんなの、嬉うれしいはずがない。

「う……そ……」

「ごめんね、ミチル」

　震ふるえた声を出したミチルに、レイが疲れ切った顔を向ける。

「ミチルが霞か月づきを裏切れないと思っているのはよくわかっているけれど……それでも、ボクは美月とミチルに殺し合ってほしくなかったんだ。昔みたいに、ふたりが仲良く笑っている姿を、もう一度……見たかったんだ」

「わからない……」

　ミチルが両手で抱えた頭を、錆さびた玩具おもちやのロボットみたいに、ぎこちなく振った。

「わからないよ……あたし……レイ……」

　ミチルは混乱していた。

　無理もない。

　誰だれよりも信しん頼らいしていたレイに裏切られたと思って。でも、本当はレイは裏切ったんじゃなくて。挙げ句に、レイはもう長くは生きられないなんて言われて──感情の処理が追いつかないんだ。

　美月を見る。

　レイの身体からだのことも、行動の意図も、話されるまでもなく気づいていた美月は、レイと同じ──疲れ切った顔で、立ち尽くしていた。

「ミチル」

　僕はミチルに訊きいた。

「レイのこと、好きか？」

　ミチルは頭を抱えたまま、下を向いていた顔を上げて、きょとんとした目で僕を見た。

「好きか？　レイのこと」

　もう一度、同じ質問をする。

「あ……」

　ミチルは目と口をいっぱいに開いて、叫んだ。

「当たり前でしょ、そんなの！　レイは……だって、レイは、ずっと……ずっと一いつ緒しよだったんだから！　一緒にいてくれたんだから！」

　それが、ミチルの答えだった。

　ミチルにとって、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの団長でもある兄貴は、絶対に裏切れない存在だと、美月もレイも言っていた。

　その兄貴を裏切らせられたことは、美み月づきと一いつ緒しよにいられるようになるとしても、ミチルにとっては手放しで喜べることじゃないはずだ。

　レイの願いを知っても、それでもミチルがレイを恨む可能性は、十分にあった。

　ミチルは、だけど僕の問いに、レイを好きだと答えた。

「わかっただろ、レイ。あんたは愛されているんだ。あんたは簡単に死んじゃいけないんだよ」

　レイは天を仰いで、言う。

「ボクだって、こんな自殺めいた真似まね、したくはないよ。……でもね、杉すぎ崎さきくん。ボクの死は、ただの死じゃないんだ。妖獣ドウームになってしまうんだよ。それでも、キミはボクに生きろっていうのかい？　ボクがボクじゃなくなるその時まで、生き続けろって……」

「ああ」

「残ざん酷こくだね、キミは」

　残酷なことを言っているって自覚はあった。

「覚悟は、あるよ」

　空を映していたレイの右目が、僕を見た。

「あんたがいよいよ妖獣ドウームになった時は……その時は、僕が殺す」

　レイに妖獣ドウームになるまで生きろと言うのなら、それは最低限、僕が負わなければならない役目だった。

「僕が、この手で、責任を持って殺す」

　レイの右目が僕の目をじっと見つめる。言葉は、ない。

「ちょっと、なに言ってんの、犬コ──」

「ミチル」

　ミチルの叫びを制したのは、美月だった。

　美月もレイと同じ目で僕を見ていた。僕の覚悟を見極める目だ。

　僕は美月に頷うなずいて、レイに向き直った。そして、言葉の続きを口にする。

「──でも、その前に探そう。あんたが妖獣ドウームにならずにすむ方法を」

　美月とミチルから、驚おどろきの気配が伝わってきた。

　レイの目も見開かれている。

「そんな方法は、もしかしたらないのかもしれない。時間にも限りがある。……でも、それでも……最後の最後まで、諦あきらめずに探そう」

　僕は、さっきレイを殴なぐり倒した右の拳こぶしを開いて、レイに差し出した。

「あんた、言ったよな？　美月とミチルが笑い合っている姿をもう一度見たいって」

「ああ……」

「僕もだよ。僕も、見てみたい。でも、そこにあんたがいたら……あんたも一いつ緒しよだったら、美月はもっとたくさん笑ってくれると思うんだ」

　僕は美み月づきにたくさん笑ってほしい。それが、美月の背負った死の影を薄うすくする、一番の方法だと思うから。

「杉すぎ崎さきくん……」

　レイは軽く目を閉じると、呆あきれたように、でもどこか嬉うれしそうに笑って、目を開けた。

「……美月がどうしてキミを相棒パートナーとして認めたのか、わかった気がするよ」

　そして、僕の差し出した手をつかもうと、右手を持ち上げる。




「〝死者食む大鷲フレスベルグ〟！」




　その忌いまわしい声が境けい内だいに響ひびき渡ったのは、僕の手にレイの指先が触れようとした瞬しゆん間かんだった。

「杉崎くん！」

　レイの手が僕の手を素通りして、僕の胸を強く押した。

「な──!?」

　尻しり餅もちをつきながら、僕は一瞬、レイが攻こう撃げきしてきたのかと思った。

　──でも、違う。

　レイに突き飛ばされる直前に聞こえた声。

　あれは……あの声は──。

「レイっ！」

　ミチルの悲鳴じみた声が響く中、僕は見た。

　無数の槍やりに全身を貫かれた、レイの姿を。

　黒く輝かがやく魔ま法ほうの槍が、レイの脚を、肩を、胸を、腹を、深く貫いている。

　理解する。

　レイは僕を攻撃したんじゃない。庇かばったんだ。

　レイが突き飛ばしてくれなかったら、レイを貫いている槍の何本かは、僕を貫いていたはずだ。

　僕は立ち上がりながらそいつを──不意打ちを仕掛けてきたその男を、見た。睨にらんだ。

　ツォン──！

　糸目を見開き、血まみれの歯を剝むき出しにして、ツォンは笑っていた。

「私を……この私をこんなにして……よくも……よくもおっ！」

　ツォンは笑いながら怨えん嗟さの声をあげる。

　発音がしっかりしている──ってことは、砕けた顎あごはもう治ったのか。

「こいつ……っ！」

　鋭い声を発して地面を蹴けったのは、美月だ。ツォンの頭を叩たたき割ろうと、最上段から魔法杖を大おお太た刀ちの如ごとく振り下ろす。

　だけど、響ひびいたのは、ツォンの頭ず蓋がいが潰つぶれ砕ける破砕音──じゃなく、金属と金属がぶつかり合う、硬い金属音だった。

　美み月づきの魔法杖は、ツォンの頭蓋を砕くどころか、ツォンの魔法杖に受け止められてしまっていた。

　美月がすかさず繰くり出した第二撃げきも、軽々と受け止められてしまう。

「美月……」

　ツォンがなにか特別なことをしたわけじゃない。美月がもう、いよいよ限界なんだ。もう、まるっきり身体からだに力が入っていないんだ。

「どうしましたぁ～？　全然ですよぉ～？」

　ツォンの振り抜いた魔法杖が、美月を弾はじき飛ばし、背中から参道の硬い地面に叩たたきつける。

「……っ……」

　美月は──立ち上がれない。

「私はぁ～私はねぇ～……死にませんよぉ～？」

　ひゅーひゅーと笛みたいな息の根を漏もらしながら、ツォンは美月の顔に魔法杖を突きつける。

「世界中の女という女を、壊こわして壊して壊し尽くすまで、私は死なないのでぇ～す！」

「おねーちゃん！」

　──まずい。

　美月が殺される。

　美月はもう動けない。

　ミチルも、レイも。

　今、動けるのは──美月を助けられるのは──僕しかいない。

　でも、間に合うか？

　僕からツォンまでは、けっこうな距きよ離りがある。

　走って、間に合うか？

　さっきツォンに一撃くらわせてやった時みたいに、脚にプラナを集中させて脚力を超強化すれば、一いつ瞬しゆんで詰められる距離だ。

　でも、無理だ。プラナの一局集中には、短くない時間がかかる。

──くそっ！

　とにかく、走るしかない。小剣を投げつけて──とも思ったけれど、小剣はさっきレイを殴なぐった時に放り投げてしまっていた。

「〝黒のブラツク──〟」

　僕が走り出すのと同時に、ツォンが力ある言葉を紡つむぎはじめた。

　──駄だ目めだ。間に合いっこない。

　美み月づきが殺される。

　美月が殺される。

　嫌いやだ。

　失いたくない。

　僕は美月を失いたくない。

　相棒パートナーなんだ。

　素直じゃなくて、厳しくて──でも、誰だれよりも強い心を持った、世界一の相棒パートナーなんだ。

　失ってたまるか。

　失ってたまるか。




　ニヤリと──ツォンが、口の端はしを耳まで吊つり上げて、笑った。

　腐りきった、醜しゆう悪あく極まる笑顔。

　それが、僕の頭を支配していた美月を失うことへの恐怖と焦あせりを、怒りに変えた。




　冗談じゃない。

　あんな奴やつに。

　あんな奴に美月が殺されるなんて、僕は認めない。許さない。

　許すもんか──！




　爆発した。

　頭の中で、これでもかと膨ふくれ上がっていた怒りの感情が、火山が噴火するみたいに爆発した。

　意識が真っ赤に染まる。

　これは──この感覚には、憶おぼえがある。

　僕が僕でありながら、僕でなくなっていく感覚。

「ぐ……ぎ……が……っ！」

　唸うなりと呻うめきの入り交じったような声を食いしばった歯の隙すき間まから押し出しながら、僕は見た。

　鬼を。

　人ならざる、異形。だけど、妖獣ドウームとも違う。

　巌いわおのような体たい軀く。赤く灼やけた肌。逆立った髪と額から天に向かって伸びた角。そして、血に飢うえた獣けものの形相。

　鬼。

　それに相応ふさわしい名詞を、僕は他ほかに思いつけなかった。
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　そいつは──その鬼は、赤く染まった僕の意識の中にいた。

　おもむろに振り返って僕を見た鬼は、ぎょろりとした眼をいっぱいに剝むいて、吼ほえた。

（おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！）

　その声に、僕はたしかな聞き覚えがあった。

　さっき、プラナを操ろうと四苦八苦していた時に全身に響ひびいてきた、あの声だ。間違いない。

　そして──。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　僕も、鬼と一いつ緒しよに吼ほえていた。まったく同じ声を、腹の──いや、魂たましいの底から張り上げていた。

　殺意に充みち満ちた咆ほう吼こうを轟とどろかせながら、鬼が右腕を振りかぶり、振り下ろす。

　振り下ろされた鬼の手が地面を叩たたいた時、僕の手もまた、まったく同じ動きで地面を叩いていた。

「奔はしれ！」

　鬼が叫んだ。

　僕も叫んだ。

「──!?」

　ツォンが醜しゆう悪あく極まる笑みを強こわ張ばらせて、僕を見た。

　いや──見たのは、鬼のほうかもしれなかった。

　でも、そんなのはどっちだってよかった。

　鬼は僕で、僕は鬼なんだから。

「奔はしって、殺せ！」

　力が、奔った。

　地面を深く割り裂きながら、音を超えた疾はやさで、奔った。

　一直線に。ツォンに向かって。

　ツォンは、もちろん黙だまって立ち尽くしてはいない。避けようと、動く。

──逃がすか！

　鬼と僕の意志に応こたえて、力は疾さを増し──逃れようとするツォンの左腕と左脚を捉とらえ、破は壊かいした。

　捩ねじれ、拉ひしやげ、潰つぶれ、砕けた左腕と左脚が、醜みにくく飛び散る。

──まだだ。

　まだ、殺せていない。

　この程度じゃ、気がすまない。

　もっともっと、ズタズタのぐしゃぐしゃにしてやらないと気がすまない。

　さあ、もう一いち撃げきだ。

「セーヤ！」

「星せい也や！」

　その時、誰だれかが僕の名前を叫んだ。

　美み月づきと、あともう一人。

──……セーヤ……？

　セーヤって、誰だ？

　僕か？

　僕だよな？

　……僕だ。

　セーヤ。杉すぎ崎さき星也。

　それは、間違いなく僕の名前だ。

　あれ？　なら鬼は？

　おかしくはない。大だい丈じよう夫ぶだ。おかしくはない。

　鬼は僕で、僕は鬼なんだから、僕が杉崎星也でもおかしくは──あれ？

「セーヤ！」

　美月の叫びがもう一度聞こえて、僕はハッと顔を上げた。

　いつの間にか、僕は前のめりに倒れていた。

　……立てない。手にも足にも力が入らない。

　プラナが。戦うための力が、すっかり底をついていた。

〝荒神スサノオ〟が切れたのか……？

　僕を呼んだ美み月づきは、懸けん命めいに立ち上がろうとしていた。歯を食いしばって、腕に力を込めて。だけど、立ち上がれない。

　そして、その隣となりには、ツォンの姿があった。

　左腕と左脚を失いながらも、ツォンはまだ倒れていなかった。

　魔法杖に身体からだを預けて、殺意と狂気に目を見開いている。

　ツォンにはまだ人を──美月を殺せるだけの力が、ある。

「──っあああっ！」

　力の入らない手足に無理やり力を込めて、僕は立ち上がった。でも、それが限界だった。

「〝黒のブラツク──〟」

　ツォンが美月を殺すための言葉を、再び口にしはじめる。

「〝聖マリ──〟」

　ひゅん、と風を切る音がして、なにかがツォンの首を貫いた。

　刀だ。

「──えぁ？」

　なにが起きたのか理解できないとでもいうふうに刀に貫かれた首を傾けて、ツォンは倒れた。

「まっ、たく……」

　苦しげに忌いま々いましげにそう吐はき捨てたのは、刀の持ち主──北ほく斗とだ。片かた膝ひざをついた体勢のまま、右手をツォンに向けて伸ばしている。

　倒れたツォンは、まだ動いていた。──といっても、手足がピクピクと生命の残ざん滓しに震ふるえているだけで、彼の命運はもはや完全に尽きていた。

　これでもう、美月の命を狙ねらう奴やつは、この場にはいない。

　安あん堵どの息を吐きながら、僕は倒れていた。




　満まん身しん創そう痍いだった。

　美月もミチルも立っているのがやっとだったし、僕も同じだった。

　天上院の女剣士──北斗。彼女もまだまだ満足に動ける状態じゃなさそうだった。けれど、彼女の姿はもう、この場にはなかった。

　ツォンの死体を担かついで、彼女は去っていった。

「いいのか？　このまま帰って」

　指輪を青く光らせ、天への帰途につこうとしていた彼女に、僕はそう問いかけた。

　北斗が現れたのは、ツォンを捕らえるためだけじゃない。妖獣騎士ドウーム・ナイトの抹まつ殺さつも、目的だったはずだ。

「言っただろう？　妖獣騎士団ドウーム・ナイツに与くみさないルドラは、抹殺対象から外れたって。この場に、ただの一人でも妖獣騎士ドウーム・ナイトがいるのかい？」

　僕の問いに対する、それが北ほく斗との答えだった。

　僕は初めて北斗に感謝した。

　たしかに、ミチルもレイも妖獣騎士団ドウーム・ナイツを裏切った。

　でも、本当の意味で団長に背そむいたレイはともかくとして、少なくともミチルには団長に背く意志はなかったはずだ。

　北斗は、だけど──そんなミチルを、団を裏切った脱団者として認めた。認めてくれた。

　もし、ツォンを捕らえるために派遣された救済者セイバーが彼女じゃなかったら、どうなっていたか。

「ただし」

　と北斗は付け加えた。

「もし、あの子が妖獣騎士団ドウーム・ナイツに戻るようなことになったら、その時は容よう赦しやなく斬きる。そんなことにならないように……少年、キミが見守り、導くんだ」

　頷うなずいた僕に微笑ほほえみをくれて、北斗は指輪からあふれた青い光に全身を包まれた。

「……ああ、そうだ、少年。キミに一つ忠告して──」

　消える直前、北斗はまだなにか言おうとしていたみたいだったけど、言い終える前に、彼女の姿は担かついだツォンの死体とともに、消えていた。

　北斗が去って──。

　そして、今、僕の目の前にはレイがいた。

　美み月づきとミチルとの戦いで既すでに十分すぎるほど傷ついていたっていうのに、ツォンの魔ま法ほうはそんな彼を、さらに──徹てつ底てい的てきに傷つけていた。

　ミチルが〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけはしたけれど、焼け石に水だ。

　レイは、もう助からない。

「レイっ。レイ……っ」

　レイの傍かたわらに座り込み、彼の手を握りしめて、ミチルが泣いている。レイの名前を繰くり返し呼びながら、大きな瞳ひとみから大粒の涙をポロポロと零こぼしている。

　美月はミチルの後ろに立っていた。

　美月は、泣いてはいなかった。魂たましいの緒おが切れたみたいな、憔しよう悴すいしきった顔で、立ち尽くしている。

「ミチ……ル……」

　レイがミチルの手を弱々しく握り返して、言った。

「霞か月づきは……キミを、許さないだろう。それが、キミにとって、とても恐ろしいことだっていうのは、わかっている。……でも、ミチル……どうか……」

　うん、とミチルは頷いた。

「あたし、兄様の所には帰らない。お姉ちゃんと、ずっと一いつ緒しよにいる」

　ミチルのその言葉に、レイは笑った。

「杉すぎ、崎さきくん……」

　レイが、今度は僕を呼んだ。

「ボクの……剣を、取って、きて、くれない、かな……っ」

　言葉の終わりに、レイは咳せき込んだ。咳せきには血が混じっていた。

「ああ」

　僕は重い身体からだを引きずるようにして、少し離はなれた所に突き立っていたレイの長剣を引き抜いた。そして、傍かたわらに戻った僕に、レイはこう言った。

「それを、キミに……もらって、ほしいんだ……」

　僕は驚おどろいた。

「でも、これって……」

「ヒヒイロガネ製の、魔ま剣けん……だよ……」

　やっぱり……。

　ヒヒイロガネは、精ミ霊ス真リ銀ル以上の強度と高い魔法伝導率を誇る、超希少金属。その魔法伝導率の高さから、各都市の〝神の盾アイギス〟の維持にも用いられている。

　別名、至高石ハイメタル。

　産出量は精ミ霊ス真リ銀ルよりも遥はるかに少なくて、小石程度の大きさでも億の値段がつくと言われている代しろ物ものだ。
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「僕には勿もつ体たいないよ。これは、美み月づきかミチルに……」

　レイは小さくゆっくりと首を横に振った。

「キミ、に、もらって……ほしいんだ……」

　僕を見るレイの右目に、切願の色が滲にじんで見えた。

「……わかった」

「あり、がとう……」

　レイの剣は、重かった。

　ヒヒイロガネの重量は騎士鋼アロンダイトよりもずっと軽いはずなのに、今、僕の手にある剣は、今まで使ってきた剣より、ずっとずっと重く感じる。

　これは、レイの意志の重みだ。

　美月を愛し、美月の幸せを願う彼の意志が、この剣には込められている。それが、軽いはずがなかった。

　果たして、僕にこの剣を使いこなすことができるだろうか。

──使いこなしてみせるさ。

「ボク……は、ね……友達が、ほしかった、んだ……」

「え……？」

「同胞じゃない、ただの友達、が、ね……」

「レイ……」

「短かったけれ、ど、光風……学園で、過ごした時間は、楽し、かった、よ……」

　学校生活を経験してみたかった──と、そういえば以前にレイは言っていた。本来の目的を誤ご魔ま化かすための冗談みたいなものかと思っていたけれど……あれは、本心だったのか……。

「惜しむらく、は……友達を、作る、時間が、なかった……ことかな……」

「なに言ってるんだ」

　僕はしゃがみ込んで、レイの胸の傷ついていないところを、トンと軽く叩たたいた。

「友達なら、もうちゃんといるじゃないか。南みなみに、愛あい原はらに……それに、僕だって……」

　レイは右目を軽く見開くと、次にその目を閉じて、小さく笑った。

「そうか……そうか……」

　口くち許もとに笑みを浮かべたまま、レイは目を開けた。

「美月……」

　そして、ミチル、僕ときて──最後に、レイは美月に声をかけた。

　僕は立ち上がって、美月に場所を譲ゆずった。

　覚悟はしていても──やっぱり傷ついたレイを見るのは辛つらいんだろう。一いつ瞬しゆん、ためらうような顔を見せて、それでも美月はレイの傍かたわらに両りよう膝ひざを下ろした。

「ずっと、後悔……してたんだ。……あの時、キミと、一いつ緒しよに……団を、抜けて、いればって……」

　微笑ほほえんで、美み月づきは首を横に振った。

「いいの。あなたが残ってくれたおかげで、ミチルは寂しい思いをせずにすんだんだから……」

　美月の向かいで、ミチルが涙でくしゃくしゃになった顔を頷うなずかせた。

「み……づき……」

　レイがミチルに握られていた手を持ち上げた。

　レイの望みを察したミチルがその手を離はなし、替わって美月がレイの手を包み込むように握りしめた。

「ボクは、幸せ、だった、よ……」

　美月は頷く。

「ボクたち、の、生まれ、は……あまり、幸せなものじゃ、なかったけれど……でも、美月と出会えたから、ボクは……幸せ、だった……」

　美月はまた頷いて、片方の手でレイの頰ほおを優しく撫なでた。

「私もよ、レイ。あなたがいてくれたから、私は幸せだった」

　レイは母親に褒ほめられた子供みたいに、嬉うれしそうに幸せそうに笑った。




　そして、それがレイの最後の表情になった。




　彼方かなたに輝かがやく月を目指すように、火の粉が高く高く昇っていく。

　レイを焼く火を、僕らは黙だまって見つめていた。

　ついさっきまで、ミチルはもう動かないレイの胸に突っ伏して、声をあげて泣きじゃくっていた。

　悲しみという名の痛みに、心を苛さいなまれて。

　痛みを知らなかったミチルに、レイは痛みを教えて逝いったんだ。

　ミチルが泣いて泣いて悲しみを吐はき出している間、美月はずっとレイの頰を撫で続けていた。──涙を見せることなく。

　美月は泣いていない。それが、僕には心配だった。

　本当に悲しい時には、大声をあげて泣いたほうがいいんだ。父さんと母さんが妖獣ドウームに殺された時に、僕はそれを痛感した。あの時、僕はひなたとふたり、泣いて泣いて泣きまくった。そうしないと──泣いて悲しみを吐き出してしまわないと、悲しみが凝こごって心が潰つぶれてしまうって、本能的にそう感じたから。

「あたし……どうすればいいんだろう……」

　座り込んだまま、ぼうっと火を見つめていたミチルが、独り言っぽく呟つぶやいた。

「あたし……居場所、なくなっちゃった……」

「なに言ってるんだ」

　ミチルは漫まん然ぜんと僕のほうを振り向いた。

「美み月づきとずっと一いつ緒しよにいるんだろ？　レイとだって約束したじゃないか」

「でも……」

　ミチルは美月をちらりと見上げて、うつむいた。

　……美月を殺そうとしたことを、気にしているのか。

「……やっぱり、ダメ……」

　ミチルはそう言うと、うつむいたまま立ち上がり、ふらふらと歩き出した。僕と美月の目の前を通り過ぎて、石段のほうへと歩いていく。

　ミチルの弱々しい足取りは、身体からだに力が入らないっていうのもあるんだろうけど、それ以上に心に力が入っていないように見えた。

「ミチル！」

　呼び止めようと叫んだ僕の肩に、美月が手を載せた。

「美月……」

「しばらく、そっとしておいてあげましょう」

「いいのか？」

　今ミチルを一人にするのは、正直、反対だった。

　美月と一緒にいる、とミチルはレイに約束した。でも、ミチルにとって妖獣騎士団ドウーム・ナイツの団長でもある兄貴は、誰だれよりもなによりも恐ろしい存在だという。

　一人になって、冷静に考えて──やっぱり兄貴が恐ろしいと、ミチルが団に戻ることを選択してしまう可能性は、決して低くはないだろう。

　そんな僕の不安を見透かして、美月は言った。

「その時はその時よ」

「けど……」

「あの子がどう生きるか……決めるのは、あの子よ。あの子の人生はあの子のものなんだから」

　美月らしい──美月だからこそ言える言葉だった。

「……そうだな」

　ミチルがどんな答えを出そうとも、それを受け止める覚悟が美月にあるのなら、これ以上僕がとやかく言うことはなかった。

　なにがどうなろうと、僕はただ、美月を支えるだけだ。相棒パートナーとして。

　美月に倣ならって、僕は遠ざかっていくミチルの背中を黙だまって見送った。













　　　終幕　～epilogue～







　熱い。

〝荒神スサノオ〟によって生じた生命エネルギー──プラナが煮えたぎりながら体内を流れている。

　僕はその流れに命令を下す。右手に集まれ、と。

　命令に従って、プラナの流れが右手に向かう。

　プラナを流れとして感じることは、問題なくできるようになった。局部集中も、それなりにスムーズにいくようになってきた。……難しいのは、ここからだ。

　深く息を吸いながら、僕は灼しやく熱ねつする右手を地面についた。

　目線の先には、地面に突き立てた練習用の長剣ロングソード。

　息を止め歯を食いしばって、僕は念じた。

──奔はしれ！

　右手に集められたプラナが、ドクンと大きく脈打った。

　……でも、それだけだ。それ以上は、なにも起きない。

──奔れ！

　もう一度、念じる。結果は、さっきと同じ。

──奔れ！　奔れ！　奔れ！　奔れ！　奔れ！

　しつこく念じてみても、結果は変わらなかった。大きく脈打ちはするものの、プラナが地面を疾しつ走そうして目線の先にある長剣を砕くことは、なかった。

「くそっ……」

　プラナの局部集中は、体力と集中力の消耗が激しい。一分もしないうちに、僕は全身にびっしょりと汗をかいていた。息も上がっている。

　早朝。

　いつもの公園。

　美み月づきとの特訓の前に、僕は〝走剣〟の練習をしていた。

　あの日、美月にとどめを刺そうとするツォンに、僕は〝走剣〟をくらわせた。……くらわせた、はずだ。

　正直、あの時の記き憶おくは、まるで夢の中の出来事みたいにぼんやりしていた。記憶としては一応、残ってはいるのだけど、現実感がないというか……。

　あの時、脳裏に見えた鬼は、なんだったんだろう？　それに、あの鬼と僕自身が一つに重なり合ったような感覚は。

　以前にも、目の前が真っ赤に染まって記き憶おくが飛んだことがあった。最初は両親が殺された時。二度目はひなたが瀕ひん死しの重傷を負わされた時だ。

　……なにか、関係があるんだろうか。

　関係はある……んじゃないかと思う。

　たぶん、同じなんだ。

　両親が殺された時にも、ひなたの時にも、きっと鬼はいたんだ。僕が認識できなかっただけで。

　鬼のことは、美み月づきにも誰だれにも話していなかった。

　話すべきなんだろうとは思う。美月に話して、石いし神がみにも相談して──そうすれば、なにかわかるかもしれない。

　だけど、恐こわかった。僕が鬼のことを美月にも石神にも話していないのは、そう──恐いからだ。

　あの鬼はあるいは、僕という人間の根幹を揺さぶる存在になるかもしれない……そんな予感がして、それが的中するのが恐ろしくて、僕は誰にも話せずにいたのだった。

　だから、鬼のことはひとまず胸にしまって、あの時、たしかに成功した〝走剣〟の練習に励んでいたわけなんだけれど……駄だ目めだった。あれ以来、ただの一度も成功していない。けど、まったく駄目かというとそういうわけでもなくて、もうちょっとで成功しそうな手て応ごたえは感じていた。要練習だ。

「セーヤ」

　背後からかけられた声に、僕は首にかけたタオルで顔を拭ふきながら振り返った。

「美月、おはよう」

「おはよう。身体からだは温まってるわね？」

「ああ」

「なら、早さつ速そくはじめるわよ」

　いつもどおりに、美月は淡々と魔法杖ルーンスタツクを構える。

　あの日から──レイの死から──十日。

　美月の様子は、いたって平静だった。

　涙を見せたこともなければ、落ち込んでいる素振りもない。

　学園にもちゃんと来ていたし、南みなみたちから昼食に誘さそわれれば、応じてもいた。特訓も、こうして前と変わらずにやっている。

　美月は、本当に強い。

　両親が死んだ時も、ひなたが天てん上じよう院いんにいってしまった時も、僕はそう簡単には立ち直れなかったのに。

　でも、美月の強さには改めて感心させられたけれど……同時に心配でもあった。

　僕の見ていないところで、美み月づきはちゃんと泣いただろうか。

「美月」

　ベンチに立て掛けていた長剣を手に取りながら、僕は訊たずねた。

「ミチルから、連絡は？」

「ないわ」

「そうか……」

　居場所がなくなった。そう言って、僕たちの前から姿を消したミチルは、今どこにいるんだろう。明みよう神じん市しのどこかにいるのか、それとも兄貴のところに帰ってしまったのか……。

「セーヤ、構えて」

　頷うなずいて、僕は剣を抜いた。

　レイから託された、ヒヒイロガネ製の長剣だ。

　月つきの守もり人びと──それがこの剣の名前だと、美月が教えてくれた。

　元々は、美月のお姉さんである優ゆ海みさんが作って、レイに与えた物らしい。

　美月を守ってほしいという願いを込めて。

　つまり、この剣は美月を守るための剣なんだ。

　心して、構える。

「いくわよ」

　美月が動いた。

　一いつ瞬しゆんのうちに僕の背後に回り込んで、魔法杖を振り下ろす。

　あの日以来、美月のスピードには一段と磨みがきがかかっていた。

　それでも、僕の目は美月の動きを捉とらえていた。

　振り返りながら、剣を奔はしらせる。

　希少金属同士がぶつかり合う澄すんだ衝しよう撃げき音おんが、夜明けの公園に響ひびき渡った。




「杉すぎ崎さき」

　四限目──妖獣ドウーム生態の授業が終わってすぐに、南みなみが声をかけてきた。

「今日のお昼の予定は、ある？」

「いや」

「だったらさ、今日も中庭で食べない？　お弁当、作ってきたんだ」

「ああ。美月には、僕から声かけしておくよ」

「よろしく。今日はねー、スペシャルだよ」

「なにか手の込んだものでも作ったのか？」

　南は人差し指を立てて、ウィンクした。

「ひ・み・つ」

「見てのお楽しみってか？」

「そ。ちょっと寄るところがあるから、杉すぎ崎さきは美み月づきと先に行ってて」

　そう言って僕の机の上にレジャー・シートを置くと、南は教室を出ていった。

　僕は……とりあえずは、美月にメールだな。……送信っと。

　返信はすぐにきた。『了解』と一言だけ。美月からの返信は、いつだって簡素……というか、ぶっきらぼうだ。

　レジャー・シートを持って、教室を出る。

　中庭に真っ先に着いたのは、僕だった。木陰にレジャー・シートを広げて、三人を待つ。

　僕の次にやって来たのは、美月だった。

「アカネとサツキは？」

「寄るところがあるから、ちょっと遅れるって」

「ふーん……」

「と言っている間に、来た。……あれ？」

　南みなみがいて、愛あい原はらがいる。そして、ふたりの間にもう一人、いた。

「やっほー」

　こっちに向かって手を振る南とぺこりと会え釈しやくする愛原の間で、彼女は深くうつむいていた。

「ミチル……」

　美月が呟つぶやいた。

　そう……。

　うつむいていて顔が見えなくても、わかる。

　ミチルだ。ミチルが、南と愛原と一いつ緒しよにいた。

　南がこっちを指差して、ミチルの背中をポンと軽く叩たたいた。

　ミチルはうつむいたまま首を横に振る。愛原が優しく微笑ほほえんでなにか声をかけたけれど、ミチルはこれにも首を振った。

　こっちにくるのを嫌いやがっているみたいだ。

　──と、南が強引な手に出た。

　ミチルの背後に回り込んで、背中を押しやる。

「やっ……ちょっ……」

　ミチルが抗議の声をあげようと、おかまいなし。

　そして、ミチルは僕らの前にやってきた（こさせられた、か）。

「お姉ちゃん……」

　美月と目が合うと、ミチルは気まずそうにうつむいた。

「なんで、ミチルが南たちと……？」

　南が両手を腰に当てて答える。

「二限目の後の休み時間にさ、あたし、皐さ月つきに用事があって魔ま法ほう科かの校舎に行ったのよ。そしたら、この子が校舎の前をウロウロしててさー」

「それで声をかけたのか」

「そ。お昼に誘さそわせてもらったんだけど、まずかった？　まずいわけなんかないよね。だって、みっちーは美み月づきの妹で、あたしたちの友達なんだから」

　ぐっと親指をたててみせる南みなみ。その隣となりで、愛あい原はらが頷うなずいて同意を示す。

「みっちーもほら、顔上げて」

　バシッと勢いよく背中を叩たたかれて、ミチルはうつむかせていた顔をはね上げた。美月と目が合う。

「ミチル……」

「お、お姉ちゃん……あっ、あた、あたし……っ」

　美月が動いた。

　歩み寄り、両腕を伸ばして、ミチルを抱きしめる。

「お姉ちゃん……？」

　美月はなにも言わない。

　問いもせず、叱しかりもせず、ミチルをただ抱きしめる。

　両腕に、いっぱいの愛いとしさを込めて。

　それが、ミチルの出した答えに対する、美み月づきの答えだった。

「お姉ちゃ……あたし……」

　ミチルの目に涙があふれる。

「あたし……ごめ……なさい……あたし……お姉ちゃ……っ」

　しゃくり上げながらの言葉はほとんど声にならなくて……。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　とうとう、ミチルは声をあげて泣き出した。

　まわりの連中が何事かとこっちを見てくる。すっかり注目の的だけれど、気にしない。

　嬉うれしい涙なんだから、誰だれ憚はばかることなく泣いていいんだ。

　ミチルは三十分近くも泣き続けて──おかげで弁当を食べ損なってしまったけれど、かまわなかった。

　五人で弁当を食べる機会は、これからいくらだってあるんだから。
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　放課後。

　僕は美月にメールで呼び出されて、Ｂ校舎の屋上に足を運んだ。

　美月は夕陽に満ちた屋上に一人佇たたずみ、遠くを見ていた。

「美月」

　声をかけると、美月は夕陽の色を帯びた顔をおもむろに振り向かせた。

「悪いわね、わざわざ呼び出したりして」

「かまわないよ。……ミチルは？」

「アカネたちと商業エリアのプールに行ったわ。バタ足の練習をするって」

「美月は一いつ緒しよに行かなくてよかったのか？」

「私が水泳嫌きらいなの、知ってるでしょ？」

「そういえば」

　僕は苦笑した。

「なんにしろ、南みなみと愛あい原はらには感謝だな」

「そうね」

　南も愛原も、詳しい事情はなにも知らずに、でもミチルを快く受け入れてくれた。

　美月とミチルの間になにがあったのか、レイはどうしているのか──訊ききたいことは山ほどあるはずだ。なのに、ふたりはなにも訊いてこない。

　いつだってふたりは、迂う闊かつな深入りはせずに、だけど明るく笑って、あるいは穏おだやかに微笑ほほえんで──手を差し伸べてくれる。

　本当にいい友達を持ったと思う。

「……で、どうしたんだ？　どうせ夜の特訓で会うのに」

「うん……たいした用件じゃないんだけど、さ」

　美み月づきは魔法杖をフェンスに立て掛けると、歩いて僕の目の前にまでやってきた。

「特訓の前にすませておこうって」

　そして、僕の肩にこつんと頭を載っけた。

「美月……？」

「泣きたいなって思って」

「え……？」

　ぐずっ、と美月は鼻を啜すすった。

「覚悟は、していたの。団を抜けようって決めた時から。ミチルやレイと戦うことも、死に別れることも……」

　美月の手が、僕の袖そで口ぐちをつかんだ。

「だから、堪たえられるって……堪えなきゃって思ってたのに……。全部……全部、私のせいなんだから、私が団を抜けたせいなんだから……私は泣いちゃいけないって、そう思ってたのに……」

　美月の手は、震ふるえていた。肩も背中も。

「美月……」

　いきなり泣きたいなんて言われて驚おどろきもしたけれど、それ以上に僕はほっとしていた。

　心配していたとおり、美月は泣いていなかった。覚悟で悲しみを圧おし殺そうとしていた。それが、通すべき筋だと信じて。

　でも、そんな美月が、ようやく泣く気になってくれたんだ。

　きっと、ミチルが団との決別を決意してくれたことで、いっぱいだった気持ちの堰せきがいよいよ切れたんだろう。

「もう……我が慢まん、できなくて……でも、一人で泣いたら、底なし沼にはまっちゃいそうで……だから、あなたに、こんな迷惑……」

「迷惑なわけ、ないだろ」

　僕は震える美月の背中にそっと手を載せた。

「私が泣きやむまで、一いつ緒しよにいてくれる……？」

「ああ、一緒にいるよ」

　抱きしめたい衝しよう動どうをぐっとこらえて、僕は頷うなずいた。

「あり……がとう……」

　声を詰まらせてそう言うと、美月は声をあげて泣き出した。

　それは、火がついたみたいな激しい慟どう哭こくだった。

　僕の胸に縋すがりついて、美月は全身で泣き叫び続ける。

　僕は黙だまって美月に胸を貸しながら、レイを羨うらやましいと思った。

　こんなにも美み月づきを泣かせるほどに、レイは美月に愛されていたんだ。

　レイが羨うらやましくて、妬ねたましくもあった。

　僕が死んでも、美月はこんなふうに悲しんでくれるだろうか……？

　ふとそんな思いが込み上げてきて、僕は頭を振った。

──バカなことを考えるな。

　心の中で、自分を叱しかりつける。

　僕たちは一いつ緒しよに天上院に上がって、目的を果たすんだ。

　それまでは、僕も美月も絶対に死なない。死ねない。

──レイ……。

　僕は腰の剣を──『月つきの守もり人びと』の柄つかを握りしめて、レイに──亡なき友に誓った。

──約束するよ。僕は美月を悲しませない。だから、どうか……。

　安らかに眠ってくれ──そう続けようとして、僕は言葉を変えた。

──どうか、見守っていてくれ。

　僕は男としても剣士としてもまだまだ弱くて未熟で、レイには遠く及ばない。迷うことも挫くじけてしまうことも、きっとあるだろう。

　そんな時、どうか僕を叱しつ咤たしてほしい。

　僕の心の中にいて、一緒に美月を支えてほしい。

　一いつ瞬しゆん、握りしめた『月の守人』の柄が、脈打った──ような気がした。

　ただの気のせい……なんだろう。

　でも、僕はレイが頷うなずいてくれたんだと、そう思うことにした。

　夕焼けの空が宵よいの空に変わっても、美月の慟どう哭こくはやまなかった。

　ミチルよりもずっと長い間、美月は泣いていた。

「ぐ……すっ……」

　美月が泣きやんだ時、空はもう、宵も通り越してすっかり暗くなっていた。

「もう……いいのか？」

「うん……」

　僕の差し出したハンカチで涙を拭ふいて、美月は顔を上げた。

「あーあ、こんな顔じゃ、ミチルにもアカネたちにも会えないわね」

　見事に泣き腫はらした目をこすりながら、美月は笑った。

「じゃあ、このままふたりで少し散歩でもしないか？」

「いいわよ」

　涙を拭くのに貸したハンカチを返してもらおうと思って差し出した僕の手に、美月の手が重なった。

　これは……まあいいか。いいよな？

　僕は僕の手の上にある美み月づきの手を軽く握りしめた。

　美月の手が握り返してくる。

「行こうか」

　うん、と頷うなずいた美月の手を引いて、僕は歩き出す。

　──と、三歩もしないうちに美月の足が止まった。

「美月？」

　振り向いて、僕は美月が立ち止まった理由を理解した。

　魔法杖の置き忘れだ。美月は魔法杖をフェンスに立て掛けたままにしていた。

　美月の魔法杖は精ミ霊ス真リ銀ル製──頭に超のつく貴重品だ。置き忘れるわけにはいかない。

「……美月？」

　でも、美月は足を止めたままボーッと立っているだけで、一向に魔法杖を取りにいこうとしない。

「おーい、美月ー？」

　呼びかけてみても、応答なし。

　僕は首を捻ひねった。

　美月の目は僕に向いている。でも、向いているってだけで、僕を見てはいなかった。

　まるで魂たましいが抜けたみたいな、たしかに開いているのになにも見ていない目。

「美月！」

　声を張ってようやく、美月は反応を示した。

　びくっと肩を震ふるえさせて、驚おどろきの目で僕を見る。

「どうしたんだ？　急にボーッと──っと!?」

　僕が喋しやべっている途中で、不意に美月の手が僕の手から離はなれた。──というより、振り払われた。それも、かなり力いっぱいに。

「誰だれよ？」

　棘とげのある声で、問われる。

「美月……？」

「さっさと答えなさい。あなた、誰？」

　僕を見る美月の目には、声には、親しみなんてかけらもなかった。

　あるのは、疑いと敵意だけだ。

　突然の事態に、思考が停止する。

　言葉もまばたきも失って、僕はただ立ち尽くした。










　　あとがき




　メディアワークスがアスキー・メディアワークスに変わり、自分にとってのデビュー誌であった電でん撃げきｈｐが電撃文庫 MAGAZINE に変わり──色々なことが変わっていく中、自分も変わらなきゃなーと思いつつ、なかなか変われません。

　変わる、というのはとてもエネルギーの要る行為ですね。

　まずは、夜型生活を朝型生活に変えるところからはじめてみよう、うん。




　そんなわけで、長らくお待たせしました。

『きみと歩くひだまりを』３巻です。

　別に待ってなかったとか、そんな悲しいことは言わないように。




　最近、物忘れが激しいです。

　放送開始を楽しみにしていたアニメの録画を忘れる──なんてのは序の口で、銀行に用事があって出かけて、その途中で本屋に寄ったら、銀行に行くのを忘れて本だけ買って帰ってきた──とか、ケータイをしっかり手に持ったまま、「ケータイがない～」と家中探し回った、なんてこともありました。

　これでも小学生の頃ころは、クラスで一番忘れ物の少ない子だったんですが……。




　忘れる──といえば、本作のヒロインの一人である美み月づきには、魔ま法ほうを使う度たびに記き憶おくが失われていくという設定があります。

　次の巻は、その辺にスポットを当てた話になるのではないかと思われます。




　最後になりましたが、関係者各位に御礼申し上げます。

　特にイラストの桐きり島しまサトシ先生。いつも、あれこれとわがままを言ってすみません。




　それでは、またお目にかかれますことを祈りつつ──。




　二〇〇八年　八月


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

画像は無理やりつかまれて洗われた著者。普段は綺麗な水色のプリティボーイだが、水に濡れると未知の生物になる。こんなんでも一応、第五回電撃小説大賞選考委員特別賞受賞者だったりする。
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イラスト／桐きり島しまサトシ

最近ちょっとオナカが気になり始めた桐島です。ヤバイです。明日から運動しよう……なんて毎日思ってますが、果たしてそんな明日は来るんでしょうか。……来ないかも。
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